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第一章　異世界転移




　特別な趣味があるわけではない。なんとなく始めてみたいくつかのソシャゲも、今はログインボーナスを拾うだけの単純作業になっていた。こんなのは趣味とは言えない。

　大学に入る前は、よく携帯ゲームをやったもんだけれど、今は集中力が続かないというか、めんどくさいというか……そんなわけで、今も俺は駅前の交差点でスマホをいじり、ソシャゲを開いている。

　俺、如月きさらぎ空そらはそんな人間だった。

「わりぃ如月、遅くなっちまった」

　友人の男女が現れる。二十分ほどの遅刻だ。なに、気にしない。

　こんな俺でも一応サークルには入っているのだけれど、それが『余暇活用研究会』というどうしようもないもので、みんな部室に集まって、個々にスマホでゲームしたりＳＮＳをチェックしたり、お菓子を食べながらどうでもいいことをダベったり。結局みんな暇を持てあましている。そんなところで余暇の活用が研究できるはずもない。

「すまんね、空ちゃん」

　そう言って女の子が親しげに肩を叩たたいてくる。俺はスマホから目を離さず「いいよ」だ。こいつらは付き合っていて、大学生カップルにありがちな、ゆるい時間感覚で生きているらしい。そこそこ待たされてしまったけれど、俺は幸せそうなふたりを前に、まあいいかと思えるくらいには大人になっているらしい。

「じゃ、行こっか」と彼女が言った。

　目的地はゲーセンで、形としてはサークルの課外活動ということになるのか？　なんで俺がこいつらのデートに付き合わされているのかは、ちょっとわからない。第三者の存在が、カップルの刺激になるのだろうか。まあ、役に立つってなら、べつに構わないけれど。幸せにしておれ。俺はログインボーナスを手に入れる。

　歩き始めたので、俺はスマホから目を上げた。すると、小学生の女の子が目に入った。道路の近くでボール遊びをしている。危ないなあ。近くに母親がいるみたいだけれど、ママ友とおしゃべりしていて、子供は目に入っていないようだ。

「おい、ちょっとどこ行くんだよ」

「あれ見ろよ、ほっとけないだろ」

　俺は母子に近づいていった。オホホホなんて言ってる場合じゃないですよ、お母さん。

　――路上に、ボールが跳ねた。

　女の子はそれを追いかけてガードレールをくぐり、車道に入る。猛スピードでトラックが迫る国道へ。

「危ない！」

　――とっさに体が動いていた。

　俺は地面を蹴って、ガードレールを越え、女の子を突き飛ばした。その瞬間、目の前で巨大なバンパーが光っているのが見えた。運転手の顔を見る余裕もなかった。思わず目をつぶった――。

「きゃあああああ！」

　今頃になって、母親が悲鳴を上げている。

『そんな生き方してたら、いつか死ぬぞ』

　過去の友人の言葉が、頭の中に響いた。高校時代、飛び降り自殺をしようとした女子を助けたときに、聞いた言葉だ。

　続いてよみがえるのが、死んだ親父の言葉だ。

『常に人のために身を投げ打つ覚悟を持て』

　古風な人だった。おかげでこのザマだ。女の子の泣き声が、妙に遠くに聞こえた。

　その後のことは覚えていない。




＊　　＊　　＊




「おい如月！　如月！」

「空くん！」

　ずいぶん長く空走して停止したトラック。運転手が真っ青な顔をして降りてきた。

「あたってないぞ！　あたってない！」

　運転手は必死に主張した。女の子の泣き声が響き、交通はストップしている。

　友人のふたりは必死に如月空を捜す――しかしどこにもいない。血の痕もない。

「なにがあったんだ……？」

　警察が来ても、とうとう彼は見つからなかった。




＊　　＊　　＊




　手のひらが埋まるほど毛足の長い、真っ赤な絨じゅう毯たんの上に俺は倒れていた。

「陛下……成功いたしました」

　低い声が響いて、俺は顔を上げた。

　海外の観光スポットを紹介する番組かなんかで、こういう場所を見たことがある気がする。

　金で装飾された白い柱を照らすのは、四対の豪華なシャンデリア。天井には巨大な絵が描かれていて――。

「きょろきょろせずに、姿勢を正さんか！　王の御前である！」

　再び響く声。その主は、紫色のローブを着て、長い杖つえを持った老人だった。短い階段が玉座へと続いていて、そこには王冠をかぶり、髭ひげをたくわえた男が座っていた。

「魔王討伐の勇者召還は四人と聞いていたが、五人もおるな。まあ数が多くて困ることはないだろう」

　五人――俺は立ち上がって、再び周囲を見渡した。こんな場所にそぐわない、現代的な格好をした奴やつらが、俺のほかに四人いる。

「そちら、名を名乗れ」

　王が錫しゃく杖じょうで、ひとり目の男を指した。

「ここはいったい……」

　男は動揺している様子だったが、それは俺も変わらない。

「名乗れと言っておる」

　王が男を睨にらみつけた。

「佐さ藤とう明あきらです……気づけばここにいました。状況の説明をお願いしたい」

　この場でそう言えてしまうのは、ちょっとすごい。ルックスもイケメンだ。

「それは後からでよかろう。次はそちじゃ」

　次に錫杖が指したのは、チャラそうな金髪の男だった。

「はあ、山やま本もと寛かん治じッス」

　こう言うと失礼かもしれないけれど、さっきの佐藤のような知性は微み塵じんも感じられない。彼はスマホをいじりながら吐き捨てた。

「電波きてねーじゃん」

「次はそちじゃ」

　指をさされたのは、ブラウスの胸もとを大きく開いた女だった。原色のブレスレットをチャラチャラ鳴らしながら、やはりスマホを見ている。

「マジじゃん、電波立ってねー」

「名乗らんか！」

　ローブを着た男に一喝されて、女は玉座に目をやった。

「田た中なか奈な々なでーす。てかなにコレ。ドッキリにしちゃやりすぎじゃね？」

「黙っておれ、次はそちじゃ」

　錫杖が示した次の人物は、とてもおとなしそうな女だった。膝に手をあてて大きくお辞儀をすると、艶やかな黒髪がしゃらりと光の帯をつくった。

「野の々の村むら……舞まいと申します……」

　彼女は、それ以上なにも言わない。頭を上げると、不安げに辺りを見渡していた。

　最後に俺が自己紹介をさせられた。如月空です、と答えた後、

「……ここは天国ですか？」

　そんなことを尋ねると、王は笑い声を上げた。

「ここが天国に見えると申すか！　この城はあの伝説的建築士クェルタが設計し、天井画はアルハムクが描いたものじゃ。天国と見えても不思議はあるまいて」

「はあ……」

　とりあえず、ここは天国ではないらしい。俺はトラックにひかれて死んだわけじゃないのか――。

「では、早速ご準備のほどを……」

　グレーの服に金ボタンをつけた男たちが、いつの間にか現れていた。彼らは王やローブの男と違って、俺たちに丁寧に接してきた。

「ステータスを開いていただけますか？」

「「はあ？」」

　声を揃そろえたのは、ギャルとギャル男で、俺を含めた残り三人は、きょとんとしていた。

「失礼、説明が足りませんでしたね。『ステータス』と念じますと、レベルをはじめとした基礎情報が空中に表示されます」

　おお、なんかすごいゲームっぽい。高校時代にやり込んだＲＰＧを思い出して、こんな状況であるにもかかわらず、ちょっとワクワクしてしまう。

「……ステータス」

　心の中でそう唱えると、ヴン、という音と共に、目の前に緑色の光の枠が現れた。




名前：如月　空

年齢：２０

性別：男

称号：異世界召還に巻き込まれた人

レベル：１

【ＨＰ】５０

【ＭＰ】５０

【攻撃力】１０

【防御力】１０

【持久力】１０

【精神力】１０

【素早さ】１０

【器用さ】１０

【運】１０

スキル：【錬金術】




　過去にやったゲームを鑑みてもこれは……。平凡、それに尽きる。

「皆様は勇者様であられますから、それぞれ強力なユニークスキルをお持ちでいらっしゃるかと存じます」

　金ボタンの男が言った。へ？　ユニークスキル？　――ないんだけど。

「俺は【破壊神】だぜ」

　わかるわー。

「ウチは【魔女】ね」

　うん、そんな感じ。

「私は……【聖女】ですね」

　非常に、そんな感じ。

「僕は【勇者】だね」

　佐藤明がそうつぶやいた瞬間、王たちがわっと声を上げた。

「おお！　真の勇者ではないか！」

「僕たちは皆みな勇者だという話でしたが、それは？」

「勇者の中の勇者、ということだ！　おい、そちのユニークスキルはどうなっておる！」

　王の錫杖が、俺を指した。

「あの……」

　おそるおそる、答える。

「たぶん【錬金術】って、ユニークスキルじゃない……ですよね？」

　俺がそう言った瞬間、場が凍りついた。金ボタンの男たちは、王に目を向けた。ローブの男は、ため息をついて、俺のステータスに杖を向けた。緑色の枠が宙を動いて、王の前に差し出された。

　それを見た王は、呆ぼう然ぜんとした顔で俺を見た。

「なんということだ。ユニークスキルもなければ、唯一持っているスキルも使えないではないか……」

　王は錫杖の先で、絨毯をつついた。

「なぜ勇者パーティーにこんな者が紛れ込んだのだ……」

　困惑している王とは対照的に、破壊神のカンジはヘラヘラしながら俺を指さした。

「ってことは、こいつハズレのザコなんだ」

「えーうっそー、マジ笑えるー」

　魔女のナナが声を立てて笑った。王のまぶたがヒクついた。

「かわいそう、ですね」

　聖女のマイに、そう言われたのが、わりと一番傷ついた。

　しかし俺の災難は、そこで終わらなかった。

「王様、進言いたしたいことがございます」

　そう言ったのは、勇者のアキラだった。

「申せ」

「話を伺うに、僕たちは魔王を倒すために集められた、ということですよね」

「その通りだ」

　王が深くうなずくと、勇者のアキラはゆっくりと首を振った。

「ならば必要なのは強い力を持った者同士の強い結束力、強い絆きずなじゃありませんか」

　そう言って、俺を見た。

「しかしソラ君は、残念ながらそれだけの力を持ち合わせていない」

　ゆっくりと、こちらに近づいてくる。

「これでは絆は生まれません。パーティーの連携にも支障をきたすでしょう」

「そなたの言うことももっともだ」

　みんなの視線が痛い。勇者のアキラはなおも続ける。

「つまり彼の存在は、みんなにとって有害なんです。城から放り出してしまうのが一番かと存じます」

　こいつは、俺になんの恨みがあるんだ？

「しかし城下でこやつが下手なことを触れ回っては……」

　王はしばらく眉間をひねっていたが、急にポンと錫杖の握りを叩いた。

「そうだ、グルーエル。例の手を使うとしよう」

　錫杖で俺を指す。

「こやつは、もういらん」

「は」

　グルーエルと呼ばれたのは、例のローブの男だった。グルーエルは懐から、白く濁った水晶球のようなものを取り出すと、こちらに向けた。

「この転移水晶で、貴様を追放する」

　金ボタンの男たちがざわめいた。俺は不安に襲われる。

「あいつ、どっか行っちまうんだって」

「なにしに来たんだっつーの」

　破壊神のカンジと、魔女のナナが、ニヤニヤ笑っている。聖女のマイは、僕をじっと見つめていた。勇者のアキラは、彼女の視線を塞ぐように、俺のすぐ目の前までやって来た。口の端を持ち上げて、俺にだけ聞こえる声で、ささやく。

「女がふたりだっつーのに、男が三人ってよ、どうなんだって話だよ、なァ」

　グルーエルの濁ったガラス玉が不気味に輝く。世界がぎゅうっと歪ゆがむ。

「お前、空気読めよ」

　アキラの歪んだ顔を見たのが最後、俺はトラックにひかれそうになった、あの衝撃を、もう一度味わった。




＊　　＊　　＊




「今のは、いったい……？」

　聖女のマイが尋ねると、グルーエルはフンと鼻を鳴らした。

「転移水晶だ。〝悪魔の森〟へ転移させた」

「悪魔の森？」

「そうだ。生きて帰る者はいない、この世の果てだ。無能を捨てるにはちょうどいい。この美しい謁見の間をけがすのは、はばかられるゆえ、そうしたまでだ」

「そうですか……」

　そう返事して、聖女のマイは口もとを隠した。

「役立たずなら、いいんじゃね、それで」

　魔女のナナは鼻で笑った。

「ケンカでもスポーツでも、ザコはいないに限るよなあ」

　破壊神のカンジは、どうでもよさそうに自分のステータスを眺めている。

「さあみんな、手を取り合って魔王を倒そう」

　勇者のアキラは仲間たちに、特に聖女のマイに、輝くような笑顔を送った。追放されたソラのことなどは、もはや意識の片隅にも残っていなかった。










第二章　悪魔の森




　気がつくと、俺は緑色の苔こけの上に倒れ伏していた。顔を上げると、森の中だ。湿っぽく、冷たい空気。鳥の鳴き声があちこちからする。

　ハイキングなんかで行ったりする、あの明るい雰囲気は微塵もない。異様に薄暗く、葉が生い茂り、道なんかどこにもない。あちこちで、動物が立てているらしいガサガサという音が、俺を不安にさせた。

「ここが……悪魔の森……？」

　この状況から、いったいどうすればいいというのだろう。木の根でもかじって生き延びるのだろうか。勝手に召喚しておいて、勝手に追放だなんて、めちゃくちゃだ。なんで俺だけが、こんな目に遭わなければならないんだ――。

　突然の物音に、思わず身をすくめた。

　鳥がいっせいに羽ばたく音だ。

　何十羽も――まるでなにかを予感したかのように飛び去っていく。

　――ビュウウウ……ン

　大きな影が、上空をよぎった。

　なにかが、来る。

　俺は腐った巨大な倒木に、身を隠した。

　グルーエルの言葉が、脳裏にこだまする。

『魔物に食われて死ぬのが妥当だろう』

　冷や汗が流れる。

　――ドサッ

　なにかが地面に降り立った。

　そのなにかが引っかけたのだろう、枝が落ちてきて、腐った倒木を砕いた。俺の真横だ。倒木の断面から、大量のなにかの幼虫がボロボロとこぼれ落ちた。うわ、気持ち悪い。いや、それどころじゃない。それどころじゃ――なかった。

　俺は見上げた。

　巨大な――恐竜？

「嘘うそ……だろ……」

　今見ているものが信じられなかった。魔物だ。まるでゲームの世界だ。

　体たい躯くは三メートルほど。鋭い黄色い瞳が、俺を睨みつける――肌があわ立つ感覚が、背筋を上った。

　俺はそうっと倒木の陰から立ち上がり、後ずさりながら、ステータスを開いた。【錬金術】でなにかできるかもしれない。【錬金術】と表示されている一点を見つめると、詳細画面が開いた。

《鑑定》《構築》《合成》《分解》《金属変換》《抽出》エトセトラ、エトセトラ……できることは、それなりにある。

《鑑定》

　俺が念じると、恐竜の上に緑色の文字で〈ワイバーン〉と表示された。それが、こいつの名前らしい。ほかにも、体調、重量、健康状態など項目がずらりと並ぶ。それらのステータスの中、ある一行を見て、ざあっと血の気が引いた。




『レベル：８０』




　そうか、俺は追放されたんじゃない。

　殺されたんだ。

　ステータスのどこを見ても、勝てる要素はひとつもない。

　頑張れば倒せる、とかじゃない。

　殺される。




　――ズゥン、ズゥン、ズゥン




　レベル１の俺を睨みつけながら、近づいてくる。

「…………」

　俺はところどころ露出した根につまずきそうになったり、ぬるぬるする苔に足を取られそうになったりしながらも、できるだけゆっくりと後退した。

　――ドサドサッ

　再び鳥の羽ばたく音。

　俺は、そっとうしろを振り返る。

　――ワイバーンがもう二匹！

　囲まれた。

　逃げ場はない。

　落ち着け、なにかできること――なにかできること！

　ない、なにもない！

　ここで死ぬのか!?

　こんなところで――こんなところで！

　――バササッ

　ワイバーンが、羽を広げて威嚇する。

　囲まれているから、後ずさりもできない。

　絶体絶命――ワイバーンが跳躍した。

　俺に向かって。

　終わった。

　そう思った――その瞬間だった。

　――ゴキィ！

　目の前で、ワイバーンの背中が真っ二つに折れた。

　――ギキシャアアアアアアアア!!

　のけぞって悲鳴を上げるワイバーンに、さらに鋭く打ち込まれるのは――上空からの巨大なくちばしだった。

　赤く濡ぬれたくちばしが、ワイバーンをドスドスとついばんでいる。ワイバーンの悲鳴が上がる。

　見上げると、そこにいたのは鱗うろこに覆われた巨大な鶏の化け物だった。

　二階建ての家くらいはある。信じられない。思わず《鑑定》を使った。

　奴は〈コカトリス〉――うしろで大きな羽ばたきが聞こえた。二匹のワイバーンが飛び去ったらしい。残されたのは俺ひとりだ。

　ゆっくりと、ゆっくりとうしろに下がる。

　――パキッ

　足もとで、小枝の折れる感触がした。

　コカトリスがワイバーンを夢中でついばんでいる――そのくちばしが、止まった。

　丸い目が、ギロリと俺を見た。

　――しまった！

　俺は身を翻すと、一目散に逃げた。ズゥンズゥンとコカトリスの足音が追いかけてくる。

　倒木をまたぎ、岩を乗り越え――見上げると、巨木の太い根が絡み合っている場所がある。ツタも生い茂っていた。あそこなら身を隠せるかもしれない。

　背後の木が、次々となぎ倒される。俺は隠れられそうな場所へと急ぎ、身を隠す。相手を見る余裕もない。ホッと息をつこうとした、その瞬間――。

　――ブチッ、ブチブチブチ、メリメリメリメリ……

　思わず陰から顔を出した。コカトリスがツタをついばんで引きちぎっている！　どんどん俺を隠しているものが消えていく。コカトリスの顔が見え隠れする。

　――ドッ

　なにが起こったのか、わからなかった。俺は隠れていた根の陰から、遠い場所にいた。巨大な根は引きちぎられている。そして、俺を見下ろしているコカトリスのくちばし――その先には、小さく血がついていた。ワイバーンの血、いや、それだけじゃない――思わず懐を探る――ぬるりとして、熱い――熱い！

　腹を食い破られた!!

　視界がだんだん狭くなり、暗くなってくる。パニックのためか、出血のためかはわからない。俺は血まみれの自分の手と、コカトリスとを交互に見た。

　助からない。もう、助からない。

　再び眼前にコカトリスの巨大な顔が現れる。それがブレて見えて――。

　――ドッ

　衝撃と共に――俺は気を失った。




　………………。

　…………。

　……。




　気がつくと、俺は土の中にいた。かろうじて顔と右腕だけが外に出ている。

　左腕を動かそうとすると、激痛が走った。骨折しているらしい。

　目の前には、バラバラになったワイバーンの骨が転がっている。

「くっ……そ……」

　俺が生きているのは――おそらくは保存食。ヒグマの習性と同じように、土ど饅まん頭じゅうにされているのだ。食われるのは時間の問題だろう。

　動く右腕で、全身を確かめる。腹の辺りが、熱い。土がぐっちょりと濡れている。腹からの出血が止まらない。

　生きなければ、とにかく、生きなければ。こんなところで死ぬのは嫌だ。俺は死にたくない！

「誰か……いや……なにか……」

　俺は気を失いそうになりながらも、辺りを見渡した。

「あれ……は……」

　水色をした草が、淡く光っていた。反射的に《鑑定》と念じると、その上に緑色の文字が浮かんだ。

〈完治の薬草〉

　俺は土饅頭の中から這はい出て、完治の薬草が生えている場所まで体を引きずっていった。ズタズタになった腹を地面が傷つけるのがわかる。視界が暗くなっていく。間に合ってくれ、間に合ってくれ、間に合ってくれ――俺は再び気を失った。




　どれだけ時間が流れたのかはわからない。

「………………はっ！」

　目を覚ますと、俺は森の中で仰向けになって倒れていた。木々の隙間から覗のぞく太陽が、真上にある。おそるおそる腹を触ってみた。傷口は、なにもなかったかのようにぴったりと塞がっている。左腕も、動くようになっていた。

「本当に〝完治〟の薬草なんだな……」

　口の中には、清涼感と苦みが残っている。俺は〈完治の薬草〉を無我夢中で飲み込んだらしい。

　コカトリスが戻ってくる前に、必死でその場から逃げ出した。

　俺はこの世界の異常性に感じ入ると共に、これからの生活に大きな不安を抱いた。さっきは〈完治の薬草〉によって命を取り留めたが、こんな幸運はめったにないだろう。そして、今になって、孤独が心を蝕むしばみ始めた。どこかに、人はいるのだろうか。

「こんなところで、生きていくのか……」

　しかし、まさか全部投げ打って死ぬなんていう選択肢はない。どんな状況であれ、ともかく、生きねば。

　今、俺の最大の武器は、おそらく《鑑定》だ。周囲にあるものを片っ端から鑑定して――。

「そうだ、ＭＰ」

　俺は念のため、ステータスを開いた。やはりだ。ＭＰが５消費されている。《鑑定》はＭＰを消費するのだ。そして〈完治の薬草〉ではＭＰは回復できない。

「慎重に使わないと詰むな、これは」

　よほど役立ちそうなものを見つけない限り、《鑑定》は使わないことにした。代わりに目を使わなければ。〈完治の薬草〉は、淡く光る水色の草だった。役に立つ植物は、それなりに目立つものではあるらしい、という予測を立てる。

「とにかく、なにか見つけないとな」

　さっきのコカトリスみたいな怪物に出会わないよう、足音に気をつけながら、薄暗い森を歩いていた。時折、ガサガサと音が聞こえて、そのたびに恐ろしくなった。きっと凶暴な魔物は、コカトリスのような巨大なものに限らないに違いない。

「今やられたら、一巻の終わりだな……」

〈完治の薬草〉はもうないのだ。俺は慎重に森を進んだ。すると、急に強烈なにおいが鼻を突いた。目が痛くなるほどだ。

「くっさ！　なんだこりゃ」

　とんでもないにおいだ。俺はくさいのを我慢しながら、その源を探す。すると木のうろに、キノコが生えているのを見つけた。真っ赤なカサに、緑色の斑点。あきらかに「俺っち毒がありまっせ！」と主張している。しかし――。

「なにかに使えるかもしれないな」

《鑑定》

　緑色の文字が現れる。

〈猛もう毒どく茸だけ〉

「そういや、さっきから物音がしないな」

　おそらくだが――この猛毒茸の臭気のために、魔物が寄ってこないのかもしれない。ということは、これがあれば、ある程度安全が保障されるはずだ。

「いや、それだけじゃないぞ……」

　猛毒茸に魔物が近寄れないほどの毒があるとしたら、魔物を殺傷することもできるかもしれない。だとすると、うまくこれを食べさせることができれば、自分より強い相手を倒せる可能性も出てくる。もちろん使ってしまえば、においによる忌避効果を失うことになる。しかし、試してみる価値はあるだろう。

　猛毒茸は剣も槍やりも斧おのも魔法もない中で、やっと見つけた俺の武器だ。少し心もとないけれど、あらゆる可能性を探らなければ、俺は生き延びられない。

「洞窟だ……」

　入り口にツタの垂れ下がった洞窟を見つけた。俺は聞き耳を立て、洞窟に猛毒茸を放り込んだ。なんの音もしない。

「中は安全そうだな」

　俺は洞窟に入ってようやく、ちょっとした安心感を味わった。とにかく入り口にさえ注意していれば、命の危険はなさそうだ。俺は投げ込んだ猛毒茸を拾うと、洞窟の入り口に設置した。

　これで、ひと安心。

「とはいえ、いつまでもこうしてるわけにもいかないな……」

　そこで俺は、さっきの思いつきを試してみることにした。

　猛毒茸を魔物に食べさせる――悪いアイディアじゃないはずだ。

「しかしこのにおいじゃ、魔物も食べないよな」

　俺はステータスを開いて、【錬金術】の詳細を表示する。なにか使えるものはないか探してみた。《鑑定》《構築》《分解》……そうだ、におい成分を分解すればいい。できるかもしれない。

「こいつでどうだ……」

　使ってみると猛毒茸の臭気が消えた。魔物の忌避効果が失われたことに少し不安を感じたが、目的はこれを魔物に食わせることだ。

「ほかに使えるものは……と」

　俺は再びステータスを探る。

「見た目をつくり替えるってのは、アリだな」

《構築》を発動させて、猛毒茸に念を込めた。すると、禍まが々まがしい姿だった猛毒茸は、エリンギのようなおいしそうな色と形に姿を変えた。

「これがハズレスキルか……便利なのにな」

　俺はエリンギの形をした猛毒茸を、洞窟の外の目立つところに置いた。そして身を伏せてじっと獲物が来るのを待つ。

「……来た！」

　緑色の肌を持った魔物で、手には凶悪な斧を携えている。俺は即座に《鑑定》を使った。

〈ゴブリンジェネラル〉

　ただのゴブリンじゃないらしい。今もし洞窟から出ていったら、俺は一瞬で頭をカチ割られることだろう。

「……………………」

　ゴブリンジェネラルは、さっそく猛毒茸を見つけたらしい。

「…………グルゥ」

　そうして、それをぽいっと灰色の口の中に放り込んだ。

「ぐぶっグルルルルゥ」

　するとゴブリンジェネラルは、苦しそうな声を上げながらびくんびくんと痙けい攣れんし始めた。狙い通り、毒が効いてる！

「グベェッ、ゴハッ」

　オレンジ色の血液を口から辺りにまき散らしながら、ゴブリンジェネラルは膝をついて倒れた。

「やった……！」

　その瞬間、血管を電流が駆け抜けるような、猛烈な力が湧いてきた。

「なんだ……これ……？」

　ステータスを開いてみる。
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「めちゃくちゃレベルが上がってる!?」

　やはり読みがあたっていた。どんな手であれ、モンスターを倒せばレベルが上がるらしい。しかもいきなりレベル１からレベル９５――よほどの強敵だったのか？

「……なんか力が漲みなぎってきた気がする！」

　俺は洞窟に落ちていた石を拾い上げた。ぎゅっと力を込めてみる。

　――バゴッ

　石は、俺の握力で粉々に砕け散った。

「おおっ！」

　悪魔の森に跋ばっ扈こする魔物に比べれば、なんてことはない力だろう。それでも少しだけ、ほんの少しだけだけれど――俺はこの森で生きてくことに希望を見出していた。

「こんなところで死んでたまるか……絶対に生き延びて、この森から抜け出してやる！」

　そうだ、今猛毒茸で魔物を倒したように、知恵を絞ればここでも生き抜くことはできる。そしてどんどんレベルを上げていけば、いつかここから抜け出せるだけの力が手に入るに違いない。

「ん……？」

　ふとゴブリンジェネラルの死骸に目をやると、近くに奇妙な石が転がっていた。石はゴブリンジェネラルの口から出たものらしく、オレンジ色の血にまみれていた。

「なんだろう」

　となれば、やることは決まっている。

《鑑定》

〈ゴブリンジェネラルの魔石〉と表示された。俺は血まみれの魔石をゴブリンジェネラルの衣服で拭い、拾い上げた。

　魔石は青く透きとおっている。ただのゴミということはなさそうだ。俺は魔石をポケットに入れた。なにかの役に立つかもしれない。俺は出っ張った岩に座り込んで、ほうと息をついた。猛毒茸を使ったあのやり方で、力をつけていくことはできるのかもしれない。

　しかし、必要なのは力をつけることだけじゃない。当然のことだけれど、生きていくためには水と食料がいる。このまま洞窟に隠れていても、死を待つだけだ。俺はしばらく岩に座ったまま、黒い地面を見つめていた。

「……勇気を出さないと、だな」

　俺は思いきって立ち上がり、洞窟を出て、探索を始めることにした。

　相変わらず森はざわめきに満ちている。どこから魔物が出てきてもおかしくない雰囲気だ。

　こんな状況だが、不思議と体が軽い。レベルアップの影響だろうか。

「でも今のレベルじゃ、ここにいる魔物には勝てる気がしないけどな……」

　水と食料の次に、欲しいのはレベルだ。この森で生きていくためには、どうしたって強くなければいけない。今は慎重に、隠れながら進むことだ。

　森を歩いていると、猛毒茸がけっこう見つかった。俺は《分解》でこいつらのにおいを消し、《構築》でおいしそうなキノコに形状を変化させる。そうして加工した猛毒茸を、あちこちにまいておいた。これを食べた魔物が死ねば、俺のレベルが上がるという寸法だ。

　そうして罠わなをしかけつつ探索を続ける。曲がりくねった植物をかき分けて、地面に飛び立した太い根をまたぐ。歩きづらい森だが、いくら進んでも息が切れなかった。

「お……ついに……！」

　苔むした岩と岩の隙間から、ちょろちょろと水が流れている！　湧き水だ！

　疲れてはいなかったが、喉はカラカラだった。

　俺は手を伸ばして水をすくおうとしたが、ふと手を止めた。

「危ない危ない」

　森の湧き水には、たとえばカンピロバクターといった危険な細菌が含まれていることがあるらしい。猛毒茸のこともあるし、この森にはどんな毒があるか知れたものじゃない。

《鑑定》

〈湧き水〉

　それはわかってる。俺は重ねて《鑑定》を使った。

〈状態：きれいな水〉

「やった……！」

　緑色に光る文字を確認すると、俺は両手で水をすくって喉に流し込んだ。

「うまい……」

　ただの水が、世界一うまいと思った。痛いほど渇いていた喉が、きれいな水で潤っていく。目が覚めるようだ。

「この場所は覚えておかないとな」

　近くに切り立った茶色い岩があったので、これが目印になりそうだ。

「次は食料……か」

　そう、水を得えただけで満足してはいけない。腹が減れば動けなくなる。動けなくなれば死ぬ。タイムリミットは決まっているのだ。

　俺は、探索を再開した。ツタをくぐり、草木に分け入り、岩を乗り越え――。

「お」

　腐葉土の上に、きれいな石が落ちていた。ゴブリンジェネラルを倒したときに手に入れた魔石ととてもよく似ている。

《鑑定》

〈オークキングの魔石〉

　魔石は魔物ごとに区別されているということか。だとすると、その性質もそれぞれ違っているんじゃないだろうか。

　俺はその場でステータスを開き、しばし考えた。

「《抽出》を使うと、どうなるんだろう」

　魔物の名前が消えて、ただの魔石になるのかな？

「いや、そもそも魔石の用途がわからない以上、今考えることじゃないな」

　俺は一応オークキングの魔石をポケットに入れて、探索を続けた。

　しばらく歩くと、少し森がひらけてきて、日射ざしが入るようになってきた。

　そこで、とうとう食料らしきものを見つけた。俺の背丈くらいの高さの木に、卵ほどの実がいくつもなっている。もいで日に透かしてみると、虹色に光ってきれいだった。思わずかぶりつきたくなるけれど、さすがにそんなことはしない。

《鑑定》

〈レインボーフルーツ〉

　フルーツというくらいだから、食べても平気だろう。俺はおそるおそる、虹色の実をかじった。

「………………！」

　ほんのひとかけなのに、サクランボに似た酸味が口いっぱいに広がった。思わず唾が出てくる。咀そ嚼しゃくすると、よく熟れた巨峰のような甘みが舌を喜ばせる。飲み込むと、炭酸のようなシュワッとした感覚があって、鼻に抜ける香りは桃に似てとろけるようだ。

「うっま！」

　かじったレインボーフルーツを嗅いでみると、少しナッツっぽさも混じっている。いろんな果実を、ぎゅっと詰め込んだような、素晴らしい果実だった。

「はー、腹いっぱいになった……」

　当分は、水と食料に困ることはないだろう。俺はレインボーフルーツをポケットに入るだけ入れて、洞窟へと戻った。

　今になって気づいたけれど、洞窟は空気が濁っていてひどくくさい。俺はレインボーフルーツの香りを嗅いで、鼻をごまかす。

「まあ、じきに慣れるだろ」

　俺は硬い岩場で横になって、先ほど拾ったオークキングの魔石を手のひらで転がした。

「そうだ、あれを試してみるか」

　魔石を拾ったときに考えたことを、俺は実行した。

《抽出》

「これでどんな変化が起きるのか……ん？」




『オークキングの魔石を《抽出》しました』

『オークキングのスキル【豪力】を取得しました』

【豪力】：一時的に攻撃力を三倍にする




　いちどきに飛び出したメッセージ、そしてその内容！

「すげえ……攻撃力三倍って……！」

　格闘家を相手にしても、素手で倒せそうなイメージ。魔石ってのは、これほどすごいのか！

「となれば、これは……」

　当然、次に手を伸ばしたのはゴブリンジェネラルの魔石だ。

《抽出》




『ゴブリンジェネラルの魔石を《抽出》しました』

『ゴブリンジェネラルのスキル【阿あ修しゅ羅ら】を取得しました』

【阿修羅】：瞬時に無数の斬撃を与える




　ゴブリンジェネラル、あんなに呆あっ気けなく死んでんのにめちゃくちゃ強そうなスキル持ってるな。魔石から得えたふたつのスキルを、もう身につけたわけだ。とてつもない能力を一瞬で。俺は急速に強くなっている。

「この世界……すげえな……」

　こんな状況だけれど、さすがにテンションが上がる。力を得えれば、当然考えるのは戦うことだ。

「【阿修羅】を利用するってなると剣が必要かぁ」

　それこそ、錬金術の出番じゃないだろうか。剣を造る、できないことじゃないはずだ。

「となれば、材料が必要だな。しかし、材料か……」

　森の中で金属を見つけるのは、さすがに難しいだろう。となると、可能性があるのはこの洞窟ということになる。しかしよっぽどの運に恵まれないと、鉱石を見つけるなんてことは――。

「ある！　普通にある！　思いっきりなんか光ってる！」

　洞窟の奥で、それは輝いていた。なんで気がつかなかったんだろう。

《鑑定》

〈ミスリルの鉱石〉

　画面の下に、ミスリルの性質が表示される。鉄を大きく超える硬度と柔軟性。

「おお……マジか……！」

【錬金術】というスキルを持った俺にとって、これほどの幸運はない。重要なのは材料だ。材料さえ揃えばなんでもできるのが【錬金術】――この認識は、たぶん間違っていないだろう。

「よし、じゃあ早速やってくか！」

　日本刀製作の動画を何本か見たことがあって、だいたいのステップは覚えている。もちろん、鍛冶場にぶち込まれて「さあ刀を打て」なんて言われてできるわけはないんだけれど、俺には錬金術がある。

《融解》

　天井から突き出ていた結晶が、どろりと溶け落ちた。剣を造るには十分な量がありそうだ。

《酸化》

　ジュウッという音がして、溶けたミスリルが白く濁った。ミスリルは輝きを失ったが、それは不純物が酸化して分離し、表面に浮き上がってきためだ。

《精錬》

　白濁物が消え去った。不純物を取り除いたことで、ミスリルはさっき以上に美しく輝く。

《鍛造》

　ミスリルが宙に浮き、赤く輝き始める。熱気が伝わってきて、思わず俺はうしろに下がった。ミスリルは光を放ちながら、長く引き延ばされて、折りたたまれ、見えないハンマーで叩かれる。これを何度も繰り返すことで、強度が高まっていく。

　やがてゴトンッと地上に落ちた銀色の塊が、薄く煙を上げる。ミスリルのインゴットの完成だ。

「さて、ここからだぞ……」

　俺はミスリルのインゴットに、全神経を集中させた。剣の形を詳細に頭に思い浮かべ、スキルを発動させる。

《構築》

　刃渡りが短すぎると、それだけ敵の攻撃圏内に深く入らないといけない。長すぎると、狭い場所で難儀することになる。打うち刀がたなの刃渡りは六〇センチ程度だったというから、それを参考にする。自分の刃でダメージを受けたくはないので、片刃でいこう。考えたくはないけれど、剣を持った人間を相手にすることも念頭に置こう。鍔つばは相手の刃から指を守れるよう、しっかりしたものを造るべきだ。柄はすべり止めを巻くことを考えた太さに。
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　ミスリルのインゴットが、どんどん俺の思う形へと変化していく。

「ふうっ……」

　空中で、剣が鞘さやに収められた。俺はそれを握りしめる。これが俺の武器だ。ここで生きていくための。そして、いつか必ず脱出するための。力が漲ってくる。

「いや……これは……」

　剣ができた高揚感のためだけではない、身に覚えのある感覚だ。思わずステータスを開く。
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　やはりレベルが上がっていた。スキルを使うことでも、レベルは上がるらしい。

「精神力と、器用さ、あと運の伸びがいいな」

　もしかすると、レベルの上昇値は行動によって変化するのかもしれない。

　精神力は、この過酷な環境から。

　器用さは、錬金術。

　運が伸びてるのは、実際に運に助けられているから、とか。

「おもしろくなってきたぞ！」

　いつ死ぬかわからない状況。生活は死と隣り合わせ。それでもおもしろい、なんて思える自分の図太さに、我ながら感心してしまう。

　俺はレインボーフルーツをひとつ食べて、眠ることにした。剣の鞘を枕にして。いい意味でも悪い意味でも、夢みたいなこの世界で、初めての睡眠だった。




　――翌日。

　俺は自分の身体能力を把握するために、洞窟の外を少し走り回ってみることにした。結果は、予想以上だった。

「俺……すげえ……！」

　耳もとでびゅんびゅんと風が唸うなる。今日本に戻ったら、金メダルなんて目じゃないというスピードだ。それも、こんなに足場が悪いところで。

　俺は足を止めると、ベルトに挟んだ鞘から剣を引き抜いた。ツタを切って、柄に巻く。するとかなり握りやすくなった。そして一本の太い木の前に立つ。

【阿修羅】

　そう念じた瞬間、俺は足を踏み込む。そして自分でも信じられないほどの速度で、木をバラバラに切り裂いた。木片が降り注ぐ中、俺は興奮で震えていた。

「これなら……これなら魔物とも、戦える！」

　ずっと怯おびえていた魔物との、戦闘。昨日ここに飛ばされてきたときには、考えもしなかったことだ。しかし、今俺に漲っている力を存分に振るえば、あのコカトリスだって倒せるはずだ。

　そのとき。

　――ズゥン

　森が揺れ、空気がビリビリと震えた。俺はこの足音を知っている。俺が必死に逃げ回り、追いつめられ、腹を割かれて殺されかけた、あいつの足音だ。俺はその方向へ駆け出した。

「俺はここだぞおおおおおおッ!!」

　コカトリスが目をギョロつかせて、俺を見下ろした。

　俺は剣を構える。

「リベンジマッチといこうじゃねえか……！」

　コカトリスは大砲のような速度で、くちばしを俺に突き下ろした。地面が爆発し、土塊が周囲に飛び散った。もちろんそこに俺はいない。上空に飛び上がった俺は巨木を蹴り、コカトリスの首もとに肉薄する。瞬間、念じた。

【阿修羅】ッ！

　――ガガガガガガガガガガキィンッ！

　火花が散り、巨大なうろこが手裏剣のように宙を飛び、木に突き刺さった。

　――ギェエエエエエエエエエ！

　コカトリスの雄たけびが森に響き渡る。無数の切り傷から緑色の血が噴き出した。しかしコカトリスが戦意を失っている様子はない。再びくちばしを打ち込んでくる。次の瞬間、俺の背後の巨木が爆砕する――しかし俺は巨木よりも、ずっと前方に踏み込んでいた。

　俺はコカトリスの懐に潜り込み、直角に跳ね上がる。

【豪力】ッ！

　衝撃に地面が沈み込み、景色が吹き飛ぶほどのスピードでコカトリスの下腹から喉までを斬り上げた。

　たしかな手応え。

　噴出する緑色の血に視界が塞がれないよう、俺は剣を引き抜きざま、コカトリスの喉を蹴って距離を取る。

　――ギョボボボボ……ギョボボボボボボ……！

　声帯を傷つけたらしい。その叫び声にかつての力強さはなかった。

　奴の攻撃はくちばしによるものだ。首の動きにさえ注意しておけば、十分に対応できる。

　血をまき散らして苦しむコカトリスの周囲を走りながら、俺は何度も【阿修羅】を叩き込んだ。

　少しずつ、だが確実に体力を削っている。

「大技を、試してみるか……」

　俺は、剣を担ぐように構え、右足を大きく引いた。

　念じるのは、ふたつ。

【阿修羅】【豪力】ッッ!!

　ふたつのスキルの重ねがけ！　ぐっと大地を蹴ったその瞬間、ぐらりと体がかしいだ。

「あ……れ……？」

　その瞬間、警告のように赤いステータスが開いた。

　――ＭＰ、ゼロ。

　しまった――！

　俺は目に見える戦いだけに集中してしまっていた。戦いとはリソースを削り合うことだ。体力、精神力――しかしこの世界にはＭＰがある。戦いの高揚感に溺れていた俺は、それを完全に失念していた。

　不発に終わった俺の攻撃。その隙を見逃す相手ではない。俺はくちばしの攻撃を覚悟した。ここまでレベルを上げたのだ、一撃ぐらい食らっても、動けないということはないだろう。

　しかし、もっと恐ろしいことが起こった。

　自動的に画面が開く。




【暴風】




　俺のスキルではない。ということは――。

「奴のスキル!?」

　コカトリスが巨大な翼を大きく振ると、血しぶきが礫つぶてのように舞った。それと共に、真空の刃が発生して周囲を切り裂く。木も、ツタも、岩も。

「………………ッ!!」

　もちろん、狙われた俺が無事であるはずがない。

　三発の刃を浴びた俺は、吹き飛ばされて、奇妙な形に切断された岩に背中から激突した。

「かはぁッ！」

　肺が圧迫され、呼吸ができない。体を動かそうとすると、全身が熱くなった。アドレナリンの麻酔作用が働いているらしい。

　大きな傷は、太もも、腹、右肩――刃が動脈に達していないことを祈るしかない。

　俺はステータスでＨＰを確認した。やはりごっそりと持っていかれている。

「耐えられるのはあと一撃ってところか……」

　しかし【暴風】を使われたら終わりだ。

　――ズゥン、ズゥン

　コカトリスの足音が近づいてくる。あのときと一緒だ。いや、少しだけ、ほんの少しだけ、違う。血まみれのコカトリスが、大きく首をのけぞらせた。くるのはくちばしだ。

　――ズドォン！

　くちばしは俺の腹の傷口に突き刺さった。腹から噴き出した鮮血が、奴の緑色の血と混じる。森に来たばかりのときに受けたものと、同じ一撃。けれども、今は――。

「一撃なら……耐えられるんだよッ……！」

　俺は左手に握った剣で、コカトリスの右目を横から串刺しにした。左目から切っ先が飛び出す。確実に脳を刺し貫いた。

　――ギョルエエエエエッ！

　コカトリスはその巨体を震わせながら、大地を震わせて倒れた。

「ふうっ、ふうっ、ふうっ……」

　俺は、ゆっくり、ゆっくりと立ち上がった。このまま倒れていたら、ほかの魔物の餌になってしまう。ステータスでＨＰを再確認すると、ネズミも相手にできないような数字が残されていた。

「……本当に……あと一撃だったんだな」

　俺はコカトリスの血にまみれながら、痙攣する巨大な首へと歩み、眼がん窩かから剣を引き抜いた。

　――ゴキュケッ……

　コカトリスの体は大きく跳ねて森を揺らし、そのまま動かなくなった。くちばしから魔石が吐き出され、俺はそれを拾い上げた。

「帰らなきゃ……」

　なんとか鞘に収めた剣を杖にして、何度も転びながら、俺はかろうじて洞窟へとたどり着いた。洞窟の中で身を横たえると、急に寒気がして、体が震えた。失血とアドレナリンのせいだ。それでも生きている。運が、よかったのだ。




　それから、三日は動けなかった。

　取っておいたレインボーフルーツで飢えをしのぎながら、俺はゆっくりと回復を待った。

「……馬鹿だった」

　俺はひとりつぶやいた。本当に馬鹿だった。相手のことも、よく知らずに戦いを挑んだ。自分が強くなったという快感に、足をすくわれた。この世界はそんなに、簡単じゃない。

「次はもっと慎重に、もっと確実に……だ……」

　俺はレインボーフルーツをかじりながら、この反省を心に刻み込んだ。




＊　　＊　　＊




「残った四天王は我輩ひとりである、しかしほかの三人と一緒にしてもらっては困る」

　四天王がひとり、バルケンシュタットの凶悪な笑い声が響く。勇者たちは、息をのんだ。

「我輩は魔王様に次ぐ実力者、つまりは……Ｂランクだ」

「なん……だと……」

　勇者のアキラは、頬に汗を垂らした。

「他の四天王はみんなＣランク……それでもやっと勝てたってのに……！」

　魔女のナナは、杖を持つ手を震わせる。

「落ち着いて……ください……！」

　聖女のマイが、彼女に寄り添った。

「クソ……あの錬金術師でも……いれば盾ぐらいにはなったのにな……」

　破壊神のカンジが、引きつった笑いを浮かべる。アキラは、檄げきを飛ばした。

「僕たちは、やるしかない！　だろう!?　明るい未来のために！　人々の平和な暮らしのために！　そしてもういなくなった……誰だったか……忘れたけど、なんだ、その、錬金術師とか、そういう奴のためにも！」

「Ｂランクの我輩に挑むというのか、おもしろい。勇者ども、その血を魔王様に捧げるのだ！」

　ソラがＳランクのコカトリスを倒したのは、ちょうどその頃だった。










第三章　ミラクルスライム




　鬱うっ蒼そうと茂る森。恐ろしい魔物がのし歩き、猛毒の植物がはびこる。唯一の安息の場は、水の滴る暗い洞窟――悪魔の森はそんな場所だ。

　しかし今では、そこそこ快適な生活が送れるようになってきた。

　俺はベルトにミスリルの剣を差し、脇に弓を挟んだ。弓は丈夫な木を《分解》し、繊維を《構築》して作った丈夫なものだ。矢の先端にはミスリルを使っているから、撃てば必ず回収することにしている。

　俺は背中に大きなカゴを背負って洞窟を出た。森のざわめきから感じ取れる情報量も増えてきて、どれが食料になり、どれが役に立たず、どれが敵になるのかを察知できるようになってきている。毎日ＭＰを使い果たすまで《鑑定》を使い続けた結果だ。

　遠くに、少し大きな足音。

　俺は土に含まれるガラスと木から《構築》した、双眼鏡を覗き込んだ。

　淡い赤色の体躯、あのノッシノッシとした歩き方――モモイノシシだ。

　しめた。

　モモイノシシは食材として優秀だし、毛皮も寝具や敷物として活用できる。俺は矢の射程距離まで、足音を立てないように気をつけながら、ゆっくりとモモイノシシの後を追った。

　十分な距離まで近づくと、カゴの横に備えた矢筒から矢を取り、弓につがえて引き絞る。

　レベルの上がった現在、俺の膂りょ力りょくは常人を大きく超えている。この弓の弦も、ここに来たばかりの俺には、たわませることさえできなかっただろう。矢の先端のミスリルには、猛毒茸を《融解》させて液化したものを塗ってある。少しでもかすれば、獲物を倒すことが可能だ。食べるときには《分解》を使って、無毒化させればいい。つくづく錬金術というのは便利なものだと思う。

　俺はモモイノシシに向かって、矢を放った。ピュウッと風を切る音と共に、矢が木々の間をすり抜けていく。矢尻が、ちょうど倒木をまたごうとしていた、モモイノシシの脇腹に命中した。

　――プギュルッ！

　体を硬直させて、モモイノシシが転倒する。猛毒茸の即効性はさすがだ。俺は矢を抜いて、モモイノシシに《分解》を使い、無毒化させる。さすがにカゴには入らないので、俺は巨大なモモイノシシを肩に担いだ。目方三〇〇キロくらいはありそうだけれど、今の俺にとっては軽いものだ。

　洞窟に帰ると、正体のわかっているモモイノシシに、あえて《鑑定》を使う。食べることができる肉に対して《鑑定》を使うと、部位をどのようにして切り分ければいいかのラインが、緑色の光線で表示されるのだ。

　俺はその光線に従って、ミスリルで造ったナイフで巨大な肉を捌さばいていく。バラ、ロース、カタ――そんなものまで表示される。つくづく錬金術は便利だ。

　毛皮をなめすにも、特別な技術はいらない。《融解》で油脂を洗い落とし《融合》で革の分子をいじれば、もう自由に使える。俺はこれで敷物を作った。石床に直接横になるより、ずっと快適になった。

　こんなふうに魔物を狩ることも覚えたので、食料をレインボーフルーツだけに頼る必要もなくなっている。俺は干し肉をかじり、植物の茎から水をすすっていた。タンパク質も水分も摂れている。

　しかし。この悪魔の森が危険極まる場所であることに変わりはない。レベルも上がり、Ｓランクのコカトリスくらいなら倒せるようになった。魔物に対して《鑑定》を重ねがけすると、そのランクがわかる。問題はＳＳランクの魔物だ。あんな連中を相手にできるほど、俺はまだ強くない。

　ＳＳランクの魔物がそこら中に闊かっ歩ぽしているのが、この悪魔の森だ。探索範囲を大きく広げることは、いまだ難しい。ある程度快適とはいえ、俺は悪魔の森の小さな一角でかろうじて生きているに過ぎない。

　知らない魔物の鳴き声が、洞窟の奥まで響いてくる夜。食事と睡眠が安全に取れるようになれば、次は人間らしい感情が顔を出してくる。

　――孤独だ。

　こればかりは、どうしようもなかった。なにせ、ここにいる生き物は、すべて食料か敵のどちらかなのだ。俺はひとりで戦い、ひとりで食べ、ひとりで眠る。

「………………」

　言葉を交わせる相手もいない。

「孤独だ……」

　こうして声に出してみると、心がもっと重くなる。けれども、独り言すら吐かなくなれば、言葉を忘れてしまいそうだった。みぞおちが凍りついたような感覚が続いている。それがじくじくと痛む。黒く濡れた洞窟の壁が、あまりにも冷たく見える――この洞窟で得えられる安あん堵どと引き換えに、この苦しみは必ずやってくるのだ。

　俺はなぜか、クレーンゲームで取ったぬいぐるみのことを思い浮かべていた。あの柔らかさを思い出す。現実はといえば、毛皮を一枚挟んでいるとはいえ、この冷たい岩床に横たわっているのだ。

　俺はいつの間にか眠りに落ちていた。




　翌日。

　食料が残り少なくなってきたので、俺は狩りのために洞窟の外へ出た。

　ガサガサいう魔物たちのうごめきも、今では俺に獲物の場所を教えてくれるサインになっている。

　しかしレベルが上がった今でも、油断は禁物だ。俺は木の陰や茂みに身を潜めながら、慎重に探索を開始した。

「……ん？」

　魔物たちの激しい足音。複数のものだ。俺は向こうに気づかれないように、足音のする方へ向かった。

　木々の間を飛び交う、二メートルほどの狼おおかみのような魔物たち。

《鑑定》を使うと、〈ウルフ〉と表示された。獲物を囲い込んで狩りをする動物らしい。一体一体は、悪魔の森の魔物としては弱い部類に入る。しかし問題はその数だ。ぱっと見る限り、十五匹ほど。奴らの中央で攻撃を受けているのは、ぷるんとした質感の水色の丸い物体だった。ウルフ一体の四分の一の大きさもない。ウルフの爪を食らうたびに、大きな目をつむって耐えている。時折、ぴょんぴょん跳ねて逃げようとするのだが、敏びん捷しょうなウルフの連携からは抜け出せない。

「あいつ……」

《鑑定》――〈ミラクルスライム〉。ステータスを見るまでもなく、脆ぜい弱じゃくな魔物であることがわかる。ミラクルスライムは、完全に、一方的になぶられ続けていた。

　物陰に隠れている俺と、ミラクルスライムの目が合う。ミラクルスライムは当然言葉を発しない。しかし、あの大きな瞳が訴えようとしていることは、胸が痛いほど伝わってくる。

（たすけて）

　ウルフの爪は、次々と襲いかかる。ゲル状の体が、どんどん傷ついていく。

「見てられない……！」

　あろうことか、魔物に情を移してしまった。俺はミスリルの剣を抜くと、木の幹を蹴って大きく跳躍、今まさにミラクルスライムに牙をむこうとしていたウルフの胴を切り裂いた。

　――ガルルルゥ！

　ウルフたちは、すぐさま攻撃目標をミラクルスライムから俺へと切り替えた。正面から襲いかかってきたウルフの頭ず蓋がい骨こつを、ミスリルの剣で叩き割る。

「助太刀だッ!!」

　俺は身を翻し、その回転を利用して次のウルフの首を切断する。血の糸を引きながら跳んでいく首を見送ることもなく、左から来たウルフのあぎとを刺し貫いた――その瞬間。

「ぐッ……！」

　死角から来た爪の一撃を、俺はかわすことができなかった。肩に深々と切り傷を負う。剣で応戦しようとしたが、その個体はいつの間にか消えていて、背後に気配。

「こいつらッ！」

　俺は振り向きざまに剣を振るおうとしたが、背中に鋭い痛みが走る。

「連携してやがる！」

　最初の四匹を屠ほふったミスリルの剣が、敵を捉えられなくなってきた。四方八方から襲いかかるウルフの爪によって、少しずつ、少しずつ、ＨＰが削られる。

　敵の数が、一番の問題だ。

　今となっては、奴らの包囲網から抜け出すことはできない。

「こいつは……ぐッ……少しマズいな……」

　あちこちから吠ほえる声が聞こえて、めまいがしそうだ。しかし俺は気づいた。ウルフの群れの中で、ひときわ高い声で吠える奴がいる。おそらくは一匹。つまり――。

「リーダーがいるッ！」

　俺は生い茂る木々を盾にして、縦横無尽に森を飛び回った。そして視界に入るウルフに、片っ端から《鑑定》をかけていく。

〈ウルフ〉〈ウルフ〉〈ウルフ〉……。

「いた!!」

〈ウルフコマンダー〉

　よく見ると、ほかのウルフよりひと回り大きい。周りの連中はＡランクだが、ウルフコマンダーはＳランク――コカトリスと同レベルの強敵だ。

　――ワオオオオオオォォォォォォン！

【共鳴】

　ウルフコマンダーがスキルを発動させた。ウルフたちが淡く輝く。速度を増したウルフたちは、より統制の取れた動きで、再びミラクルスライムの周囲を取り囲んだ。やはり個体の強さ以上に、やっかいなのはその連携だ。

「クソッ！」

　俺は地を蹴って、ミラクルスライムを抱え上げた。すぐ背後で、ウルフの爪が虚空を裂く。

　落ち着け、戦い方はあるはずだ。

　しかしミラクルスライムを守りながら、剣技だけで対応するには限界がある。ならば――。

「環境を利用するほかないな……」

　周囲の木々には太いツタが絡みついている。俺は《分解》でツタを繊維へと変え、《構築》でより合わせ、即座に罠を組み上げた。森を駆け抜けながら、次々と罠を仕掛ける。

　――キャウウン！

　早速罠にかかった奴がいるらしい。振り返ると、一匹のウルフが宙づりになっていた。

「よし！」

　俺はミラクルスライムを抱えたまま、渦を描くように森を走りながら、罠を仕掛け続ける。ウルフたちの悲鳴が響き渡る。その一匹一匹の鳴き声を、慎重に数えていく。あと四匹、三匹、二匹――まさに入れ食いだ。あれほどいたウルフが、今ではすべてが罠で宙づりになった。そして。

「どうやら、お前が最後らしいな」

　やはり、残ったのはウルフコマンダーだった。ウルフコマンダーは悔しげに低く唸ったが、戦意を失った様子はない。

「ちょいと、じっとしててくれよ」

　俺はそっとミラクルスライムを、落ち葉の中に降ろした。

「一騎打ちといこうじゃねえか……」

　――グルルルルルルルゥ……ガァッ!!

　たった一匹でも、俺を仕留める自信があるらしい。ウルフコマンダーは真正面からこちらに飛び込んできた。かなりのスピードだ。しかし――勝負は一瞬。

「【阿修羅】ッ！」

　無数の斬撃が、ウルフコマンダーの肉をズタズタに切り裂いた。もとの形を失うほどの攻撃を受けたウルフコマンダーは、岩に叩きつけられて絶命した。それと同時に、魔石が吐き出される。

　俺は魔石を拾うと、罠につながっている一本の太い縄を剣で断ち切った。

　――ギャウ！

　罠から解放されたウルフたちが、ドサドサと地面に落ちてくる。ウルフどもは、当然ながらすっかり戦意を失っていた。俺はミスリルの剣を振るって、目の前の太い枝を音高く切断する。次はない――というメッセージだ。

　――キャウウン……

　ウルフたちは尻尾を巻いて、森の奥へと去っていった。

「よし……もう大丈夫だぞ」

　俺は魔石を拾いながら、ミラクルスライムに声をかけた。

「………………」

　かなり攻撃されていたようだが、致命傷を受けた様子はない。俺は携帯していた〈完治の薬草〉をミラクルスライムに与えた。ぷるぷるの体についた傷が塞がった。

「危ない場所には近づくなよ……って、人のこと言えた義理じゃないか。さてと」

　俺は早速、魔石を掲げた。

《抽出》




『ウルフコマンダーの魔石を《抽出》しました』

『ウルフコマンダーのスキル【共鳴】を取得しました』

【共鳴】：仲間を強化し、その力を自身と同調させる




「イジメっ子のくせに、カッコいいスキル持ってたんだな」

　とんだ寄り道になってしまったが、俺は食料収集を再開した。水を汲くみ、レインボーフルーツをもいでいると、うしろに気配がする。

「お前、ついてきてたのか」

　ミラクルスライムが、ぽよんぽよんと跳ねていた。俺はなんとなく、ミラクルスライムのステータスを確認してみた。




名前：

年齢：１

性別：なし

称号：野生のミラクルスライム

レベル：１

【ＨＰ】２５

【ＭＰ】３０

【攻撃力】５

【防御力】５

【持久力】５

【精神力】５

【素早さ】３０

【器用さ】５

【運】５

スキル：【食いしんぼう】




「お前……」

　ミラクルなんてついているわりに、ステータスはというと、この森に追放されたばかりの俺と大差ない。素早さが少し高いぐらいか。

「いや、この恐ろしい森で生きてきた魔物なんだ……この【食いしんぼう】ってスキル……馬鹿にできないやつかもしれない！」

　俺はスキルの詳細を開いた。




【食いしんぼう】：なんでも食べる




「え……よわ……なに……？」

　ミラクルスライムを見下ろした。

「みゅ？」

「そんなに弱いのに、ひとりでウロウロしてたのか……」

　俺と同じだ。森の片隅に放り出されて、魔物に襲われて、逃げ回って、傷ついて――。

「………………」

　思わず、俺はミラクルスライムに話しかけた。

「……来るか？」

「みゅ！」

　ミラクルスライムは、ぽいんっと跳ねて俺の胸に飛び込んできた。

「ちょっと、足場危ないんだから……」

　俺が抱え上げると、ミラクルスライムはうれしそうに体を揺すった。

「ほら、降ろすぞ」

　それから食料を集めている間、ミラクルスライムはずっと俺について回ってきた。そしてとうとう、洞窟にまでついてきた。

「……まあ、来ちゃったものは仕方がないか」

「みゅ！」

　ぽいんと跳ねて、ミラクルスライムが鳴く。俺はこのミラクルスライムをミュウと呼ぶことにした。

　毛皮の敷物に腰を下ろして、カゴの中の食料を広げる。レインボーフルーツ、モモイノシシの肉、サザンの実――ミュウは、そのひとつひとつに駆け寄って、ぷるぷると震えながら興味を示していた。

「一緒に食うか」

　俺は固いサザンの実を石でカチ割って、柔らかい中身をミュウに差し出した。

「！」

　ミュウは、俺の指をゲル状の体で包み込むようにして、サザンの実を食べた。指先がちょっとくすぐったい。俺もサザンの実を口に放り込んだ。レインボーフルーツは長持ちするし、モモイノシシは干し肉にするつもりだ。

「なにはともあれ、だ」

　今日も無事に生き延びることができた。それには、自分の運に心から感謝する。しかし。

「いつまでも、こんなところにはいられねえよな……」

　いられないし、いたくない。いつかは必ず、この森から脱出するつもりだ。しかしそれを成し遂げるには、ＳＳランクの魔物と渡り合う必要がある。

「剣は造ったし、次は防具ってところか。いや、ひとまずはそれよりも……」

　俺はステータスを開く。ウルフコマンダーの魔石から、新たに得えたスキル【共鳴】。

「どう使うものなんだろ」

　スキル一覧を見てみると《鍛造》が白く浮き出ている。

「ちょいと、やってみるか」

《鍛造》




『〈誓約の首輪〉が生成されました』




「お？」

　虚空から膨らむようにして現れた、青く透明な輪が、ふわふわと宙に浮いている。

　手に取ってみると、少し温かかった。

「なんだこれ、どう使うんだろう……」

　誓約の首輪、ということは首につけるものなのだろうけれど、これを装備してどうなるのかがわからない。しばし考えていると。

「！」

　ミュウが、興味を示した。指に引っかけている誓約の首輪を、ぷるんぷるんと小突いている。

「なんだ、欲しいのか？」

　ＭＰだけでいくらでも生成できるものらしいし、あげてしまって構わないだろう。誓約の首輪を柔らかい体にくぷっと押しあてると、ミュウはそのまま飲み込んでしまった。

「おいおい」

　すると突然、メッセージが現れた。




『ミラクルスライムが仲間になりました』







[image: ]







「！」

　ミュウが肩に飛びついてきて、頬擦りをした。前よりもずっと、よく懐いている感じ。これが誓約の首輪の効果か。

「仲間……か」

　孤独の日々を思う。狩りと戦いの中で、レベルアップだけを楽しみに生きてきた日々。まん丸な目をぱちぱちやっているこいつと一緒なら、それもまた、悪くないものになるのかもしれない。

「じゃあ、これからよろしくな」

　ミュウを撫なでてやると、気持ちよさそうに目を閉じた。夜もとっぷりと暮れている。俺はかたわらにミュウをそっと降ろすと、横になった。

「いい夜、ってやつかな」

　本当にぐっすりとよく眠れた。こんなに眠ったのは、この森に来て初めてかもしれない。




　………………。

　…………。

　……。




　翌朝。

　今日は料理を作ってみることにした。

　今まではせいぜい干し肉を作るくらいのものだったけれど、火を通したものを、ふと食べてみたくなったのだ。こっちに来る前は自炊もしていたし、食料もわりと集まってきているので、どうにかなるだろう。

　決め手になったのは、洞窟の奥で岩塩を見つけたことだ。塩さえあれば、たいていのものはおいしく作れるという、ざっくりした判断。

　俺は保存しておいたモモイノシシのバラ肉を食べることにした。《構築》した中華鍋を、石を積んだだけのオーブンの上で振るう。肉に焦げ目がついてくると、サザンの実を入れる。これが溶けて、みりんみたいに肉に艶と甘みを与える。後は岩塩を振ってできあがり。簡単な料理だ。肉汁とサザンの果汁による、うっとりするような匂いが洞窟に広がる。

「！」

　さっきまでまだ眠っていたミュウが、匂いに気づいてぴょんこぴょんこと跳ねた。俺は木の器に、肉を盛ってやる。

「ヤケドするなよ」

　ミュウは、俺の言葉を知ってか知らずか、肉に思いきりかじりついた。

「みゅ！」

　ひときわ大きく飛び跳ねる。

「おい、熱かったのか？」

　ヤケドは、最近ため込んでいる〈治癒の薬草〉で治るのだろうか。俺が心配していると、

「みゅ！　みゅ！」

　ミュウはうれしそうに、どんどん肉を体に取り込んでいく。

「驚かせるなよ……うまいのか？」

　ぽいんぽいんと体を揺らして、ミュウは再び木の器にがっついた。

「そんなにうまいのか……なんかうれしいな」

　自分でも、ひと口食べてみる。

「たしかに我ながらいい出来だ」

　サザンの実の甘みが、モモイノシシの肉の旨うま味みを閉じ込めて、いい感じの照り焼きになっている。岩塩はちょっと癖のある香りがするけれど、それがうまく味を引き締めている。

　気づけば、ミュウはもう器いっぱいに盛られた肉をたいらげていた。よほどうまかったらしい。あぐらをかいた俺の膝に、ぷにぷにと頬擦りをしてきた。

「おお、そんなにうまかったか。レパートリーも増やしていかないとな」

「みゅ！」

　ミュウは洞窟の入り口になにかを見つけたのか、ぽいんぽいんと跳ねながら向かっていく。

「なにがあったんだ？」

　俺がミュウについていくと――そこにあったのは、あの禍々しい模様の猛毒茸だった。ここに罠として仕掛けたときに、胞子が落ちたのだろうか。気づかない間に自生していたのだ。

「おい、それに近づくと……」

「？」

　止める暇もなかった。ミュウはあろうことか、猛毒茸をぱくっと飲み込んでしまったのだ！

「しまった！」

　俺はミュウを引っつかむと、体の中になんとか手を突っ込んで猛毒茸を吐き出させようとした。しかしミュウの透明な体の中で、猛毒茸はあっという間に消化されてしまった。今、猛毒を治療できるようなアイテムはない。俺は得えたばかりの仲間を、もう失ってしまうのか？　しかし。

「みゅ♪」

　ミュウは、平然と俺の腕に飛び乗ってくる。ゴブリンジェネラルを一瞬で死に追いやった猛毒を、コイツはあたり前のように無効化したのだ。

「こいつ……実はけっこうすごい奴なのかも」

　といっても、こう見えて毒状態になっていたりする可能性はある。

《鑑定》

　ミュウのステータスを見ると、なんと【毒耐性】という見覚えのないスキルが追加されていた。

「これがお前のスキル……」

【食いしんぼう】なんてスキルが、これほどすごいものだとは。食べたものを自分の力にする。これって、この森の生態を考えると、かなり強力な能力なんじゃないか？

　そんな驚きを意に介する様子もなく、ミュウは俺にじゃれついてくる。

「猛毒茸を食べてダメージを受けないってことは、実質なにを食べても問題ないわけだ」

　こうなったら、とにかくなんでも食べさせてみよう。俺は狩りにミュウを連れていって、俺が食べられるものも食べられないものも、片っ端から与えてみた。リードワイスの茎、ヘラレンケの蟲むし肉にく、忘れゴマ――ミュウはなんでも喜んで食べる。といっても、俺の料理ほど喜んでくれることはなかったけれど（ちょっとうれしかったりする）。




　何日もそんな食料採集を続けた。そしてある日。俺たちはネリーの花を採取しに、ひらけた場所に来ていた。こういうところは遮しゃ蔽へい物ぶつがなくて危ないんだけれど、ネリーの花は日のあたる場所にしか咲かないのだ。

「干し肉を作るとき、これで香りづけをするとうまいんだ。おまけに体力回復も早くなる」

　ザ――と、小さな音がした。

「！」

　俺は即座に食料カゴを放り出し、ミスリルの剣の柄に手をかける。小さな音が、どんどん増えてくる。囲まれている――！

　――グルルルルルルルゥ

　間違いない、ウルフの群れだ。前回は木々に絡まったツタを利用して罠を作ったのだが、今回はそうはいかない。やはりこの場所は危険だったのだ。

「真正面から相手するしかないってわけか」

　隠れてろ、とささやくと、ミュウは素直にネリーの花畑に潜った。

　摘んだ赤い花びらが風に舞う。

　――グルァアアアア！

　三匹のウルフが、同時に襲いかかってきた。俺は姿勢を低くして、片足を軸に回転しつつ抜刀――三匹の鼻面を切り裂いた。その陰から、さらに二匹、三匹の爪が殺到する。バックステップで距離を取ると、ウルフ同士が正面衝突――その隙を逃さずに、一いっ閃せんで二匹の首を撥はね、返す刀で残ったウルフの腰を切断した――その間も俺は《鑑定》をフル活用して、ウルフコマンダーを探す。連中は頭さえ押さえれば退散するのだ。

　戦闘を続けるうちに、ウルフコマンダーはすぐに見つかった。ひらけた場所での戦闘は、こっちに有利な部分でもあったのだ――しかし。

「一匹……じゃないッ!?」

　ウルフコマンダーが五匹――襲いかかってきた場所もそうだが、あきらかに前回の経験を踏まえて、こちらを殺しにかかっている。Ｓランクの魔物を、これだけの数相手にするのは初めてだ。

「クソッ、やるしかないのか……」

　じりじりと、ウルフコマンダーの群れが距離を縮めてくる。

　俺はミスリルの剣を、上段に構えた。

「【豪力】ッ！」

　いろいろ試しているうちにわかったことなのだが、このスキルの持続時間は、およそ三秒。五匹を相手取るには時間が足りないが、少なくとも数を減らすことはできる。

　俺は花畑の中をスライディングして、一匹目の懐に潜り込んだ。ウルフコマンダーはデカいのだ。【豪力】でパワーアップした斬撃で、喉から腹までかっ捌く――一匹目、〇・五秒。

　花畑に血しぶきを散らすウルフコマンダーの股をくぐり抜け、次の一匹の爪をバック転してかわす。その背後にもう一匹が迫っている。その眼球に、切っ先を深々と突き刺して引き抜いた――二匹目、一・五秒。

　刺し貫いた剣を見てチャンスだと思ったのか、背後から襲いかかる一匹。俺はミスリルの剣を引き抜いた勢いで、鼻面に柄での一撃をお見舞いする。ひるんだところで、すかさず身を翻し、大きく開いた顎を叩き斬った――三匹目、二秒。

　次の一匹による爪の攻撃を避けたのは、ギリギリのところだった。ボロボロの服の肩口に、穴がひとつ増える。命があるだけマシってところだ。俺は振りかぶった剣を、そいつの喉奥に深々と突き刺した――四匹目、二・八秒。

【豪力】を連発するには、五秒ほどの猶予が必要だ。できれば三秒以内にすべて片づけてしまいたかったが、あと一匹を残してしまった。俺はウルフコマンダーの喉からミスリルの剣を引き抜こうとして――そいつが今いま際わの力でガッシリと剣を咥くわえ込んでいることに気づいた。

「しまッ……」

　三秒――【豪力】解除。

　今の俺の力では、この剣を引き抜くことはできない。

　そして背後に鋭い殺気――最後の一匹だ。

　ウルフコマンダーの爪は、通常のウルフとは比較にならないほど強力だ。

　下手をすれば、一撃でやられかねない。

　万事休す。

　最期を覚悟しつつも、俺は死したあぎとから、剣を抜こうと踏ん張る――その瞬間。

　――ギャインッ！

　ウルフコマンダーが悲鳴を上げた。

　その瞬間、ミスリルの剣が牙から解き放たれる――俺は背後を振り返った。

「お前！」

　ウルフコマンダーに一撃を食らわせたのは――あろうことか、ミュウだった。

　よほど強力な一撃だったのか、ウルフコマンダーは泡を吹いてひっくり返っている、その喉に、俺はミスリルの剣を深々と突き刺した。

　――ゲブッ、グルルゥ

　すべてのウルフコマンダーが絶命した。

　間一髪だった。

「怪け我がはないか？」

　得意げにぽいんぽいんと跳ねるミュウの様子を見る限り、攻撃を受けた様子はなかった。

「隠れてろって……言ったのに……」

　こいつがいなければ、確実に死んでいた。

「……ありがとうな」

　もう残っているウルフはいない。俺はミスリルの剣を収めると、ミュウを抱え上げた。

「さすがは、俺の相棒だ……」

　そんなことをつぶやいてみる。すると――。

「アイボー！」

　しゃべった！

　思わずスライムを取り落とすところだった。

「知恵がついてるってことかな……？」

　俺はミュウを《鑑定》してみた。




名前：ミュウ

年齢：１

性別：なし

称号：異世界召喚に巻き込まれた人の相棒

レベル：８０

【ＨＰ】６５０

【ＭＰ】７５０

【攻撃力】９０

【防御力】１４０

【持久力】１００

【精神力】１４０

【素早さ】６５０

【器用さ】１２０

【運】１００

スキル：【食いしんぼう】【毒耐性】




　驚くほど強くなっている。

「アイボー！　アイボー！」

　俺は荒らされた花畑を跳ね回るミュウを見て、思わず笑みを浮かべていた。

「頼もしい相棒ができたもんだ……」

　俺は足もとに擦り寄ってきたミュウを、もう一度抱き上げた。










〈誓約の首輪〉の効果




①【共鳴】による主従相互の能力強化。

②経験値の共有によるレベルアップボーナス、主従ともに相乗効果がある。

③【不断の契り】により、主は従のスキルを自由に使用できる。

④一度結んだ【不断の契り】が失われることは、けしてない。










第四章　竜王と狼王




　最近の変化といえば、森の陰でガサガサとうごめき、時には襲いかかってきていたあの魔物たちが、俺とミュウに道を譲るようになったことだ。そのぶん狩りはちょっと大変になったけれど、こっちも技量が上がっている。そもそも実りの豊かな森ではあるので、食料には事欠かない。

　今日もミュウとふたりで食料集めをして、洞窟に帰ってきた。

「タダイマ！　タダイマ！」

　もうひとつの変化。それは住居だ。前から住んでいる洞窟なのだけれど、もはやむき出しの岩床に尻を据えるというような状況ではない。

　立派な壁ができて、平らな床に絨毯も敷いてある。《酸化》によって輝く電球も作った。《融解》を利用した熱交換器も完成している。つまり、冷暖房と冷蔵庫が完備されたということだ。

　錬金術の万能さには、我ながらあきれてしまう。

　カゴを下ろすと、レインボーフルーツやバラした肉を冷蔵庫にしまい、入りきらなかった肉は燻くん製せいと今日の料理に使う。

「ソラ！　ゴハンタベタイ！　ゴハンタベタイ！」

　ミュウも、かなり言葉がしゃべれるようになってきた。

　そろそろ頃合いだ。

「なあ、実は聞きたいことがあってさ」

「ゴハン！　ゴハン！」

　ぽいんぽいんと跳ねながら、ミュウはそんなことしか言わない。

　食料採集の最中にも、ミュウにはいろんなものをポンポン食べさせているのだけれど、俺の作った料理を食べないと満足してくれない。面倒くさいと思う反面、ちょっとうれしくもある。仕方ない、まずは飯からだ。

　俺は壺つぼの中でレインボーフルーツの果汁に浸しておいた、モモイノシシの肉を取り出す。スジをよく切ってから、炭酸パプリカと一緒に炒いためるのだ。この方法を編み出したおかげで、最近はＡ５牛肉もびっくりな、柔らかく臭みのない肉を食べられるようになっている。

　炭酸パプリカはシュワシュワと泡の出る黄色いピーマンみたいなやつで、これも肉を柔らかくするのに一役買っているらしい。詳しい原理はちょっとわからないけれど、味も食感もいいので、最近はよく食べている。

　火を起こすのは簡単だ。薪にまぶした金属粉末を《酸化》させれば一瞬で燃え上がる。その上で、手製の鍋を振るうのだ。塩と香辛料で味付けをしたらできあがり。最近はちょっと寒いので、火は少し弱めて、つけたままにしておく。

　皿に盛った食事をテーブルにのせて、ミュウと一緒に椅子に座る。

「いただきます」

「イタダキマス！」

　やっぱりひと手間かけただけのことはある。モモイノシシの肉が口の中でほどけるようだ。香辛料のピリッと効いたこの感じ。我ながら上出来だった。

「で、聞きたいことがあるんだけどさ」

　俺が話しかけると、ミュウはぴょこん？　と丸い体をくねらせた。

「森について知りたいんだ」

　ここから出るためにも、知らなければならないことは山ほどある。片言ながら、なんとか会話できるようになったミュウから、これだけのことを聞き出した。

　まずは、ここにＳＳランクを超える四体の魔物が存在しているという事実だ。

「ハクゲイ！　オオキイ！」

　圧倒的な巨体により、存在そのものが驚異的な破壊を巻き起こす〈白鯨〉。

「フシチョウ！　ビリビリ！」

　嵐と雷を自在に操り、混こん沌とんとした森に空から調和をもたらす〈不死鳥〉。

「ロウオウ！　カチコチ！」

　己に近づく者はたとえなんであろうと、氷の刃で斬り裂く孤高の存在〈狼王〉。

「リュウオウ！　メラメラ！」

　理性と寛容さを持ち合わせつつも、敵対する者は容赦せず焼き尽くす暴君〈竜王〉。

　森の広大さもさることながら、これら四体の存在によって、この森は脱出不可能な檻おりとなり、同時に人間の侵入を阻んでいるということらしい。

「つまりあれだ……ここはゲームで言えば、すべてが終わった後の場所なんだな」

　エンディングクリア後の、やり込み要素みたいな場所だ。超絶難易度の無限ダンジョンみたいな。

「追放するにはうってつけってわけだ」

　つくづく、自分の幸運を痛感する。よくここまで生き延びたものだ。俺を追放した王も魔術師も、まさか今俺がこんなふうに悠々自適な生活をしているとは思っていないだろう。

　心の中でざまあ見ろだ。俺は生きている。おまけに仲間までできた。

　それはともかく。

「狼王は孤高の存在で誰にでも牙をむくし、竜王は敵対する者に容赦しない……この二体が出会っちゃったら大変なことになるね」

「タイヘン！　タイヘンナノ、ヨクナイ！」

「そうだな、よくないな」

「ナワバリ！」

「ふむふむ」

　ミュウはぽいんぽいんと跳ねながら、頑張って説明してくれる。よく聞いてみると、四体はそれぞれの縄張りを持っていて、そこを出ることはないらしい。

「ともかく、ここを脱出するためには、四体の目をくぐり抜けなきゃならないってわけだ。間違っても出会いたくはない連中だな……いろいろ教えてくれてありがとう」

「ソラ、ナンデモキク！」

　本当に頼もしい奴だ。俺はミュウのぷにぷにした頭を撫でてやった。

「ミュミュ～」

　ミュウはもいんもいんと形を変えながら喜んでいる。そんなふうに戯れていると、急にすさまじい衝撃が住すみ処かを襲った。

　――ズドォオオオオ――オォン

　天井の電灯が大きく揺れる。台所につるした調理器具がガラガラと鳴った。

「……様子を見に行こう、ほらついておいで」

　洞窟を出ると、上は小高い丘になっている。丘に登った瞬間、俺の頬のすぐそばをなにかの破片がすり抜けていった。

「………………！」

　俺はその光景に目を疑った。コカトリスなどとは比べ物にならない巨大な魔物が二匹、すさまじい戦闘を繰り広げていたのだ。

　一匹が首をうねらせて、巨大なあぎとを開く。こちらまで火傷やけどしそうなほどの炎が噴き出し、森を焼き払う。もう一匹はその巨体からは想像もつかないような高い跳躍を見せて、それを避け、振り向きざまに虚空を切り裂く――その瞬間、氷の刃が発生して、相手に襲いかかった。

「話に聞いた通りだな、間違いない……あれが竜王と、狼王か」

　鱗に覆われた、どっしりとした体躯。長い首の先に、二本の角を持った竜王。

　銀色の毛皮に覆われたしなやかな巨体に、鋭い爪と牙を持った狼王。

　焼き払われて炭化した大木が、次は凍りついて砕け散る。熱波と冷気が烈風と共に吹きすさんだ。しかしなぜ奴らは争ってるんだ？　互いに縄張りを持っているんじゃなかったのか。

「ソラ！　ニゲル！　ニゲル！」

　ミュウが俺の裾を引っ張って跳ねる。俺はミュウを撫でてなだめながら、二匹の壮絶な戦いを眺めていた。

　燃やされ、凍らされ、砕かれ、斬り裂かれ、森林が破壊された戦いの場は、いびつな広場と化している。巨木が倒れ、低ランクの魔物が逃げ惑う。

　――グルルルルルルルルオオオオオオオ!!

　――ウオオオオオオオオオオオオオオン!!

　同時に上がった雄たけびに、空気がビリビリと震える。ミュウが縮み上がった。

「ごめんな、もうちょっと様子を見させてくれ」

　ごうっと吹き出された炎が、すでに炭化しきった地面を焼き払い、あまりの高熱に岩石が溶け始める。地面を舐なめながら襲いかかる炎に、狼王は鋭い雄たけびで応えた。炎がふたつに割れて、背後の森が燃え上がった。

　――今できることを考えなければならない。

　裂けた炎の間を縫って、狼王の氷の爪が舞う。しかし炎を吹き出す竜王のあぎとの直前で蒸発し、周囲に霧が広がった。それがこっちにまで押し寄せてきて、一瞬視界が遮られる。霧は吹雪に変わり、いよいよ視界が悪くなった。

「ニゲナイ!?　ニゲナイ!?」

「ん……」

　ミュウは慌てているが、俺はじっと吹雪の奥を見つめていた。

「ここは逃げない。大丈夫、俺を信じてくれよ」

　裾にしがみつくミュウをくにくにっと撫でた。

「どっちみち、この森から出るには奴らとやり合わなきゃならない。縄張りから出るってのは、おそらくそういうことだからな」

　縄張りを張るということは、そこからの〈侵入〉はもとより〈脱出〉をも許さないということだ――ならば。

「味方につける……というのは手かな」

「アブナイ！　リュウオウ、ロウオウ、コワイ！」

「簡単だとは思ってないさ。手を打たなきゃな」

　俺はこの森に来てから、かなりのレベルアップを重ねてきた。けれども今の自分に、魔物を仲間に引き入れるほどの実力が備わっているとは思えない。

　だから、俺は戦いを眺めているのだ。

　眺めることしかできないからじゃない、眺めるのが、俺の「手」だ。

　焼け野原はどんどん広がっていく。狼王は凍らせた木々を足場にして、竜王を中心に弧を描くように走る。その尾を炎の鞭むちが追いかけるが、狼王がわずかに速かった。

　――シュパァッ！

　狼王が虚空を斬り裂くと、発生した無数の刃が竜王へと襲いかかった。そのときちょうど、竜王は炎を吐ききったところだった。陽炎かげろうの揺らぐ中、氷の刃が冷気の尾を引きつつ、竜王の鱗に殺到する。

　しかし竜王の強きょう靱じんな鱗に対して、致命傷足り得うる攻撃ではない。氷の刃は粉々に砕け散る。竜王は大きく翼を広げて、巨躯を宙へと持ち上げた。竜王は滑空しながら、鋭い爪を狼王へと向けた――しかし、スピードは狼王の方が上だ。狼王は竜王の巨大な爪をかいくぐり、懐を狙って複数の氷の刃を走らせた。同時に激しい吹雪が巻き起こる。

　――グルルルルルルルルオオオオオオオ!!

　どうやら懐の鱗は、ほかの部位に比べて防御力が劣るらしい。氷の刃の中ほどまでが竜王の懐に突き刺さった。竜王は体をよじって、続く氷の刃を背中で受け止める。分厚い鱗――しかしそこは先ほど氷の刃を防いだ部位だ。表面は硬く凍り、ひび割れ始めていた。

　――グルルルルルルルルオオオオオオオ!!

　鱗が割れて弾はじけ飛び、赤い鮮血が噴き出す。竜王は再び翼を広げて距離を取ろうとした。動作が幾分緩慢に見えるのは、狼王の放つ冷気の影響だろうか。

「デバフってやつか……ん？」

　そこでさらに異変が起こる。竜王の片側の翼が広がらないのだ。

「なるほど、頭の回る奴だ……」

　狼王の攻撃は無数の氷の刃だけではなかった。吹雪を利用して、翼の関節を凍りつかせたのだ。竜王の体躯が大きくかしぐ――その隙を狼王は逃さなかった。

　――ウオオオオオオオオオオオオオオン!!

　狼王の咆ほう哮こうと共に空間が凝結し、巨大な氷の刃となった。ギン！と狼王の目が光ったかと思うと、その巨大な刃が、今まさに炎を吐かんとしていた竜王に襲いかかる。

　――ズドォッ!!

　竜王の肉体に食い込んだ氷の刃は血液を凍りつかせ、霜を吹いた鱗が割れて飛び散る。

　耳を塞ぎたくなるような絶叫が響き渡り、炎の鞭を振り回してのたうち、竜王の巨大な首が大地に倒れた。

「………………」

　狼王は黙って背を向け、のっしのっしと森の奥へ消えていった。

「……勝負がついたか」

　しかし竜王を放置して住処に戻ることはできない。俺にはやらなければいけないことがある。倒れているとはいえ、竜王の危険度は未知数だ。しかしここで怯えていては、この森からの脱出は望めない。

「よし、行くぞ」

「ソラ！　アブナイ！」

　そんなことを言いながらも、ミュウはついてきてくれる。

　俺たちは丘を下りて、まだ煙を上げている広場へ、倒れ伏した竜王のもとへと向かった。この森は弱肉強食。竜王が魔物どもの餌になってからでは遅い。

「モウ、リュウオウ、タオセル？」

「いいや、もうちょっと穏便にやるさ」

「？」

　ミュウはぴょこんと体を斜めにした。

「ともかく行こう」

　巨木に突き刺さった氷の刃が溶け、滴った水が焼けた地面で蒸発する。燃え上がる木々、凍りきった灰――竜王と狼王の戦いの跡は、地獄の様相を呈していた。

「ソラ！　ヤケドスル！」

「ありがとう、気をつけるよ」

　俺は慎重に道を選び、竜王へと近づいた。近づいて、見上げた。

　――なんて大きさだ。

　頭だけで、俺の背丈を超えている。俺を丸のみにするのもたやすいだろう――瀕ひん死しでさえなければ。縦長の瞳孔を持った、巨大な金色の瞳と見つめ合う。圧倒されそうになるが、けっしてそれを気取られてはならない。

「………………」

　竜王の巨大なまぶたが、閉じられた。

「構わない……私を食べればいい……」

　透きとおった声が、炭化した広場に響き渡った。

「私も……この図体を肥やすだけの……命を食べて生きてきた……」

　ひゅう、ひゅう、と、苦しげな呼吸が伝わってくる。

「でも……ひとつ約束してほしい……」

　深い息をひとつ吐いて、竜王は言った。

「私にかわって……どうかこの地を……平穏に……」

　大気を震わせていた声が、次第に力を失っていく。

「すべては……摂理と……秩序のままに……お願い……」

「悪いが、すぐに返事はできないな」

　竜王がカッと目を見開いて、ミュウが飛び跳ねた。

「ソラ！　ヒドイ！」

　ミュウは、ぽいんぽいんと足に体をぶつけて抗議する。俺はそれをなだめて抱き上げつつ、竜王の目を見た。

「まずは謝らせてほしい。俺はお前たちの戦いを、手出しもせずに眺めてたんだ」

「なぜ……謝るの……」

「目的があったからさ」

　勇気を振り絞って、前に一歩踏み出した。

「俺はお前の命を救うことができる。それに、はっきり言えば、お前には死んでほしくない」

　おそらく竜王が仲間になれば、森から脱出する大きな手助けになってくれるだろう。

「ただし俺の仲間になることが条件だ」

　ウルフコマンダーの魔石から得えたスキル【共鳴】によって生み出される、誓約の首輪――これには契約を交わした相手を強化する力がある。ミュウがたくさん言葉を話せるようになったのも、この力のおかげだ。強化されるのは、竜王も例外ではないだろう。余剰のＨＰが発生すれば、瀕死の状態からも回復できる。

《構築》

　透明な赤い首輪が、宙に現れた。俺はそれを、そっと掴んで、竜王に差し出した。

「もし仲間になるなら……これで俺と《不断の契り》を交わすなら、命を助けよう。お前との約束も守ろう。だが、断るなら……」

　俺はそこで、少し言いよどんだ。竜王の誠実な言葉を思い出してしまったからだ。

「お前との約束は守るよ……でも、それだけだ」

　いや、まだ言わなければいけないことがある。

「この首輪は、必ずお前に力を与える。けれども、縛るものにもなり得うる。仲間っていうのは、たぶんそういうものだから……」

　巨大なまぶたが閉じ、体躯が大きく揺らいだ。何事かと思わず後あと退ずさる。しかし、くっくっくっ、と声が響いて、やっとわかった。

　竜王は、笑っていたのだ。

「仲間にならなければ、今すぐ殺して森を焼き払う、くらいのことは言いなさい……私を脅おどすならね……」

「じゃあ、仲間になってくれるのか!?」

「死に瀕したこの身に……情けをかけるあなただからこそよ……それを忘れない限り……私はあなたの力になるわ……」

　理性と寛容さ、か。やはり王と呼ばれるだけの存在なのだ。

　俺はうなずいて、竜王に近づく。誓約の首輪を鱗にかざすと、光と共に吸い込まれていった。

「ああ……」

　誓約の光は、竜王の体躯にまばゆく広がった。

　氷の刃にえぐられた傷が、少しずつ塞がっていく。めくれ上がった鱗が、音もなく閉じるのが見える。強化によってＨＰが上昇したのだ。ダメージは残っているけれども、竜王は瀕死の状態から脱した。竜王の深い息が、小枝を焼く炎を揺らす。竜王はその鋭い目を、俺に向けた。

「この竜王、あなたとの誓約はけして忘れない。私の名は獄炎竜リンドヴルム。リュカと呼んでくれると、うれしいわ」

　竜王リュカ、か。

「あなたの名前は？」

「ソラだ。よろしくな」

「たしかに覚えたわ、ソラ」

　再びリュカの体躯が光に包まれる。光は形を変えながら、少しずつ小さくなっていく。

「……んん？」

　リュカ自身も驚いているらしい。巨大な体躯は、見る見るうちに俺よりも少し背の低いくらいの人間の形に収縮した。

　そしてついに発光をやめた肉体は、つまり、その、なんだ。

「これが互いに力を預け合った結果……人間の姿をとることができるわけね」

　陽光を受けて白く輝く肉体は、美しい曲線美を描いていた。長い脚に、細すぎない太もも。むっちりした腰に、きゅっと細いウェスト。出るところはしっかり出ていて、なにがとは言わないけれど、ツンと上を向いている。そんな肢体を燃えるように赤い髪が流れていて、ぷるんと、つややかなくちびる。小振りな鼻に、まつ毛の長い大きな瞳は少し濡れているように見えた。

「どうしたの？　じろじろ見て」

「わりといやらしい気持ちです！　ごめんなさい！」

　こういうときは素直に謝るのが一番だ。素っ裸の美少女に姿を変えたリュカは、しなやかな手で、するすると自身の肢体に触れた。

「べつに謝られる覚えはないけど……でも鱗がないってのは、どうも落ち着かないわね」

　はっきり言ってこっちも落ち着かない。今必要なのがなにかはすぐに判断がつく。

「着るものを用意するから、ちょっと待ってて」
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「着るもの……うん……なんかそういうのが欲しい感覚……」

　俺は背後を振り向かないように気をつけながら、周囲を見渡した。目についたのは、いまだ燃え続けている木々だ。

「あれを材料にするか」

《分解》……《合成》……《構築》……

　俺は燃え盛る木から炎のようなデザインの服を錬成していく。

「………………」

　思わず見てしまった、あのカラダを思い出しながらでないと、当然服の形にならない。大きくも小さくもない、あのバストを支え、秘所を隠し、お尻を――いや、集中集中！　集中してるからこそ思い出す！　仕方ない！　下着も作らざるを得えない！　あのおみ足を守る靴も！

「……できたよ」

　俺は後ろ手で、そっとそれらを渡す。

「それがあなたの力……！」

　リュカは俺の錬金術を見て、素直に驚いているらしかった。

「ただの木切れをこんな形に……人間の力も侮れないわね……」

　さっそく新しい服に袖を通している。衣擦れの音が、耳に忍び込んでくる。

　しゅる……しゅるり……する……。

　いやでも、あのカラダを思い出す。俺は愛らしいミュウを見て心を落ち着かせようとしたのだが――。

「うおっ」

　思わず声が出た。

「どうしたの、急に変な声出さないでよ」

「ナンデモナイデス」

　うおおおおおおおおおおおお!!　ミュウの!!　ぷるんぷるんの！　体の！　表面に！　着替え中のリュカのカラダが映っている！　うおおおおおおおおおおおおおお!!

「………………ぅぉぉ」

　思わず上がりそうになった感嘆の声を、俺は喉の奥に押しとどめた。とりあえず俺は紳士的にミュウをガン見しようと思う。

「？」

　ミュウは、不思議そうに体をくねらせた。

「動くんじゃない！　角度がズレる！」

「角度？」

「ナンデモナイデス」

　俺は首を動かしながら、リュカの生着替えを鑑賞した。

「どうして首をひょこひょこ動かしてるの？」

「イヤー、サイキンウンドウブソクデ」

「よくわからないけど、とりあえずその棒読みはやめて」

「ハイ」

　リュカが俺の作った服を着てしまうと、それはそれでやっぱりかわいいし、精神にも優しい。ちょっと興奮しすぎて、いろいろと失礼なことをしてしまった気がする。

「俺の欲望のために利用してごめんな」

「ソラ、アヤマル、ワカラナイ」

「わからなくていいんだよ」

　ミュウの頭を撫でると、気持ちよさそうにぷにょんと平たくなった。

「こいつはミュウ、俺の相棒だ」

「やわそうに見えるけれど、それなりの実力を備えた魔物らしいわね」

　リュカはおとがいに指をあてて、ミュウを観察した。

「こいつはたいした奴だよ」

　それを聞くと、ミュウはぽいんぽいんと跳ねる。

「タイシタヤツ！　タイシタヤツ！」

「そうか、たいした奴なのね。よろしく」

「リュウオウ！　コワクナカッタ！　リュカ！　ヨロシク！」

　ミュウの様子を見て、リュカはくすくすと笑った。表情がコロコロと変わって、かわいい。それはそうと。

「とりあえず、だ」

　リュカに目立った傷は見えない。しかし、誓約の首輪で強化された分しかＨＰは回復していないはずだ。

「とりあえず応急処置はしておこう」

「助かるわ」

「ちょっとその……どこが痛む、とかある？」

「背中がちょっと痛むわね」

　位置的にギリギリセーフな感じ。

「ちょっと、服をはだけてみて」

「こう？」

　リュカは、はらりと服を緩ませて、白い背中を見せた。そこに走る痛々しい傷。俺はバッグから軟なん膏こうを取り出すと、傷に塗り込んだ。

「後はじっくり休んだ方がよさそうだな。家に案内するよ」

「イエ？」

「つまりなんだ……ネグラだよ」

「ソラのネグラはイエというのね。どんなものか、興味深いわ」

　偉そうに振る舞ってはいるけれど、本当はそんなに楽な状態ではないだろう。俺はリュカを少しでも早く休ませてやりたかった。




＊　　＊　　＊




　洞窟の家に帰ると、リュカは口もとに手をあてて驚いた。

「これが人間のネグラ！　この森でこんなものをつくり上げるなんて……伝説に聞く天宮みたい」

「そりゃさすがにおおげさだ。錬金術を使ったんだよ。ハズレスキルらしいけどね」

「ハズレスキルって？」

「出来損ないってことだよ」

　そんなことを言いながら家に入ろうとすると、リュカが立ち止まった。

「ん？　どうした？」

「あなたはこの獄炎竜リンドヴルムと――〈不断の契り〉を交わしたのよ」

　リュカは家の中を見渡す。

「このイエを見て。これをつくり上げた力が、出来損ない？　あなたは自分の力を理解していない。それと……ひとつ言っておくわ」

　そして、その鋭い目を俺に向けた。

「あなたの自嘲は、私をあざけることと同じことよ。心得えておいて」

　プライドの高い、リュカらしい言葉だ。ちょっと、じんときた。

「わかった。無礼を詫わびるよ」

「無礼というわけじゃないけど、ただ私は、ソラに気高くあってほしいだけ……」

　リュカはそう言って、そっぽを向いた。

「大事に思ってくれてるんだな」

「私の思い、とかは別よ」

　背中を向けて、リュカは言った。

「ともかく、自負を持って。錬金術って、私にはわからないけれど、力を操る者としての自負を」

　ハズレスキル持ちとして追放されて、どれだけの月日が経っただろう。リュカの激励に、胸が熱くなった。

「わかったよ、ありがとう」

「礼を言われる筋合いはないわよ」

　俺は部屋にリュカを案内した。リュカは中に入るなり、感嘆の声を上げた。

「すごい、中が明るい！　あの小さな球の中で火が燃えてるわ！　人間は食料に火を通すと聞いたことがあるけど、あれがその道具ね！」

「人間の体になったなら、たぶん料理も舌に合うだろ。適当に料理を作るから、ソファで待っててくれ」

「うん！　あ、柔らかい！　藁わらの寝床の十倍は柔らかい！」

　リュカはミュウを抱いて、ソファとクッションの感触を楽しんでいる。居心地のいい部屋をつくってよかった。まさか客が来ることがあるなんて、夢にも思わなかった。

「さて、今日はなににするかな」

　干し肉がそろそろできあがった頃だ。これを細く刻んで、シャキシャキ菜と一緒に炒める。それにレインボーソースを絡めれば完成だ。レインボーソースというのは、レインボーフルーツとモモイノシシの骨、そして塩を煮詰めたもので、わりとどんな料理にも万能に使える。香草をちょっと添えて、お洒しゃ落れな感じを出してみたりして。

「かぐわしい、それにこの美しさ……これが人間のエサ！」

「エサというか……料理って言ってくれるとうれしいかな」

「リョウリ、ね！」

　リュカの大きな瞳が、キラキラと輝いている。こうして見ると、ほんとうにあどけなく見える。

「熱いから気をつけて食えよ」

「私を誰だと思っているの!?　獄炎竜リンドヴルムが熱を恐れるはずないでしょう！」

「イタダキマス！」

　ミュウはそう言って、リュカをちらりと見た。

「なるほど、それが礼儀ね。いただきます！」

　満足そうなミュウと一緒に、リュカはフォークを思いのほか器用に操って、俺の料理に口をつけた。

「んむ！　これは！　むぐむむむ！」

「飲み込んでからしゃべろうな」

「これは！」

　くちびるにソースをつけて、リュカは叫んだ。

「不思議で……複雑で……今まで様々な食料を口にしてきたけれど……レインボーフルーツ、モモイノシシの風味、それらはわかるんだけど……こんな感覚は初めて！」

「なるほど、たしかにあの図体で洞窟に入るのは難しいもんな」

　と、合点がいった。

「……どういうこと、ソラ？」

「塩だよ」

「シオ？」

　この辺りで、塩分を含んだ岩が採れるのはこの洞窟くらいのものだし、そこから塩を《精製》するには錬金術の力が必要だ。塩を口にしたことがないのは当然と言える。

「なるほど、シオというのね！」

「そこに入ってるのがそうだよ」

　俺が塩壺を指差すと、リュカは素早く手に取って、炒め物に塩を振りまくった。

「ああ、そんなことすると……！」

「ソラもこうするといいわ！　シオは最高！」

　リュカはそう言って、塩が山盛りになった干し肉を口に放り込んだ。

「あむ！　むごごごごごごご！」

　目を見開いたリュカは、口もとを押さえて悶絶した。

「こりゃは……こりゃはなんにゃ……！」

「それは〝しょっぱい〟って感覚だよ」

「んんんんんんしょっぱいいいいいいい!!」

「……勉強になったな」

　俺はコップに水をたっぷり汲んでやった。リュカはそれをゴクゴクと飲み干した。それから俺はリュカの皿を取ると、モモイノシシから取っておいた出汁を混ぜて火にかけ、しょっぱい炒め物をスープにアレンジしてやった。

「過ぎたるはなお及ばざるがごとし、ってやつだ」

「スギタル……？」

「やりすぎはよくないってこと」

「そうか、勉強になるわ。塩は適量、ね……」

　そう言いながら、おそるおそるスープをすすった。

「これもおいしいわ！」

「怪我の功名、ってやつだ」

「ケガノ……？」

「うっかりやっちゃったことが、却っていい結果をもたらしたこと」

「なるほど！　ソラはいろんなことを知ってるわね！」

　炒め物も予定外のスープも、リュカはたっぷりと楽しんでくれた。作りがいがあるというものだ。

「ゴチソウサマデシタ！」

「うん！　ごちそうさまでした！」

「ごちそうさまでした」

　俺が手を合わせると、リュカもそれを見て手を合わせた。

「郷に入っては郷に従え、ね」

　そう言ってニコッと笑ったリュカを見て、はからずしもドキッとしてしまう。本当に表情が豊かだ。

「さて、お腹もいっぱいになったことだし、そろそろ寝ましょ」

　そう言ってリュカは、床に寝転がろうとする。

「待て待て、寝る場所はちゃんとあるから。あとシャワー浴びて、歯も磨いて！」

「しゃわー？」

「体の汚れを落とす道具だよ……そうだ、先に傷をどうにかしないとな」

　俺はリュカの服を緩めて、ベッドにうつ伏せに寝かせた。やはり先ほどの応急処置では届かなかった傷が、いくつかある。

「少し染みたら、ごめんな」

「そんなことで、どうこうわめいたりしないわよ」

　リュカはフンと鼻を鳴らした。

　女の子の体に軟膏を塗るのは、けっこう緊張する。アザになったところを、できるだけ押さえつけないように指をすべらせていく。肌の隆起に合わせて、自然と力の入れ方が変わってくる。気をつけて、気をつけて。ぬるるん、むにゅうり。

「んん……あんっ」

　リュカが急に声を上げて、体がビクっと跳ねた。

「ど……どうしたの……」

　心臓がバクバクいっている。リュカに尋ねると、なんだかぼうっとして、赤い顔をしていた。

「なんだか今、熱い感覚が背中を上ってきて……なんかくすぐったいんだけど、妙に心地よいというか……んんっ、初めての感覚で…ソラ、もう一度やってくれない？」

　とろんとした表情で、そんなことを聞いてくる。

「これはそういうサービスではありません！」

　いかんいかん。俺は頭の中で般はん若にゃ心しん経ぎょうを唱えながら、無心でリュカの治療を終えた。

「シャワーを浴びるときは、あんまりこすっちゃ駄目だぞ」

「んん……なんかまだあの心地よい感覚が残ってる……肌が敏感になってて……」

　リュカは自分の胸を抱きながら、トロンとした目で俺を見た。

「それはもういいから！　早くシャワー浴びて！」

　俺はリュカをシャワールームに追いやると、薪を手に取った。

《分解》……《合成》……《構築》……。

　俺はできるだけ《分解》に時間をかけて、肌触りのいいパジャマを仕上げてやった。シャワールームから漂ってくる石せっ鹸けんの香りが、なんだか不思議と色っぽく感じる。いかんいかん、平常心平常心。

「ソラ、ちょっと来て！」

　なにかあったのだろうか。俺はソファから起き上がって、シャワールームに向かった。

「どうした？」

　その瞬間、カーテンがばっと開いた。

「このセッケンっての、すごいね！」

　目に飛び込んできたリュカの肢体は、石鹸の泡に覆われている。しかしそれもところどころ肌が見えていて、胸の先からぽたり、鼠そ径けい部ぶをするり、と泡がこぼれて――。

「そうだな！　すごい！　すごいな！　マジですごい！」

　俺はばっとカーテンを閉めた。うむ、すごかった。

「ここにバスタオル置いておくから、それで体を拭いてくれ。それから、パジャマを作っておいたから、それを着るんだ」

「ぱじゃま？」

「人間は、夜になると服を着替えるんだ」

　といっても、最近まで俺は着たきり雀すずめだった。ルームウェアを作ったのは最近のことだ。

「これを着ればいいの、ソラ？」

「だから裸で出てこないで！」

「でもあれね、やっぱり鱗がないってのは落ち着かないわ」

　はらり……する……しゅるる……。

　相変わらず衣擦れの音には慣れない。

「これで、いい？」

　リュカのパジャマ姿は、なんだかいい匂いがしそうなかわいらしさがある。実際石鹸の匂いが漂っているし。石鹸は俺が普段から使っているものなんだけれど、女の子が使うと香りが変わる気がするのはなぜだろう。

　俺もシャワーを浴びて、並んで歯を磨き、リュカをベッドに案内した。

「ここでソラと寝るのね」

　あたり前のように言ったリュカの言葉に、どきりとする。

「思えば、オスと寝るのは初体験かも」

「オスと寝るとか初体験とか、そういう言葉は安易に使っちゃ駄目！」

「ソラの決め事、よくわかんない」

「そういうものなの！　俺はソファで寝るからさ」

「一緒に寝ればいいのに。あったかいよ？」

　俺は、すぐそばで寝息を立てるリュカを想像する。たぶんこれは、ちょっと耐えられないやつだ。腰のラインで盛り上がった掛け布団とか、寝返りでふにゅんとつぶれる胸とか――いかん、頭の中が煩悩でいっぱいになってきた。

「俺もシャワー浴びてくる！」

　頭から水を浴びて、気持ちをリフレッシュさせた。リュカの存在は、いろいろと心臓とか下半身とかによくない。




　パジャマに着替えてリビングに戻ると、リュカがミュウを膝に抱えていた。

「そういや……」

　俺は今まで抱えていた疑問を口にする。

「なんでこいつの姿はこのままなのに、リュカは人間の姿になったんだろうな」

　ミュウはきょとんとした表情で、俺を見上げている。リュカは、おとがいに指をあてて、じっくりと考え込んでいる。

「おそらくはだけど、私が〈固有種〉であることと無関係じゃないと思う」

「固有種ってのは？」

「同族を持たない存在のこと。固有種はほかの魔物と比べて高い魔力を持ってるの。誓約の首輪による強化で、私の魔力は一定値を超えたんだと思う。それで得えたスキルで、こういう姿になったんじゃないかな」

　ゲームで言うところの、進化ってやつかな。もしくは人間の姿をとる能力を獲得したのかもしれない。俺はリュカのステータスを開いた。緑色の文字で、能力がずらりと並んでいる。その中に《人化》というスキルが表示されていた。思った通りだ。

「なにをそんなにじいっと見てるの？　なんだかちょっと、落ち着かない……」

　リュカは下を向いて、膝をもぞもぞさせている。

「ああ、ごめん。それはそうと」

　俺は彼女の横顔を見つめた。

「狼王もリュカと同じ固有種なのか？」

「そう。私、白鯨、不死鳥、そして狼王……私たち四体が固有種よ」

　ということは、狼王はウルフコマンダーの上位互換みたいな存在ではないってことだ。孤独な一匹狼。群れをなす魔物ではない。

「………………」

　リュカは自分の膝をじっと見つめて、語り始めた。

「さっきは不覚を取ったけど……次は絶対負けない。私にも意地ってものがあるんだから」

「戦いを見てたけど、とんでもない強さだったな」

「蒼氷狼フェンリル……正直あいつの実力は認めるしかない。冷気を操って、なにもかもを凍りつかせる。視界を塞ぐ吹雪。あらゆるものを斬り裂く氷の刃……それだけじゃなくて、爪、素早さ、そういう肉体的強さも持ってる」

「ロウオウ、ツヨイ、コワイ！」

「ちょっと悔しいけど……戦いの手数じゃ、私の上をいってるわ」

「その力で暴れまくってるってわけか」

「そういうわけじゃないのよ」

　リュカは金色の瞳を俺に向けた。

「あいつは基本的に、他者にはまったく興味を示さない。ただ、縄張りを侵されることをひどく嫌ってるの。そして誰にもなびかない」

　なるほど、この森を出るためには、狼王の縄張りだけは避けなければいけないらしい。幸い、リュカが仲間になったおかげで、彼女の縄張りは通行可能になっている。触らぬ神に祟たたりなしだ。道は確保できるはず。

　しかし、ここで疑問が生じる。

「ということは、リュカが狼王の縄張りに侵入したのか？」

　理性を尊ぶ竜王が、そんな過ちを犯すとは考えがたいのだが、なにか事情があるのかもしれない。

「もちろん違うわ。けれども私たちは、争わざるを得えなかった」

「縄張りに変化があったとか」

「そう。私たち固有種とは別の、〈第五の存在〉が現れたからよ」

「〈第五の存在〉？」

　ミュウも知らないらしく、俺の膝の上で、もにょりと揺れる。

「そう」

　リュカは続けた。

「私たちは本来争いを避けて、お互いの縄張りを尊重していたわ。でも〈第五の存在〉によって、魔物の生息域に揺らぎが生じた。得体の知れない〈第五の存在〉を恐れた魔物たちが狼王の縄張りを渡って、それが逆げき鱗りんに触れたの。私は狼王をなだめるために狼王の縄張りを訪れた。すべての魔物が享受すべき秩序のために。でも交渉は決裂した。狼王は縄張りを越境する魔物たちを許さなかった」

「その〈第五の存在〉ってのは、いったいどんな奴なんだ？　最近現れたってことはつまり……」

　そこまで言って、ピンときた。

「やっと気づいたのね。私も今日、初めて知ったことなんだけど」

　リュカの金色の瞳が、真っすぐ俺を見つめた。

「〈第五の存在〉ってのはね。ソラ、ミュウ、あなたたちのことよ」

「………………！」

　まさか俺とミュウが、魔物の生態系を乱すほどの存在になっていたとは。たしかに今の俺たちは、相手がＳＳランクの魔物であっても、倒すのにそれほど苦労はしない。ここに追放されてきたときには、想像もつかないことだった。しかし――。

「つまり、お前が瀕死の重傷を負ったのは俺のせいってわけか……」

　俺は床を睨んだ。調子に乗って森を我が物顔でのし歩いて、その結果、彼女を傷つけることになったのだ。

「………………」

　リュカは、俺の背中をそっと撫でて言った。

「結論を急がないで。たしかにあなたたちは、森の生態系を変えたかもしれない。でも自分の力が周囲に影響を及ぼすことは、どんな生き物にも共通する、自然の摂理ではないのかしら」

　リュカの言葉には、一理を超えたものがある。それでも――やはり責任を感じずにはいられなかった。

「でも、それが対処しなければならない問題なのは事実よ。私は次こそ、あの狼王を止なきゃいけない……」

「ロウオウ、ツヨイ、アブナイ！」

「ふふ……優しいのね……」

　リュカは目を細めて、俺の膝に収まっている、ミュウを優しく撫でた。そして顔を上げると、その瞳には炎が宿っていた。

「次は負けない」

　けして、勝算があっての言葉ではないのはわかる。あの戦いぶりを見る限り、リュカは策を弄するタイプではない。きっと真っすぐぶつかっていって、それで――。

「その戦い、俺にも一枚噛かませてくれないか」

　俺はミュウをぎゅっと抱いた。

「これは森全体の問題だろう。なら俺たちも君の言う摂理の一部だってことだ。君ひとりが、狼王を止める義務を負っているわけじゃない」

「ソラ……」

「俺たちは仲間だ。君ひとりを行かせたりはしない」

　そう言って、俺はリュカの手を握った。ミュウがぴょこんと跳ねる。

「ナカマ！　リュカ！　ナカマ！」

「そうだわ……仲間……」

　リュカは再び、ミュウを撫でた。

「あなたたちの力を……貸してほしい……」

　彼女は真っすぐな目をして――少し涙ぐんでいた。

「さあ、今日のところはもう寝よう」

「うん……」

　俺は横になったリュカに布団をかけてやった。それからミュウと一緒にソファに横になり、電気を消した。ウルフかなにかの遠吠えが聞こえた。

「ソラ」

　暗闇の中では、ささやくような声もはっきりと聞こえた。

「どうした？」

「本当に……ありがとう」

　ささやくようなその声は、まるで長い年月の孤独が、吐息となって混じっているようだ。

「……いい夢見ろよ」

「うん……」

　彼女の寝息が聞こえるまで、俺はミュウを抱えて、じっと暗闇を見つめていた。
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　狼王は崖の下のねぐらで、じっと静かに身を伏せている。

　夜風が、昼の戦いで負った火傷を冷やした。

　狼王は冷たい孤独を味わっていた。

　ずいぶん長い年月、こうしてきたのだ。

　だからこそ、自分の孤独を侵す者は許せない。

　摂理と秩序を説き、ほかの魔物との融和を押しつけてくる竜王。

　そして、そもそも縄張りが乱れる原因となった〈第五の存在〉。

　どちらも許しがたい。

　崖の下では、魔物どもが群れをつくって眠っている。

「………………」

　狼王は、固い毛並みの前足に、鼻を埋めた。

　ウルフの遠吠えが聞こえる。

　はぐれ者であれば、この森ではそう長くは生きられないだろう。

　自分のように、強くなくては。

　いや、もっと。もっと強くなくてはいけない。

　孤独な者が我が身を守るために必要なのは、なによりも力なのだ――。
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　翌日。

　窓からは、まぶしい朝日が射し込んでいた。洞窟の何か所かに鏡を設置していて、窓を照らすように工夫してあるのだ。爽やかな目覚めはとても大事だ。

　今朝はたっぷりと肉を食べた。リュカもかわいい女の子の姿をしているけれど、けっこうな量を食べた。狼王との再戦のためだ。

「本当に、大丈夫なのか？　昨日の傷もあるだろう」

「体調は問題ないわ。ソラの軟膏と料理のおかげで、すっかり回復した。ありがとう」

「それならいいんだけど……」

　念のためリュカのステータスを確認すると、ＨＰはすっかり満タンになっていた。さすがは竜王の回復力といったところだ。

　ミュウも、もにょもにょと肉を体に吸収している。

「悪いが、お前にはもうちょっと食ってもらうものがあるからな、ちょっとって量じゃないかもしれんけど、まあ頑張ってくれ」

「？」

　俺がミュウを台所に連れていこうとすると、背後からリュカが話しかけてきた。

「私は勝つわ……絶対……狼王に……」

「………………」

　リュカには、吐き出される灼しゃく熱ねつの炎の強力な中距離攻撃、そして短時間の浮遊からの滑空を利用した、鋭い爪の近接攻撃がある。さらに硬い鱗は、高い防御力を誇っている。

　しかしながら。

　狼王はリュカほどの攻撃力や防御力はないものの、スピードはたしかに上回っていた。そして問題はスピードだけではない。昨日リュカを瀕死に追い込んだのは、冷気を巧みに操るその戦法にあった。

　氷を足場として、戦場を有利な地形につくり変える。吹雪によって視界を奪う。冷気によって相手の動きを鈍らせる。表皮を凍らせて防御力を下げ、関節を凍らせて動きを止める。そして大小の氷の刃によるトリッキーな攻撃。

　それに対して、リュカは真正面から敵に立ち向かう正統派の戦い方をしていた。敗北は必然だったと言えるかもしれない。

　ステータスの上では互角でも、戦術面では、狼王の方が一枚上手だ。

　しかし狼王に勝たなければ、リュカも納得できないだろうし、俺たちも前には進めない。

「準備が必要だな」

「策を弄する、ということが言いたいの？　私のやり方じゃないわ」

　リュカは俺の言葉に柳眉を逆立てた。だが俺にも言い分がある。

「いいかリュカ。策を弄したから、俺たちは今生きてるんだ。真正面からぶつかっていくだけが戦いじゃない。生きることだってそうじゃないか。策を弄さない生き物なんていないんだ」

「それは……」

「俺たちは、なんとしても勝つ。そのためには、あらゆる手段を尽くすべきだと俺は思う」

「たしかに……ソラの言う通りね」

　リュカはうつむいて、食事を終えた皿を見つめた。

「私は愚直すぎたのかもしれない」

　その様子があまりに深刻に見えたので、ちょっと励ましたくなった。

「リュカのそういう素直なところは、俺は好きだぞ」

　俺のこんな言葉で、元気になってくれればうれしい。そんな気持ちでいると、リュカの顔が耳まで真っ赤になった。

「………………」

　リュカが、そっぽを向いてしまった。機嫌を損ねたのだろうか。

「あの、怒らせるようなこと言ったかな？」

「……わかんないけど……なんだか顔が熱くなった……着替えてくる！」

　そう言ってリュカはすたすたと寝室に帰ってしまった。

「やっぱり怒らせた……のかな？」

「リュカ、ウレシイ！」

　ミュウが、ぽいんとすねにあたってきた。

「そうは見えなかったけどなあ……」

　俺は皿を片づけながら、狼王との再戦について考えた。

「俺にも、武器がないわけじゃない」

　リュカや狼王と比べれば、俺はちっぽけな人間に過ぎない。向こうがその気になれば、簡単にひねりつぶされてしまうだろう。

　俺の武器は、あいつらの戦いを知っているということだ。岡おか目め八はち目もく。戦っている本人たちよりも、外から見ている第三者の方が、状況や物事を客観的に判断できるということは必ずある。

「勝機があるとすれば、そこだな」

　俺が準備をしているうちに、リュカが着替えてきた。

「今度は必ず勝つ！　私ひとりじゃなくて、ソラたちと力を合わせて！　摂理と秩序のためなら、どんな手を使っても構わないわ！」

　気合十分といった感じだ。リュカは家の外に出ると、竜王の姿に戻った。メキメキと木々が倒れ、巨躯がその姿を現す。

「よし、行こう」

　木々をへし折って歩く竜王リュカの後を、俺はついていく。竜王リュカの大きな背中の向こうから、日が射している。

「………………」

　狼王と戦おうと思えば、あいつの縄張りに入りさえすればいい。戦いの気配を察知したのか、魔物の気配はほとんどなく、森は静まり返っていた。

「そろそろ……あいつの縄張りね……」

　竜王リュカがつぶやいたその瞬間――まるで身を刺すような殺気が体を貫いた。ミュウが震え上がっている。

「縄張りを二度破られたんだ、奴の怒りもひとしおだろうよ……」

　ついに狼王が、その巨大な姿を現した。まるで大気を突き刺すように、銀色の体毛を逆立て、低く唸り声を上げている――その唸りが、言葉となった。

「私の世界を侵すのが、よほど好きらしいな……」

　ピシッと音がしたかと思うと、その口には巨大な氷の刃が咥えられていた。奴の怒りは、接近戦へと気持ちを駆り立てたらしい。

　戦端が――開かれた。

　――ウオオオオオオオオオオオオオオン!!

　戦場に風が吹き、狼王の毛並みをなびかせた。やがてその風が強くなり、鋭い冷気を宿し、狼王の周囲に吹き荒れる。体の動きを鈍らせ、視界を覆う吹雪だ。狼王の微かすかな影が、その中を疾駆する。竜王リュカはそれを狙う――そうなれば昨日の二の舞だ。
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「リュカ、作戦通りだ！」

　――グルルルルルルルルオオオオオオオ!!

　竜王リュカは狼王に構わず、周囲に炎をまき散らした。そうして吹雪は蒸気へと変わる。それでは視界を塞がれていることに変わりはない。しかし、そこで第二の手を使う。

　巨大な翼だ。

　もちろん飛ぶためではない。竜王リュカは翼を羽ばたかせることで、視界を奪う蒸気を払ったのだ。これでは狼王に唯一優位に立てる可能性のある空中戦は捨てたことになる――しかし、この森で戦いと狩りを繰り返すうちに、俺は学んでいた。

　――本当の優位とは、自分が状況を選択できるということだ。

　竜王リュカは、たしかに優位な空中戦という選択肢を捨てた。しかしそれによって、戦いの可能性、広がりは絞られる。その状況を選んだのは俺たちだ。勝ちの目があるからこその選択だった。こういった考え方は、環境を利用して戦う狼王に対しては、かなり有効なはずだ。

　ともかく、竜王リュカの炎と翼によって、視界を奪うという狼王の戦法は封じられた。

　しかし奴は馬鹿じゃない。

　狼王は吹雪による視覚遮断が無効化されたことを悟ると、即座に冷気を戦場の〝周囲〟へとまき散らし始めた。たちまち木々が凍りつき、氷塊となって戦場を取り囲む。眼前に広がるのは、狼王の縄張りを象徴するような、氷で造られた闘技場だ。

「奴のステージをつくりやがった……」

　いくら狼王の姿が見えていても、そのスピードに対応できなければ意味がない。狼王は氷塊を鋭い爪で蹴り、円を描くように疾駆した。

　――ビキッ！

　氷塊が爆はぜたのは、狼王の鋭い蹴りによるものだ。狼王はそのスピードをもって、咥えた氷剣で竜王リュカの背中を斬り抜けた。切断された鱗が数枚飛び散り、背中に赤い血が滲にじむ。致命傷ではないが、何度も受けていては危険な攻撃だ。

　それが再度、再度、再度、再度――狼王は縦横無尽に剣を振るう。背中の傷が増えていく。どうしても人間態たいのリュカが頭に浮かび、俺の胸ははち切れそうになる。

　しかしこれは戦いだ――勝つための戦いだ。

　竜王リュカは長い首に斬りかかった刃を、硬い鱗で弾く。首はあらゆる生物の弱点であるがゆえに、鱗は非常に分厚くできている。しかしそれでも、弱点がないわけではなかった。それは、先日も狙われた腹部だ。竜王リュカは、首への衝撃で大きくのけ反る。

　けして見逃してもらえる隙ではない。

　必ず、必ず、狙われる弱点を、竜王リュカは――とうとうさらした。

　狼王の瞳孔が、ギンと開く。

　奴が狙うのは、柔らかい腹。

　溶けない刃は、そこを深々と食い破るに違いない。

　狼王は、全身のバネを引き絞って、木上の氷塊を蹴り抜いた――はずだった。

　――!?

　狼王の脚は、氷塊に深く沈み込んだ。あり得えない〈柔らかい氷〉。氷塊に潜んでいたのは――。

「カカッタナ！」

　ミュウだ。

　狼王の吹雪に耐えきったミュウだったのだ。

　――ウオオオオオオオオオオオオオオン!!

　脚に絡みついて離れないミュウを、狼王は吹雪で凍りつかせようとする。しかしミュウは、相変わらずの柔らかい体を保っていた。

「なんで凍らないのかって、思ってるだろ」

　俺は戦場に一歩足を踏み入れた。

「こいつは今朝、大量の塩を食ってきた。塩水の塊なんだよ！」

　大量の塩を体内に取り込んだ、ミュウの凝固点はマイナス五十五度。

　さらに竜王リュカの炎も、ミュウを凍らせないために一役買っていた。狼王に気づかれない程度に、ひそかに熱波を送っていたのだ。

　――ウオオオオオオオオオオオオオオン!!

　狼王は、立体的な高速戦闘に、絶対の自信を持っていた。だからこそ、一点の隙を突かれれば、ペースはたやすく崩れる。必死でミュウと格闘する狼王――その瞬間こそが、俺たちの、傷を受け続けた竜王リュカの、戦術の結実だった。

　竜王リュカはその巨躯で大きく跳躍し、鋭い爪を狼王に突き立てた。慌てて避難するミュウ。憎しみを瞳に宿す狼王。嵐を巻き起こすほどの竜王リュカの呼気。そして放たれるのは――。

　――グルルルルルルルルオオオオオオオ!!

　ごうっ、と熱風が吹いて、俺は思わず顔を覆った。

　灼熱の炎が、氷塊を蒸発させ、木々を炭化させ――狼王の白い毛皮を焼いた。

　――ウオオオオオオオオオオオオオオン!!

　力を失った狼王は、溶けた氷の刃と共に、木の上の足場から地上へと落下した。

　決着が――ついた。

　俺は倒れ伏した狼王へと駆け寄った。

　リュカは背後へと回って、俺たちを見下ろしている。木の上から氷が溶け落ち、焼け倒れた木々の上で蒸発する。狼王は瀕死の状態でありながらも、ギラギラと輝く瞳で、俺を睨ねめつけた。

「……すべてはお前の差し金だったのか……脆弱な人間だと思って放っておいたが……先にお前を殺すべきだった……」

　悔しげに、牙を見せて唸った。

「………………」
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　竜王に敗北した。

　いや、竜王と人間に負けたのだ。

　負けるはずのない戦いに負けた。

　悔しくて仕方がない。

　秩序の体現者たる獄炎竜リンドヴルムは、私のことをけして許さないだろう。

　しかし、たとえこのまま首を落とされても、私は首だけであの人間の頭を噛み砕いてやる。

　それが私の生き方であり、死にざまだ。

「………………」

　死を目前にしているからだろうか。

　心に浮かぶのは、昨日の静かな夜の、あの冷たさだった。

　なにも好きで戦ってきたわけではない。

　あったのは、いやらしく群れる魔物どもに対する嫌悪感だ。

　ただ、ひとりでいたかった。

　自分ひとりの領域――そこには摂理も秩序もない。

　静かな安寧だけがある。

　私はそこに、身を浸していれば、それでよかったのだ。

　見上げれば、小こ癪しゃくな策を弄した憎い人間の顔がある。

　こいつに首を落されると思うと、悔しくて仕方がない。

　しかしその人間は、あろうことか――私に頭を下げた。

「すまない、俺のせいだ」

　人間は、言葉を続けた。

「俺が〝第五の存在〟なんだ。縄張りが崩れたのは、すべて俺の責任だ。だからお前は戦わなくてはならなくなった。本当に……本当にすまなかった！」

「なにもソラが謝ることはないわ」

　竜王が、ソラとかいう人間のうしろで低く声を響かせた。

「私たちは秩序のもとで、手を組んで、仲間になるべきなのよ。それこそ、生物としてのまっとうなあり方だわ」

「俺は……そうとも言いきれないと思うんだ」

　ソラは、私の顔を覗き込んだ。

「仲間をつくることも、孤独を選ぶことも……たぶんどちらも同じように大事なものだと俺は思う」

　私はソラの言っていることが信じられなかった。二匹の魔物と手を組んでいる人間が、孤独を語るなどと――私はますますこの人間が許せなくなった。

「御託はいい……殺せ……っ」

「俺にその権利はない」

　ソラは言った。

「お前の孤独を侵す権利は、俺にはない」

　私の孤独の、なにを知っていて、そんな言葉を――。

　悔しくて、あまりに悔しくて、涙が滲んでくるのがわかる。

　私が毎夜、味わってきた、あの冷たさ。

　それを、なんでお前が認めるんだ。

　私は私の孤独を守るために、戦ってきたというのに。

「仲間を引き連れているお前が、どうして……」

「誰かの大事にしているものを土足で踏み荒らす気にはなれない。それだけだよ」

　ソラはそう言って、草の塊のようなものを私の前に置いた。

「動けるようになったら、これに体をなすりつけるといい。回復が早まる」

　草の塊からは、あの、夜の匂いがした。

「俺は近いうちに、この森を出るつもりだ。これ以上迷惑はかけない。俺は、お前の孤独を尊重する。しばらくすれば、お前の孤独はちゃんと返ってくる」

　ソラは、私の目を真っすぐ見て言った。

「約束、する」

　そう言って、踵きびすを返した。

「さあ、行こう」

「わかった……」

　竜王もミュウも、ソラに従い、歩き始めた。

　緊張が解けた私は、胸の中で起こっている奇妙な変化に戸惑っていた。

　なにかが、私を奮い立たせていた氷のようなものが、溶けていくこの感覚。

　ソラの言葉が、耳じ朶だの奥でリフレインする。

『俺は、お前の孤独を尊重する』

　最初は悔しかった。

　私の孤独を、知ったふうな口で語られることが、本当に悔しかった。

　でも、初めてなのだ。

　私の孤独を、理解してくれる者が現れたことは。

　初めてのことだった――この感情はなんだろう。

　私はこれまでずっと、この身を孤独に浸してきた。

　けれども、けれども――孤独を認めてくれた唯一の理解者を、私は失いたくない。

　この感情も、生まれて初めてのことだ。

「待って……くれ……」

　思わず声に出ていた。

「私は……」

　自分の言葉を、止めることができなかった。

「……お前たちの、力になりたい」

　気づけば、竜王が人間の姿に変貌していた。信じがたい現象だ。この人間の力だろうか。現象自体も驚きだが、それ以上に驚きなのは竜王がそれを素直に受け入れていることだ。竜王が私を訝いぶかしむ様子を隠さなかった。

「……なにをたくらんでいるの？」

「たくらみがあるかどうかは……」

　私は人間を――ソラを見つめた。

「私にたくらみがあるかどうかは……ソラが判断することだ……」

　すると竜王がさらに問う。

「そもそも、なぜあなたがソラに協力するの？」

「お前にしてもそうだろう……お前はなぜそこの人間に協力している……」

「それは……不断の契りを交わしたからよ。誓約の首輪で」

　そう言って竜王は、首に巻いた赤い透明の首輪を、私に示した。

「なるほど……誓約は形で……か……ならば……人間よ……」

　再びソラに目を向ける。

　決心した。

「私と……不断の契りとやらを結べ……」

　ソラは、私の孤独を認めてくれた。その理解者を、失いたくない。孤独と理解。このふたつが、不思議と心の中で混ざり合った。

「わかった。でも、本当にいいんだな？　誓約の解き方は、俺にもわからないんだ」

「もとより……覚悟の上……」

　ソラが宙に手をかざすと、青い透明の首輪が出現した。

　首輪は、まるで質量を持たない物のようにふわりと、私の体に溶け消えた。

　不思議な力が漲ってくる。

　竜王の炎で瀕死に陥っていたはずの、体が、動く。

　私は立ち上がり――そこで、ぐうんと世界が拡大した。

　気がつけば私は、人間の雌になっていた。

　竜王と同じような姿だ。髪の色は、もとの体毛と同じ銀色だが、細くさらさらとしている。胸の出っ張りは、竜王よりもささやか、というか、ほんのり膨らんでいる程度だった。それにしても体毛の少ない体だ。少しばかり落ち着かない。

「ソラ」

　呼びかけてみると、声も変わっていることに気がついた。そして当の呼びかけた相手、ソラは、しばらく私の体を血走った目で見つめた後、

「………………ぐえっ！」

　首を竜王に掴まれて、ねじ切らんばかりに逸そらされていた。

「なんだよリュカ！」

　竜王は、今はリュカと名乗っているらしい。

「私のときもそうだったけど、なにをまじまじと眺めてるのよ！　駄目！　よくわからないけど、そういうのは駄目！」

「いや、ちょっと驚いちゃって、その……」

「さっさと狼王の服を作って！」

　ソラは私に背を向けて、まだ溶け残っている氷塊に手のひらをかざした。

　すると氷塊が奇妙に引き歪み、ねじくれて、あっという間に、リュカが身につけているようなものへと変化した。服――と、竜王は言っていた。ソラや竜王と同じように、これを身につける、というわけか。

　私は後ろ手に渡された服を、素直に受け取った。

「………………」

　幼い頃を振り返っても、私は木の実ひとつ、誰かから与えられたことはない。我が身ひとつで生きてきた。

　――この、服、というもの。ソラが私のためだけに作ったもの。

　それを私はなんの疑問も持たずに、素直に受け取った。

　他者から、木の実ひとつ受け取ることがなかった私が、だ。

　このちっぽけなひとりの人間によって、私のなにかがつくり変えられたのだ。

　服を抱く私の細い腕が、震えていた。

「私は……お前に……なにか言わなければならないんじゃないか……？」

　そんな気がした。ソラは答える。

「お礼なんていいよ。ただ……気に入ってくれたら、うれしいかな」

　私は服に袖を通した。私の作った氷塊を変化させて作られたものだ。体毛の少ない肌に、実によくなじんだ。

「ああ、気に入った」

　自分の素直さが、少し怖くなる。不思議なことだ。

　ソラが作ったものを身にまとうことで、なにか私の根本的なものが変えられてしまう気がする。

　それよりももっと不思議なのが――その感情がけして不愉快ではないということだった。




＊　　＊　　＊




「狼王フェンリル、貴様は……」

「そう呼ばれるのは好きじゃない」

「む」

　俺たちは家に帰り、リュカをベッドにうつ伏せに寝かせていた。治療のためだ。リュカは手から熱波を出し、ミュウにあてて温めている。

「リュカ！　アッタカイ！　キモチイイ！」

　狼王の火傷は、人間の姿に変わったときに、不思議と消えていた。おそらく火傷は状態異常であって、それは誓約の首輪による強化でリセットされたのだろう。ダメージは蓄積されているだろうけれど、体の表面には――うっかりじっくり見てしまったが、傷はないようだった。

「フェンリルと呼ばれるのは好きじゃない」

　俺の横に立っている、狼王が言った。

「いつの間にか、誰かから押しつけられていたものだ」

「私だってそうよ。だから、ソラからはリュカと呼んでもらっているわ」

「リュカ」

「う……うん」

　ふたりのやり取りはぎこちない。それはそうだ、ついさっきまで命がけの戦いをしていたのだから。それよりも、狼王の名前だ。名前がなくては、さすがに不便だ。

「そうだな……フェリスってのはどうだ？」

　リュカの背中に軟膏を塗りながら、ふと思い浮かんだ。

「フェリス……フェリスか……」

　彼女は胸に手をあてて、じっと考え込んでいるように見えた。

「気に入らないんだったら、リュカみたいに自分で考えてもいいし」

「そうじゃない。私は……私は、フェリスだ……」

　フェリスはなにかを噛みしめるように、目を閉じた。

「気に入ってくれたかな」

「この服と、フェリスという名。どちらも、気に入った」

　そう言って、フェリスは俺のうしろに回った。

「どうした？」

「傷を負っているな。おそらく戦いの際に、飛び散った氷にやられたのだろう」

　自分じゃ気づかなかったけれど、そういえば背中がひりひりする気が、なんとなく。

「あんまり痛くないし、大丈夫じゃないか？」

「いいや、駄目だ。私もナンコウを塗ろう。服を脱げ」

「ありがとう……」

　俺は素直に上の服を脱いだ。

　フェリスは薬壺から、軟膏を指にたっぷりと取った。

「では塗るぞ」

　ミュウをリュカが温め、そのリュカを俺が治療し、その俺をフェリスが治療するという、なんだか変な感じになってしまった。

　少しだけ冷たい、細い指が、なめらかに背を這う。

「ちょっ、フェリス、くすぐったいって！」

「動くんじゃない」

　フェリスはそう言って、手のひら全体で軟膏を塗り広げた。たいした傷じゃないと思うのに、フェリスは熱心だ。

「そうは言っても、うひょっ、そこは弱いんだって！」

「ここがソラの弱点か？　克服しろ」

「そういう意味ではなくって！　んあっ！」

「………………」

　気づけばリュカが、むっとした顔で俺を見上げていた。治療を忘れている、いかんいかん。

「ごめんリュカ、続けるね」

「あー、なんだか脇腹が痛くなってきた！　ソラ、軟膏を塗ってちょうだい！」

「でも脇腹に傷なんか」

「いいから！　目には見えないダメージがあるはずなの！」

「お、おう」

　まあ、軟膏はたっぷりあるし、傷のないところに塗ったからって副作用はない。むしろ肌つやがよくなったりする。俺はリュカの脇腹に軟膏を塗り始めた。

「ソラ……もっと上」

「……ここ？」

「……もっともっと上」

　塗る場所が、どんどん危険な領域に入ってきた気がする。

「あの、ここまでくると……」

「いいから揉もんで……じゃなくて塗って」

　きわどい。かなりきわどい。俺がおずおずと柔らかいところに指を伸ばすと、リュカの体がぴくんと跳ねた。

「ひゃうんっ！」

「だ、大丈夫か？」

　指先が、ふにゅんと柔らかく肌に沈み込む。軟膏のせいで表面はなめらかさを増していて――はっきり言ってだいぶエロい。いやいやいや、これは治療だ！

「リュカ、いやならやめるぞ」

「……いいから続けて」

「わ、わかった」

「……んっ……ふふん」

　リュカは耳を赤くしながらも、なぜか勝ち誇ったように言った。

「フェリス、私とソラは強い絆で結ばれているから、こんなことだって全然……ああんっ！」

「そうか、私にもできるぞ」

　フェリスはスッと脇の下に手を伸ばし、

「こうか？」

　指先でつうっと撫でた。

「ひゃはうんっ！」

　背筋に電撃が走り、我ながらキモい声が思わず出てしまう。

「そ、そんなとこ、怪我してないだろ！」

「ソラも、怪我をしていないところに軟膏を塗っている」

「そ……それは……」

　慌ててリュカの肢体から手を離すと、

「なにしてるのよ！　ソラ！　私の……その……ここに軟膏を塗って！　早く！」

　なぜか怒られる。急かされる。

「ソラ！　エッチ！　ソラ！　エッチ！」

　すっかり温まったミュウが、抗議の声を上げる。フェリスはフェリスで、

「こうか？　これでいいのか？」

　相変わらず俺の体をくすぐり続ける。俺の指はリュカの柔らかいところに沈み――ああ、もう、滅茶苦茶だ。

「はい！　もう終わり！　これだけ軟膏を塗ったらもう大丈夫！　俺は今日の晩飯を作ります！」

　俺は逃げるように、台所へと走った。




　今日の料理はカレーだ。小麦粉がなくても、野菜とスパイスが揃えば、やり方次第でそれなりのカレーを作ることができる。米に似たイネ科っぽい植物も見つけたし、最近の食生活はとても充実しているのだ。

「ソラ」

　料理中に、突然背後から呼びかけられた。

「びっくりしたよ、フェリスか。どうした？」

「少し外の風にあたってくる」

「オーケー、行っといで」

　思えば、彼女はずっと外で暮らしてきたのだ。リュカはすぐに慣れたけれど、一匹狼だったフェリスは、屋内という空間に違和感を覚えているのかもしれない。

　カレーができあがっても、フェリスは帰ってこなかった。

「いただきます」

　リュカとミュウと一緒に、カレーを食べる。

「これはうまいわ！」

「カレー！　オイシイ！　オカワリ！」

「はいはい」

　俺はふたりのおかわりをよそってやって、自分の分をささっと食べ終えた。我ながら上出来だ。フェリスもお腹なかを空すかしている頃だろう。

「どこへ行くの？」

「フェリスにカレーを持っていこうと思ってさ」

「ふん、フェリスね。いいわ。行ってらっしゃい」

　リュカは不満そうな様子だったが、俺を止めはしなかった。

「さっさと行って、さっさと帰ってくるのよ」

「了解」

　俺はフェリスの分のカレーを用意して、洞窟の外に出た。フェリスは、外にある岩に座っていた。夜風が吹いている。

「冷えないか？」

「ああ、慣れている」

　フェリスは、ぶっきらぼうに答えた。

　今にも光が降ってきそうな、満天の星だ。

「カレー食うか？」

　俺は岩に座っているフェリスの、小さな背中に話しかけた。カレー皿からは、湯気が立ち昇っている。

「そんな食料は、この森のどこで採れるんだ？　見たこともない」

　こちらを振り向いたフェリスが、不思議そうに小首をかしげる。

「俺が作ったんだよ。料理ってやつだ」

「お前はいろんなことができるんだな」

「そうでもないさ。さあ、食べて」

　フェリスはおずおずと皿を受け取った。

「これで食べるんだ」

　俺はカレーをスプーンですくって、フェリスの口へと運んだ。

「んん……」

　フェリスはゆっくりとカレーを味わっている様子だった。

「うまい。少しピリピリして、でもそれが気持ちいい」

　そう言って、俺の手からスプーンをもぎ取った。

「自分で食べられる」

「そうだよな、悪い悪い」

　俺は熱心にカレーを食べているフェリスの横に座った。するとフェリスは、スプーンの先を皿の端に置いた。

「どうしてだろうな……本当に不思議だ……」

　フェリスは、じっとカレー皿に目を落としている。

「お前が差し出すものだけは……なぜか素直に受け取れてしまうんだ……」

「そういう経験、ないのか？」

「ない……私は生まれて今まで、木の実ひとつ誰かから受け取ったことはない……命乞いに差し出されたものも、すべて蹴散らしてきた……」

　そう言って、またカレーをひと口食べた。

「お前のこのカレーは……どうあっても捨てたくない……どうして……だろうな……」

　フェリスの青い瞳から、つうっ、と涙が流れた。
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「本当に……わからないんだ……」

　涙は次々とあふれてきた。フェリスはしゃくり上げながらも、カレーを口に運んでいく。

「どうした!?　やっぱり辛かったのか!?」

「ああ……そうだ……」

　そう答えて、フェリスは皿とスプーンを置いた。カレーを食べ終えたフェリスに、俺はハンカチを渡す。フェリスは涙を拭って、それから口もとを拭いた。

　それでも涙は止まらない。

「そうだ……辛いんだ……」

　フェリスはそう言って、俺の胸もとに顔をうずめた。

「カレーが辛いから……きっとこうなってるんだ……胸が熱くて……」

　服が涙に濡れて、夜風に冷えていく。

「溶けて……しまいそうなんだ……」

「悪い、今度からは甘口で作るから！」

「いやだ……あの味がいい……」

　フェリスは俺の背中に手を回した。

「え、あの、ちょっ」

「しばらく……こうして……いさせてくれ……」

　濡れた服の向こうから、再び体温が伝わってきた。

「………………」

　恥ずかしながら告白すると、女の子に抱きしめられたのは、生まれて初めてのことだった。どうしたらいいのかわからない。なんかドキドキしてきた。少しだけ考えて、俺はおずおずと、フェリスの背を撫でた。フェリスの背中は、ほっそりと、小さかった。

　静かな夜だ。

　そこで突然声をかけられたものだから、思わず体が飛び跳ねた。

「ソラ！　フェリス！　イタ！」

　ミュウ。そして、

「ソラ、いつまで外にいるの？　さっさと戻って……」

　リュカの声だった。

「あなたたち、いったいなにをしているの!?」

「な、なにって、ほら、だって、寒いから……！」

　俺は慌てて背中から手を放したが、フェリスはますます強く俺の胸もとに顔をうずめてきた。

「お、おい……」

　フェリスは俺の胸から首筋に、濡れた顔をすべらせる。そうして俺の耳もとにくちびるを寄せて、ささやいた。

「今の私の顔を……リュカには見られたくないんだ……」

「……わかったよ」

　振り向くと、リュカがこちらをじっと睨んでいる。

「そうか、それはそれは寒いんでしょうね。私の炎で暖めてあげてもいいのよ」

「あ、あはは……それはカンベンかな……」

　結局フェリスの涙が乾くまで、俺はリュカに睨み続けられた。

「ソラ！　フェリス！　ハグ！　ハグ！」

　ミュウが囃はやし立てる。リュカの眼力がますます鋭くなる。ちょっとこれは、竜王のときよりも怖いかもしれない。










第五章　固有種集結




　朝食は、フルーツサラダと干し肉のスープ。

「これで、ようやく森脱出の算段がついたな」

　四体いる固有種の、半分が仲間になったのだ。つまり単純に考えれば、森の約半分を自由に通行できることになる。

「やっと、って感じだ」

　俺が感慨にふけっていると、フェリスは熱いコロガリイモをハフハフと食べながら、言葉を返した。

「ソラは、この森を、ふむぐ、出たいの？」

「いつまでも森にはいられない。外の世界を見たいんだ」

　フェリスはコロガリイモを飲み込んだ。コロガリイモはその名の通りその辺に転がっているイモで、粘りがあって大変舌触りがいい。

「私も、以前この森を出ようとした」

「どうしてまた。君は縄張りを守る固有種だろう？」

「この森は、広いとはいえ、閉じられた場所だ。だから縄張りを守らないと、自由を保てないんだ。私は外に出て、もっと自由を感じたかった」

「でも今ここにいるってのは、理由があるんだろうな」

「そうだ」

　フェリスは柔らかく煮た干し肉を、むぐむぐと噛んで、飲み込む。

「この森は、迷宮と呼ばれる巨大な壁に囲まれている。ところどころに隙間はあるのだが、どう進んでも森に戻されるんだ。幻術のようなものがかけられているらしい」

「迷宮に幻術……か」

　そもそも、なぜこの森を囲む迷宮などというものが建てられているのだろう。まるで檻じゃないか。

「つまりここを出るには」

「迷宮の攻略が必須だということだ。しかし私ひとりではどうにもならなかった。我々四人でも厳しいだろう」

　錬金術師としての俺の成長率がどれだけ高いといっても、リュカやフェリスのような固有種の力に届くには、どれだけかかるのかわからない。それに、フェリスにはまだ大事なことを聞いていない。

「フェリスは、まだ森を出たいと思っているのか？」

「もちろんだ」

　フェリスは即答した。

「私とソラの利害は一致している。私はソラと共に森を出る」

「みゅ！　ボクモ！　ボクモ！」

　ミュウが椅子で跳ねる。そんな話をしているうちに、食事が終わった。皿を片づけると、俺はステータス管理をすることにした。ここのところ、いろんなことがあったし、ステータスが伸びているかもしれない。

　早速ステータスを開くと、見覚えのないスキルが追加されていた。




【獄ごく炎えん焦しょう熱ねつ】：すべてを焼き尽くす、強力な炎を発生させる

【絶ぜっ対たい零れい度ど】：すべてを凍りつかせる、強力な冷気を発生させる




「……いつ手に入れたんだ？」

　最近、こんなすごそうな魔石を《分解》した覚えはない。俺はスキルの詳細画面を開いた。

「そうか！」

　思いあたることはひとつ、誓約の首輪だ。おそらくこれをリュカとフェリスに与えたことで、もたらされた効果に違いない。これは強い武器になりそうだ。

　しかし――フェリスが叶かなわなかったという、迷宮攻略の一手としては弱い気がする。俺はリュカに話しかけた。

「迷宮について、少しでも情報が欲しいんだ。リュカはなにか知らないか？」

「え……あ、ああ、私？　えっと……」

　リュカはなんだかぼんやりした様子で、ミュウを抱えていた。

「私は……森を出ようなんて思ったことはなかった……縄張りを守って、魔物を導くのが私の使命だから……」

　そう言って、ミュウを膝にぎゅっと抱いた。

「ん……なんかヘンな感触。ミュウはどうしたの？」

「どれどれ」

　ミュウを覗いてみると、体が白っぽくなっている。触ってみると、

「ゴムみたいになってるな……どうした？」

「ゴム！　ゴム！」

　新しい能力を身につけたらしい。

「そうか、前にモグモグマツの樹脂を食べさせたんだったな」

　モグモグマツの樹脂は少し甘みがあって、ガムみたいにいつまでも噛んでいられる。この間見つけたので、ミュウにも食べさせたのだ。しかしミュウは噛むことなしに、ゴクンと飲み込んでしまった。それで得えた能力ということか。

「おもしろい感触だ、なあリュカ」

「ああ……うん、そうね……」

　リュカは、相変わらず心ここにあらずだ。

「どうかしたのか？　調子が悪いなら言うんだぞ」

「いや、そういうわけじゃないのよ……ありがとう」

　そう言ってリュカは、ぼんやりと窓の外を眺めながら、ミュウを撫でていた。

　洞窟の外では、小雨が降っている。

「………………」




＊　　＊　　＊




　昨日の夜、外でソラとフェリスが抱き合っていた。

　それを見かけた私は「それはそれは寒いんでしょうね」などと軽口を叩いた。

　しかし同時に、胸に奇妙な痛みが走ったのだ。こんなのは生まれて初めてのことだった。

　仲間になったフェリスが、ソラと友好な関係を結ぶのは、とても好ましいことであるはずだ。それが雄と雌の関係であっても構わない。ソラは私の命を救った。そして私はソラが森を脱出することに協力する。私とソラとは盟友なのだ。

　それなのに――どうしたわけか、私はソラとフェリスの仲睦むつまじい姿を、喜ばしく思うことができない。

　今朝になっても、いまだその気持ちを引きずっている。自分の愚かさが腹立たしい。

　私はいったいなにを求めているのだろう。

　摂理と秩序が保たれていれば、それで十分だった。

　それだけを抱えていた胸の片隅に、今は――ソラがいるのだ。

　心の中で、奇妙なズレが起こり始めている。

　けしてもとには戻らない――致命的な。

「リュカ！」

　ゴムからもとの姿に戻ったミュウが、私に話しかけてきた。

「リュカ！　モリノソト、デル！」

　私は、自分が思っていた以上に、ひどく動揺した。ソラが笑顔を見せる。

「いいんじゃないか。外がどんな所だかは知らないけれど、見聞を広げるのは悪いことじゃないと思うぞ」

「私も、ソラがいいと言うのであれば賛成だ」

　食後のお茶を飲みながら、フェリスがうなずく。ソラが続けた。

「こう言うと自分勝手だけどさ、リュカがいると心強い」

「私は、その、ソラと一緒にいたいと思ってる……」

　口ごもりながらも、私は正直な気持ちを打ち明ける。

「でも……」

　私は、獄炎竜リンドヴルムは、森の秩序を守るべき存在だ。私が森を去れば、魔物たちは再び終わらぬ争いを始めることだろう。私の力は、森を治めるためにある。

　その私が、ソラと――。




＊　　＊　　＊




　俺はリュカに向けて手を伸ばした。リュカは本当にいい仲間だ。彼女がいれば心強いし、旅はうんと楽しくなるだろう。それに、今までずっと森で生きてきたリュカに、外の世界を見せてやりたい。

　ふと窓を見ると、霧のようだった小雨が、すさまじい土砂降りになっていた。雷が轟とどろいて、洞窟内に響き渡る。

「こんなに天気が悪い日は、この森に来て初めてだな……」

　そんなことを言いながらリュカとフェリスを見ると、ただごとではないという表情をしている。

「面倒なことになりそうだな」

　フェリスがつぶやいた。

「ソラ、外に出よう。挨拶をしたい奴が来たらしい。私も同行するわ」

　なにが起こるのかはわからないけれど、俺たちはとりあえず洞窟の外に出ることにした。降り注ぐ雨にずぶ濡れになりながらも、俺は空を見上げた。

「それにしてもひどい天気だ……」

　その瞬間、背後でドンッと、すさまじい雷鳴に鼓膜を貫かれた。思わず振り向くと、洞窟の上の高台に――。

「皆様におかれましては、ごきげん麗しゅう……」

　そこにいたのは、雷をまとった巨大な鳥だった。竜王、狼王に引けを取らない、すさまじい威圧感だ。

「そうでもない」

　フェリスが巨大な鳥を睨んだ。

「同感ね」

　リュカも視線を上に向ける。

「まあ、ヒドイ挨拶ですこと！　と、おふたりはもしや竜王に狼王？　そんな姿になって、いったいいかがなされたのかしら？」

「私がそれに答える必要があるの？」

　巨大な鳥のフランクさに対して、リュカは敵意むき出しだ。フェリスも、油断なく相手を見つめている。

「わたくしは、不死鳥と申します。森を治める固有種の一角です」

　不死鳥は羽を広げ、うやうやしく胸もとにその先端を向けた。

「〝第五の存在〟として名高いあなたにお会いできて、大変うれしく思っております。ご挨拶が遅れ、大変失礼をいたしました。あなたの実力は聞き及んでおります。これから悪魔の森に調和をもたらすよき隣人として、末永く仲よくいたしましょう」

　相づちを打つように、雷が轟く。

「竜王は少しばかり血の気の多いお方ですし、狼王は他者と相あい容いれないお方。それに比べれば、わたくしなどは話し相手にちょうどよいかと存じますわ。なにを話すにしてもまずはお名前からです。ぜひぜひ伺いたいですわ」

「俺は、ソラだ」

「まあ、素敵なお名前。ソラ様！　きっとさぞ素晴らしい謂いわれがあるのでしょうね！」

「なんか、生まれた日の天気がよかったとかで」

「なるほどなるほど、それはそれは。〝第五の存在〟であられるソラ様は、この洞窟近辺が気に入っておいでということでしょうか？」

「気に入るというか……最初は不可抗力って感じだったかな。そもそも俺はさ……」

　言葉を続けようとすると、リュカが耳打ちしてきた。

「奴に弱みを見せるな……」

　俺はひそかにうなずく。軽いノリで話しかけてくるけれども、気軽に接してよい相手ではないようだ。

「まあ、どんな経緯であれ、ここに居を構えていらっしゃるということは、この辺りがソラ様の縄張りとして考えてよさそうですね。となるとここは狼王と竜王の縄張りに接していますから、おふたりからはソラ様への陣地割譲が必要と考えていいでしょう。しかしわたくし不死鳥の縄張りとはずいぶん離れていますから、そこは互いに不干渉ということで合意を得えたいところです」

　恐ろしくよくしゃべる奴だ。

　リュカは相変わらず、不死鳥に不審な目を向けている。

　フェリスに至っては、軽蔑しているようにさえ見えた。

「しかしながらわたくしの縄張りには素晴らしいムケコロの木がありまして、これがたいそう美味な実をつけるのです。飛び地にはなってしまいますが、ここを一部ソラ様の縄張りとし、代わりにレインボーフルーツの実る一角をわたくしに譲っていただければありがたく存じます。というのもムケコロの実は体力回復に大変効能があり、対してレインボーフルーツは魔力の補充に向いています。わたくしたちの性質を考えると、やはり交換した方が互いの利益になるかと」

「耳を貸さなくていい」

　フェリスが声を上げた。

「私とソラはこの森を出る！」

「ボクモ！　ボクモ！」

「そうだな、お前もだな。フェリスの言うように、俺たちは迷宮を攻略してこの森から脱出したいんだ」

　すると、不死鳥はぶるっと体を震わせた。

「なんと、ということは森の縄張りを手放すとおっしゃる！　そうなると狼王の縄張りは竜王とわたくしで分割……いや、しかし山岳地帯は飛行能力のあるわたくしにしか活用できない以上、ここは自然とわたくしのものに……しかしそれを条件にほかの縄張りを引き渡すのはいささか……いえいえこれはこっちの話で、まあ、竜王に残ってさえいただければ、森の統治に問題はないかと存じます。秩序を保つために、お互い頑張りましょう！」

　不死鳥がこんなことを言っている間に、ぽいんぽいんとミュウがすねにぶつかってきていた。

「ソラ、イウコト、アル……！」

「たしかに……そうかもしれないな」

　俺はミュウを撫でて、それから、不死鳥に向けて言い放った。

「リュカは、俺たちと一緒に森を出る！」

　その言葉を聞いた瞬間、不死鳥は大きく身震いした。

「まさか！　まさかまさかまさかまさか！　摂理と秩序の護まもり手である獄炎竜リンドヴルムがこの森を去ろうなどと、そんなそんな、冗談が過ぎます！　とんでもない！」

「不死鳥……これは冗談じゃないわ……」

　リュカがつぶやくように言った。生まれ育った森を離れるのは、勇気がいることだろうと思う。けれども、リュカはとうとう決断した。

「私は……森を出る！」

　そう言い放った瞬間、雷がそこら中に落ちて、木を焼き、岩を割り、すさまじい音を森に響かせた。不死鳥は羽をばたばたいわせて、あからさまに動揺している。

「そんな、そんなそんなそんなそんなことが許されようとでも!?」

　俺は不死鳥に背を向けて、リュカと目を合わせる。

「よく決断したな。仲間として、俺たちと一緒に来てほしい」

「ありがとう、やっと踏ん切りがついたわ。私たちは不断の契りを交わしたんだから。どこまでもついていくから！」

　俺が伸ばした手を、リュカは握った。その背後で、不死鳥が叫ぶ。

「あまりに自分勝手！　あまりに常識を欠いています！　わたくしと共に森の平和を守ってきたのではありませんか！　これは明白な裏切り行為です！　縄張りが欲しいのは事実ですが、竜王と狼王を失った森を統治するのはあまりに……あああもう！　これでは森は〝混沌の地獄〟へと逆戻りではありませんか！」

　視界が真っ白になるほどの強烈な落雷。思わず目を覆うその向こうで、不死鳥が羽ばたくのが聞こえた。

「あなたの過失です！　明白な！　明白なあなたの過失です！」

　そんな捨て台詞ぜりふを残して、不死鳥は飛び立っていった。

　不死鳥がいなくなると、雨がやみ、再び雲間から朝の光が射した。濡れた森の中で、俺たちは立ち尽くしていた。

「いつまでもこうしてるわけにはいかないな。詳しく話を聞きたいところだけど、とりあえずはシャワーだ。風邪を引くといけない」

　リュカとフェリスが先にシャワーを浴びて、それから俺とミュウ。三人と一匹で、リビングのソファに座った。コンデンスヤシの白い樹液を温めて、マグカップに注ぐ。

「不死鳥の言った〝混沌の地獄〟ってのは、特に気になったな」

　テーブルにマグカップを置くと、リュカは、ありがとう、と受け取った。

「古い話をしないといけないようね」

　そう言って、樹液をひと口飲んだ。俺もマグカップを傾ける。とろりとした温かい樹液は、先ほどの嵐を忘れさせてくれる、優しい味がした。

「………………」

　リュカはマグカップをじっと見つめて、話を始めた。俺は、それにじっと聞き入った。

「ずっと昔のことよ。この森には秩序なんてものはなかった。強い者が弱い者を食らうだけでなく、強い者同士ですら、互いを食らい合っていたわ。この森で、敵でない者はひとつもなかった」

　俺は、この森に来たばかりの頃を思い出す。すべての魔物があのときの俺のような状態ならば、悪魔の森は今以上の地獄だったことだろう。

「そこで生まれたのが私たち固有種……つまりほかの魔物とは別格の強さを持った個体よ」

「なるほど、そこでようやく秩序が……」

　そこまで言って、俺は思わずマグカップを取り落としそうになった。

　俺は――俺は、とんでもない提案をしてしまったのだ。

「そんな顔しないで」

　リュカは、ぎこちない笑みを浮かべる。

「ソラは勘がいいわね。そう、森の秩序を保ってきたのは〝平定者〟である私や不死鳥なの。私がここを去れば、また混沌が……でも……私は……」

「すまなかった」

　俺はリュカに頭を下げた。ミュウが、ぽにょっと体をくねらせた。

「俺は無責任に、君を森脱出に誘ってしまった。君には責任があったんだな。それを無理に」

　彼女には、〝平定者〟という立場があったのだ。彼女が森を守っていた。それを俺は、無理に引き抜こうとしたのだ。深い後悔が胸を焼いた。

「やめてちょうだい。無理に、じゃないの……ただ私は……」

　リュカはそう言って、フェリスに視線を移した。そうして、自嘲する。

「滑稽に見える？　笑いたかったら笑えばいいわ。あなたの宿敵が、これほどぶざまな姿を見せるとは思わなかったでしょう……」

「笑えないな」

　フェリスは、リュカを鋭く睨んだ。

「笑うどころか、吐き気がする。怒りがこみ上げてくる」

　マグカップをゴンと置いて、立ち上がった。

「獄炎竜リンドヴルム、お前には覚悟がない。お前のような半端者がいなければ滅ぶ森など、滅んでしまえばいい」

「なにを言うの、この森は……」

「この森は、なんだ」

　フェリスはリュカを見下ろす。

「この森が、いったいなんだというんだ」

「なんであろうと、私には治める責任がある……その力を持っているから……」

「力があるから責任があるというのか、馬鹿馬鹿しい。責任は行動に伴うものだ。お前に力があろうと、なかろうと、それは変わらない」

　ひとり孤独を育んできた、フェリスの言葉は重い。

「お前はソラに助けられ、ソラに手を差し伸べられ、その手を取った。この森の魔物どもをなだめるために、お前は一度握った手を振り払うのか。それがお前の言う責任ならばそれでいい、好きにしろ」

　フェリスは再びソファに座り、樹液を口にして目を細めた。リュカは膝の上でこぶしを握り、肩を震わせていた。リビングを、静寂が支配した。俺も、なにも言えなかった。ただ、見守るしかない。

　リュカはやがて、ぽつり、と言った。

「私は……本当に馬鹿だ……」

　こぶしの上に、涙が落ちた。

「しょせんはひとり……狂った森で気張っていただけの馬鹿だわ……ただ、うれしかったの……ソラに森を出ようと言われて……本当に……うれしかった……そのときすべてを忘れた……」

　リュカは赤くなった目で、俺を見た。

「私は……ただソラといたいだけなの……」

　次から次へと、涙があふれ出てくる。

「こんな馬鹿を誘ったことを、後悔してるんじゃない？　……自分のために、この森を〝混沌の地獄〟へと戻そうとしているこんな私を……」

　肩を震わせながら、リュカは続ける。

「……ふたつの相反する責任を、考えなしに負ったこの私を……ソラと一緒に森を出る約束と、この森の〝平定者〟であること、どっちも私は捨てられないの……怖いのよ……」

　涙を流しながら、口の端を歪める――見ていられなかった。

「リュカ」

　俺はリュカの肩に手を置いた。

「お前がどれほど長くこの森にいて、どれほど強く平和を願ったのか、俺なんかにはわからない、途方もないことだと思う」

　俺はリュカの目もとに指をやって、涙をそっと拭った。

「だから、悩むことをやめろなんて言えない。ただ……」

　リュカの手を、そっと握る。

「あのとき君と握った手を、放すつもりはない。俺は君の無責任に、どこまでも付き合うよ」

「ソラ……」

　リュカの頭を、俺はそっと撫でてやった。フェリスはこちらには見向きもせずに、涼しい顔で樹液をすすっている。

「甘いな」

　と、ひと言つぶやいた。

「樹液の話だ。お前たちは好きに抱き合っていろ。気が済んだらおかわりを温めてくれ」

　こちらに、スッとマグカップを寄こした。

「コンロとやらの使い方がわからん」

　ちなみに、コンロができたのは、リュカによってもたらされたスキル【獄炎焦熱】があったからだ。命令があるまでは、けしてやむことのない炎を、うまく調節して使えるようにしている。ちなみにフェリスから受け継いだ【絶対零度】は、永久の冷気をもたらす。こちらは冷凍庫として機能していた。

「リュカもおかわりいるか？」

　そう尋ねると、黙ってこくりとうなずいた。

「ボクモ！　ボクモ！」

「はいはい」

　俺は冷蔵庫からコンデンスヤシの壺を取り出して、鍋に注ぎ、コンロの火をつけた。温まっていく樹液を見ながら、思う。リュカをあのままにはしておけない。俺といたいと、願ってくれたリュカを。必ず、なにか手を打たなければいけない。これが、俺の責任だ。




＊　　＊　　＊




「白鯨、これは大変なことです。まさか竜王がすべてを捨ててこの森を出ようだなんて、信じられます？　わたくしは、はらわたが煮えくり返る思いです」

「わたしは～」

　大地から声が響き渡る。それにかぶせるように、巨木に止まった不死鳥が言った。

「そうですよね、許せませんよね！　〝混沌の地獄〟への逆戻りはごめんです！　そうは思いませんこと？」

「べつにわたしは～」

「でしょう？　でしょう？　白鯨ならそうおっしゃると思っておりました。その通り、竜王はどうしてもこの地に引き留めなければなりません。でないとこの森はおしまいです！」

「でもべつに～」

「やーっぱり白鯨は同意してくださるのね、ありがたい味方ですこと！　よくわたくしについてくださいました」

「う～ん……でも～」

「心強い言葉に、感謝のしようもありませんわ！　わたくしたちはこれで立派な同志！　よろしいですね？」

「そうなのかな～」

「そうですとも！　さて話はまとまりました！　竜王どもに挑戦状を叩きつけようではありませんか！」

「う～ん」

　はっきりしない白鯨の返事に、不死鳥は翼を羽ばたかせる。

「ほら、マッサージですよー！　どうかしら？　どうかしら？」

　辺り一面に、響き渡る轟ごう音おん。不死鳥の雷だ。

「ああ～いい～」

「これでよろしいですね！　ではわたくしと白鯨の思いの丈を、この石版に書きつけます！　連中の巣に置いてまいりますね！」

「わかった～」

　大地の響きを後にして、不死鳥は大きな翼を広げて飛び立っていった。




＊　　＊　　＊




　食料を採りに行って、その帰りのことだった。

　洞窟の前に、巨大な石板が突き刺さっていた。

「不死鳥の奴か……」

　石板にはなにかが書きつけてあるけれど、さすがに日本語ではない。外界と隔絶された森で発達した言語だろうから、きっとこの世界の普通の人間にも読めないだろう。

「なにかあったかな」

　俺はステータスを開いて、スキルを探す。

《解読》

　やっぱり、錬金術といえば古代語の解読とかが必須になるのだろう。俺が来た世界でいうラテン語みたいな。《解読》を使うと、一瞬文字が滲んで、日本語に置き換わった。




『森中央の広場でお待ちしています。三人でいらしてください。あの辺りは日あたりがいいのでカンラン草が美しい花を咲かせます。時期になりますとこれが黄色い実をつけまして、それがたいそう美味で、ぜひ皆様にもご賞味いただきたく……』




　これより先は読まなくても大丈夫だろう。要するにこれは。

「果たし状、だな」

　気づけば、リュカがうしろに立っていた。

「私とフェリスがいれば、不死鳥を相手にすることは難しくないわ」

　しかしリュカの憂い顔は、とても楽天的とは言えなかった。

「なにか、あるんだな」

　リュカはうなずいた。

「あるかも、しれない」

　俺たちは部屋に戻って、フェリスも交えて話し合うことにした。

「不死鳥だけであれば、どうとでもなる」

　コンデンスヤシの樹液を飲みながら、フェリスも同じことを言う。

「ただ、それは不死鳥も重々承知しているはずだ。その上での挑戦状、となれば……」

　フェリスとリュカが視線を合わせた。

「「白鯨」」

　この言葉を出したのは、ふたり同時だった。

「ハクゲイ？」

　俺が尋ねると、リュカがうなずいた。

「この森で知らない者はないわ。四体の固有種は、私、フェリス、不死鳥、そして白鯨が最後の一体」

「白鯨ってのはそんなにヤバい奴なのか、あの不死鳥よりも？」

「脅威としての方向性が違うわ。不死鳥は魔物。でも白鯨は……言うなれば現象よ」

「そんなに強いのか」

　ふたりに尋ねると、フェリスが首を振った。

「強弱の問題じゃない。嵐や地震と戦えるか、そういった次元の話だ」

　ともかく白鯨というのはすさまじい奴らしい。

「なら、なおさら逃げるわけにはいかないな。今からでも会いに行こう」

　俺がソファから立ち上がると、フェリスは不思議そうな目で俺を見た。

「無視することもできるんだ。素直にホイホイと出ていくのはソラらしくない。理由があるのか？」

「ああ、ずっと考えていたことだ」

　俺たちが去れば顕現するであろう〝混沌の地獄〟。そしてリュカがこの森に対して抱いている責任。そこに俺は、答えを出さなければならなかった。

「俺は、この森をひとつの共和国、国にしたいと考えてる」

　この森は、四体の固有種によって治められている〈寡頭制〉だった。だからひとりでも欠ければ政体が乱れ、争いが発生する。

「クニ……とはどういうもの？」

「つまり俺たちが、法……決まり事をつくって、魔物たちに与える。法の下で治められた場所を、国っていうんだ」

　リュカは、ふむふむとうなずく。

「法がうまく機能すれば、連中もその居心地のよさがわかるだろう。ただ争うだけの過酷さから解放されるのが、どれだけありがたいことかは、体感してみればわかることだ」

　長い争いの果てに得えた世界のバランスを、向こうの世界で〈歴史〉というかたちで学んできた、俺だから言えることに違いない。

「幸いこの森には、俺のいた世界にあったような〈情勢の変化〉がほとんど発生しないと思う。連中は基本的に自然の摂理に従って生きているからだ。ここで言う法というのは、そこにわずかに加えられるエッセンスなんだよ」

　この森には、おそらく俺がいた世界ほどの規律は求められないだろう。そして一番重要なのが――。

「一番重要なのが、それがこの森を治めてきた君たち固有種によって与えられることだ。強い者が提示した法は、強く機能する。その後は……そっと消えればいいんだ。リュカ、そうすれば君は自由になる」

　リュカに視線をやると、彼女は涙ぐんでいた。

「ということは……私がいなくても……この森は……」

「そうだ、もう大丈夫だ。ただ、それには不死鳥と白鯨の力が必要だ。君たちすべての連名があって、初めて法はその権威を持つはずだ」

「気に入らんな、その法というやつは」

　フェリスは、マグカップを置いた。

「だが、気に入らんものでも利用できるなら利用する。それが自由というものだ」

「ソラ……」

　リュカは涙を拭った。

「あなたはいつも、本当に不思議なことを思いつくのね。本当に……本当に不思議」

「生きてきた世界が違うからだよ。俺のいた世界じゃ、あたり前のことだった」

「でもここでは違う。ソラはこの森の救世主よ」

「おおげさだよ」

「おおげさじゃない」

　フェリスが顔を上げる。

「すべてが変わろうとしている。この森のすべてが。ソラ、お前によってだ」

　フェリスは透きとおるような瞳で、真っすぐに俺を見た。

「お前の計画のためなら、私はなんだってやるつもりだ」

　俺はフェリスの言葉に、深くうなずいた。リュカも、フェリスも、覚悟は決まっている。ならば、もうやるしかない。

「不死鳥のところへ行こう」

「みゅ！　フシチョウ！　コワクナイ！」

「そうだな、お前は強いもんな」

「ボクヨリ、ソラツヨイ！　ダカラダイジョウブ！」

「ありがとう」




　ミュウを含めた俺たち四人は、長い道のりを歩いて森の中央へと到着した。

　広場に風が吹き、砂すな埃ぼこりが舞った。近くの木から、鳥たちがいっせいに羽ばたいた。俺は大きく息を吸う――そして。

「いるんだろう!?　不死鳥！」

　俺がそう叫んだ瞬間、雨が降り始めた。雨は嵐になり、嵐はやがて雷を連れてきた。

「いますとも！　いますとも！」

　不死鳥の甲高い声が、広場に響き渡る。

「逃げずにここへ来たことを、まずは褒めてさしあげますわ！」

　リュカとフェリスを相手にしてのこの自信。やはり不死鳥の背後にはなにかがいるに違いない。しかし俺は、言うべきことを言わなければならない。

「不死鳥、俺たちは争う必要はない！　誰も苦しまない方法があるんだ……！」

　その続きを言おうとした瞬間――森全体に地響きが鳴り、木々から鳥が飛び立った。

　広場が奇妙に、グググッと持ち上がる。中央の地面がひび割れて、俺たちの足もとにまで達した。

「リュカ、フェリス、下がるんだ！」

　信じられなかった。

　驚異的な規模。

　現象。

　地面が、巨大な土地が宙へと浮かび上がる。

　白い腹が空に大きく広がっている。飛行船とも形容できないこの規模。

　やはりいたのだ。

　これが――これが白鯨。

「マジ……かよ……」

　こんなものと、どうやって立ち向かえばいいのか、まるで想像もつかない。白鯨の背から、木々や岩がすべり落ち、まるで大波のように泥が跳ねて、高く飛び散る。

　白鯨の口が、ゆっくりと開いた。

「あ～な～た～」

「あなたにはなんとしても森に残っていただかなければならないのです、獄炎竜リンドヴルム！　そうですわよね白鯨！」

「う～ん、そ～れ～は～」

「それは固有種としてのあなたの義務！　白鯨はそう言っているのですわ」

「う～ん」

　リュカは竜王に、フェリスは狼王に姿を変えている。もはや戦うしかない――けれども、あの白鯨にどう立ち向かえばいいのか見当もつかない。

「白鯨、押しつぶしてさしあげて！」

「わかった～」

　不死鳥の言葉と共に、白鯨の巨体が空から迫ってくる。

「ソラ！」

　狼王が俺の服を咥えて、走り出した。竜王はミュウを抱えている。耳が破裂しそうなほどの轟音と共に、白鯨は地面に体を叩きつけた。巨岩が粉砕され、木々が弾け飛ぶ。俺たちは間一髪で白鯨の落下範囲外に転がり出た。

　白鯨から敵意は感じられない。どういう理由があってかは知らないが、白鯨は不死鳥の言葉通りに動いているだけだ。脅威としての方向性が違うという、フェリスの言葉を思い出す。ただただ、その大きさが規格外なのだ。

　再び大空に浮かび上がる白鯨。俺たちを降ろした竜王と狼王が、そこへ飛びかかっていく。森を焼き尽くす炎と爪。すべてを凍りつかせる冷気と斬撃。しかし白鯨のスケールは、それをはるかに凌りょう駕がしている。俺も剣を抜き、戦闘に加わった。

「【獄炎焦熱】ッ！」

　リュカから授かったスキル。剣を振るうと、強力な炎が噴射される。

「【絶対零度】ッ！」

　フェリスから授かったスキル。切っ先から、光線のように冷気が迸ほとばしる。

　しかし、そのどちらも、白鯨には通用しない。炎も冷気も、すべて分厚い皮膚に弾かれた。

「白鯨！　もう一度地面に！」

「う～ん」

　俺たちは再び、落下範囲外へと避難する。しかし――そこも安全地帯ではない。

「わたくしを忘れてもらっては困りますわ！」

　雷光が地面に突き刺さる。嵐の中に竜王の炎が波打ち、狼王の氷が周囲を乱舞する。不死鳥はその中で羽ばたきながら、攻撃をかわす――白鯨の巨体が地面を叩く。

「このままじゃ埒らちが明かないな……」

　錬金術――俺にはこれしかない。

　俺は不死鳥の雷から逃げ回りつつ、ステータスを開く。




【獄炎焦熱】

【絶対零度】




　これを超える攻撃力を持ったスキルは、まだ俺にはない。そしてその両方が、白鯨には通用しなかった。

「なにか、なにかないのか……!?」

　俺は必死にステータスをスクロールさせる。背後で竜王と狼王が戦っている。なにか、なにか――そうだ。

「ないものは作る、それが錬金術じゃねえか！」

　コカトリスを相手にしたときに失敗した《豪力》と《阿修羅》の重ねがけ。しかし今の俺には、あのときと比べれば膨大なＭＰがある。頭の中で、あらゆるスキルが次々と重なり合い、それが引き起こす結果をシミュレートする――答えが出た。

「【獄炎焦熱】と【絶対零度】……やはりこれだッ！」

《融合》




『【獄炎焦熱】と【絶対零度】を《融合》しました』




　俺はこちらにゆっくりと降下してくる白鯨に向けて、剣を振り上げた。

「来いッ！　白鯨ッ！」

「う～ん」

　巨大な影が周囲を覆う。

「ソラ!!」

「逃げろ!!」

　背後で竜王と狼王の声。

「ふたりとも、背中は頼んだぞ……」

　その瞬間、ステータスに小さな画面が浮かび上がった。




『新しいスキルを取得しました』




「【豪力】ッ！」

　これで威力は三倍。

「【阿修羅】ッ！」

　これで手数を増やす――そして。







[image: ]







「これでも食らえッ!!」

【界かい面めん爆ばく轟ごう】

　俺が剣を振るうと、炎と冷気が渦を巻きながら、白鯨の腹へと突き進んだ。そしてその交わりが臨界点に達する――冷気によって凝縮された質量が、炎によって爆轟を引き起こす。

　水蒸気爆発だ。

　――ゴババババババババババァッ!!

　白鯨の腹から尾にかけて、すさまじい爆発が連なって巻き起こる。俺は自分のスキルが引き起こした爆風で、今にも吹き飛ばされそうだった。

「あああれ～」

　白鯨の巨体が大きくかしぐ。胸びれが地面を削り、尾がゆっくりと回転し、大地を震わせながら、ついに墜落した。泥塊が周囲に飛び散り、不死鳥の羽を汚した。

「ま、ままままままままままさか白鯨がっ!!」

　不死鳥の叫声が、どこか遠く聞こえる。

　ＭＰ、ゼロ。

　すべて使い果たした。

　今にも倒れそうだ。

「ぬぬぬぬぬ……こうなれば、乾けん坤こん一いっ擲てき！」

　不死鳥は大きく羽ばたき、嵐の吹き荒れる空へと舞い上がった。

　灰色の雲から発生した電流が、不死鳥へと収束していく。

　不死鳥の体がまぶしく輝いた。

　緑色の画面が浮かび上がる。不死鳥のスキルだ。




【疾しっ風ぷう迅じん雷でん】




　雷と一体化した不死鳥が、輝く電撃が、〝ソラ〟を貫いた。

「……あなたさえ、あなたさえ倒してしまえばッ!!」

　雷光が静まり、嵐は霧雨に。

　その中で浮かび上がる〝ソラ〟は――。

「な、なんですのこれはっ!!」

「ソラ！　ニセモノ！　ボク！」

　ミュウがいつの間にか得えていた、体をゴムに変化させるスキル。体を俺そっくりに変形させていたミュウは、不死鳥の雷撃を見事に受け止めたのだ。

「今だッ!!」

　俺が叫ぶと、竜王と狼王が飛び出した。慌てて飛び立とうとする不死鳥を、上から押さえつける。必死に逃れようとする不死鳥だが、膂力ではふたりにかなうはずもない。やがて力を使い果たした不死鳥は、倒れ伏した。

「負け……ましたわ……」

　泥に這いつくばって、不死鳥は悔しげにうなだれる。

「リュカ、フェリス、不死鳥を放してやってくれ」

　ふたりは不死鳥を解放すると、人間態に姿を変えた。俺はミュウを抱え上げて、撫でてやった。

「よくやったな！　お前のスキルがなければ、隙を突くことはできなかった」

「みゅ！　ガンバッタ！」

「ソラ、まさか白鯨を撃ち落とすなんて！　あんな技、いつの間に身につけたの？」

「リュカとフェリスのスキルを《融合》したんだ。お前たちからもらったスキルあってのことだよ」

「錬金術には、いつも驚かされるわね……」

　感心しているリュカの横で、フェリスもつぶやくように言った。

「ソラの策士としての能力は認めていたが、あれほどの戦闘力を持っていたとはな。やはりお前は蔑ないがしろにできん男だ」

「おかげでＭＰを使い果たして、くたくただよ」

　俺はそう言って笑ってみせたけれど、本当に倒れそうなくらいに疲れ果てていた。しかし、もっとつらいのは不死鳥だろう。

「獄炎竜リンドヴルム……どうぞお好きなところへ行ってくださいまし……これで、この森はおしまいですわ……」

「いや、そんなことにはならない」

　俺は不死鳥の前に立って言った。

「いいか、俺たちはここに国をつくるんだ」

　俺は不死鳥に、この森の共和国構想を伝えた。固有種によって敷かれた法の下で実現する、新しい秩序のことを。

「そ……そんなに深いお考えが……」

　目を見開いて、不死鳥は羽をばたつかせた。

「……それなのにわたくしったら、ああ、もう、お恥ずかしいですわっ！」

　不死鳥が大きく羽ばたくと、周囲に泥が飛び散った。フェリスの服に飛ひ沫まつがかかる。

「バタつくな、汚い。ソラにもらった服だ」

「それは失礼、ちょっと水浴びをしてきますわ！」

　そう言って、不死鳥は近くの泉に身を浸した。

「しかし、不思議なものですわね。竜王と狼王はどうしてそのような姿に？」

「それは、私たちがソラと不断の契りを交わしたからよ」

　リュカの言葉を聞くと、不死鳥は泉の中で身震いした。

「それならわたくしもぜひ！　その不断の契りとやらを！　この森で、ここまで深いお考えを持った方に出会ったことはございませんもの！　兄貴と呼ばせてくださいまし！」

「いや……兄貴はちょっと」

　そう言いながらも、俺は誓約の首輪を生成した。不死鳥が黄色い首輪にくちばしを通そうとすると、溶け入るように吸い込まれた。

「兄貴がダメなら、お兄様ですわ。ね、お兄様」

　可か憐れんな声でそう言ったのは、小柄な幼児体型の少女だった。きらめく金髪が――。

「なにをぼうっと見とれてるの！」

　リュカに脇を肘で突かれた。

「お兄様になら……いくら見られてもわたくし、構いませんことよっ！」

　大事なところを手で隠しながらも、不死鳥は上目遣いでそんなことを言う。フェリスが吐き捨てるように言った。

「ソラ、馬鹿にも服は必要だ」

「馬鹿とは失敬な！　わたくしはこの森の頭脳と言っても差し支えなく……」

「あの～」

　そこで、森を揺るがすような声が響き渡った。

「わたしも～、それ欲しい～」

「白鯨がですの？　どうしてまた」

「マッサージがね～、初めての感覚でね～、すっごく気持ちよかったから～」

　俺の渾こん身しんの攻撃を、マッサージとおっしゃる。こいつだけは敵に回したくないと思わされた。逆を言えば、味方にすれば必ず大きな力になってくれるということだ。

「わかった。君にも、誓約の首輪を」

　半ば地面と化した白鯨に、首輪が吸い込まれていく。ズドンと森が揺れて、やはり裸の女の子が現れた。

　不死鳥とは対照的に、いろいろとスケールが大きい。出るところは出ていて、締まるところは締まっているという感じで、特に胸が、その、グラビアアイドルでも見たことないような、かなりの――。

「だからなにをボケッと見てるの、服よ服！」

　再びリュカに小突かれる。彼女たちの服の材料は、なにがふさわしいだろう。

「不死鳥はやっぱり、雷だな。雷を材料にしよう」

　正直、いろいろと試したいことはある。燃える木や氷で服を生成することはできたけれど、雷のような現象からではどうか。

「雷を一発、落とす元気はあるか？」

「ええ、誓約の首輪をいただいてから、不思議と力が湧いてきていますの！」

　俺はバッグに入れてきた小さな鉄球を、地面に置いた。錬金術を使うために、こういった材料は、いろいろと用意してある。

「こいつに雷を落としてくれ」

「合点ですわ！」

　パンッと目の前が白くなって、雷が落ちる、その瞬間に《分解》のスキルを使った。目の前で、光の塊が煌こう々こうと輝いている。帯電した鉄球を溶かし、それを周囲の木々の繊維と《合成》し、服の形へと《構築》する――やがて不死鳥にふさわしい、黄色を基調とした服ができあがった。

「素敵ですわ、ありがとうございます、お兄様っ！　これからはフウカとお呼びくださいまし！」

　抱きついてきた不死鳥をリュカが引き剥はがす。

「あの～、わたしも服っていうの、欲しいな～」

　ナイスバディのお姉様が、裸でおっしゃっている。フェリスが白鯨と俺の間にスッと入って、彼女の裸体を隠した。しかし白鯨と比べてフェリスは小柄だから、いろいろとはみ出していて――。

「早くしろソラ」

　フェリスに睨まれた。俺は早速錬金術を開始する。白鯨のイメージは、やはり雲だろうか。俺は空に両手を伸ばして、雲を操れるか試してみた。結果わかったことは、錬金術の有効範囲は相当に広いということだ。かなりレベルが上がったおかげかもしれない。

　雲を操り、草の繊維と《合成》、《構築》する。フワッとした印象の、かわいらしい服ができた。

「ありがとう～、なんかいいわね～、服って～」

　白鯨はにっこりと微笑みかけてきた。

「これからはホエルって呼んでくれたらうれしいな～」

　ちょっとくすぐったくなるような、不思議な笑みだ。

「わかった、よろしくな、ホエル」

「うん～」

　これで、固有種四体が揃い踏みしたということだ。国をつくり、法を敷き、基盤を整える準備ができた。そうなれば、とうとう大迷宮の攻略に挑むことができるということだ。

「しかし、俺たちが森を練り歩いて、自分たちが長おさだってことを喧伝するのは違うな。効率が悪いし、なにより印象が長続きしない可能性がある」

　国をつくり、法を敷くにあたって、重要なのは権威を示すことだ。それが俺たち自体では、外に出ることも叶わなくなる。となれば、必要なのは象徴だ。この森を睨み続ける、象徴としてふさわしいもの――。

「城、建てるか！」

　サンドボックスゲームの経験が役に立ちそうだ。サンドボックスゲームというのは、世界から材料を集めてなにかを作る系のやつで、一時期けっこうハマったのだ。

　それから、俺の城造りの日々が始まった。

　できるだけ巨大で、威容があって、自分たちの崇あがめる対象だという雰囲気を持った建築。これにはさすがに手こずった。岩を移動させ、柱を構築し、塔を建てる。建築の知識は、不思議と頭の中で整理されていた。不思議に思ってステータスを開いてみると《建築》というスキルを、いつの間にか身につけていた。今まで行った材料の整理作業が、スキル獲得のきっかけになったのかもしれない。

　このスキルの効果もあってか、驚くことに、城は七日間で完成した。自分でもびっくりだ。それもにわか造りには見えない、地上六階地下二階という、立派で巨大なものができあがった。しかしながら――。

「ちょっと不気味……かな？」

　なんか全体的に黒っぽく、尖せん塔とうがいくつも聳そびえている。ギザギザしたラインが多い。なんか魔王の城みたいになっている。イメージが偏っていたせいか、材料の問題か。

「たしかに威容が必要だとは思ったけれど……うーむ」

　とりあえず、リュカ、フェリス、フウカ、ホエル、そしてミュウを城に案内した。みんなには、洞窟の家でゆっくりしてもらっていたのだ。鬱蒼とした森を抜け、丘を登って、城に到着すると、リュカが目を見開いた。

「これが城……またすごいものを造ったわね、ソラ！」

　フウカとホエルも感心している。

「これが人間の文化なのですね！　素敵ですお兄様っ！」

「おっきいのはいいね～」

　フェリスは、城自体にはあまり興味がなさそうだった。孤独を好む彼女にとって、大きな拠点にはあまり魅力を感じないのだろう。しかしながら、

「やはり、錬金術というやつには感心するな……」

　と、ひと言漏らした。

「じゃあ、中を案内するよ」

　門を開けば、巨大なエントランスだ。そこから、大広間、食堂、地下室、謁見の間（あまりいい思い出はないけれど）、そして大浴場、数々の個室、寝室、本はないけれど図書室をつくったりもした。リュカたちは目を輝かせながら、あちこちを見て回った。

「みゅ！　ソラ！　ドウクツヨリ！　スゴイ！」

　ミュウもうれしそうに、ぽいんぽいんと跳ね回っている。

「じゃあ、ひとまず食事にしようか」

　たっぷりと面積を取った調理場には、冷蔵庫と大きなコンロもしっかり備えている。ガッツリ火力を使った炒め物を作ると、みんな喜んで食べてくれた。

　フウカから受け継いだスキルがあるので、城中に電力が供給されていて、食堂も明るい。

「どう、フウカ、ホエル！　ソラの料理はおいしいでしょ！」

「なんでリュカが威張る」

　フェリスがボソッと突っ込む。

「こんな味の食べ物は、生まれて初めてですわ！」

「う～ん、おいしい～」

　フウカは小さな体で旺盛な食欲を見せ、ホエルは頬に手をあてて微笑んだ。

　食事が済んだ後、みんなにお茶を振る舞った。

　作戦会議だ。

「俺たちは森から出ようとしている。だがまだ情報が足りない。そもそも、なぜこの森が大迷宮に囲まれているのか、それすらわかってないんだ」

「わたくしも、幼い頃に空中の結界に触れたことがありますわ、お兄様。森から出るつもりがあったわけではありませんけれど」

「わたし～、小さい頃に聞いたことあるよ～」

　やはり一番の古株はホエルらしい。

「わたしが～、ちっちゃなちっちゃな、ミュウくらいの、子クジラちゃんだった頃ね～」

　ホエルは、いつものゆったりとした調子で、話を始めた。

　かつてこの世界には、あらゆる生物の生存を脅かす〝原初の五柱〟と呼ばれる魔物が存在した。彼らはあらゆる場所で争いを繰り広げ、戦火はどこまでも世界中に拡大していた。

「みんなね～、〝原初の五柱〟には、すっごく困ってたのよ～。でも誰も逆らえないのね～」

　そして誰の提案によるものか、その五体の魔物が一堂に会して、決戦を行おうという運びになった。そして〝原初の五柱〟が同じ場所に集ったその瞬間、周囲を取り囲む巨大な壁が出現したというのだ。

「すっごい音がしてね～。ど～んって。そしたら出られなくなっちゃったの」

　そして閉じ込められた魔物は、縄張り争いを繰り広げ、殺し合い――。

「〝原初の五柱〟は、結局みんな死んじゃったの。ずっと、昔の、お話よ～」

　ホエルの、あの巨体を思い出すに、気の遠くなるような年月が流れたことだろう。

「フウカの言ってた〝混沌の地獄〟ってのは、その時期のことだな」

「そうですわ、それはもうひどい有様でしたもの！　今のような縄張りができてからは、ずいぶんマシになったんですのよ」

「でも、こんなふうに森の支配者が集まることはなかった」

　リュカが言った。

「ソラが私たちをひとつにしたのよ」

「勝手にひとつにしないでくれるか。私はソラの人格を買っているだけで、お前たちとひとつになった覚えはない」

「フェリス！　ここまで来てなにを！」

「まあまあ、それぞれスタンスは自由だからさ……」

　俺はリュカをなだめつつ、皆に視線をやった。城が完成し、森中の支配者が集まった。そしてみんな、俺の意見をきちんと聞いてくれる。

「これで、やっと国ができる。俺たちは胸を張って、外に出られる」

　皆が、静かにうなずいた。

「リュカ、フェリス、フウカ、ホエル。俺たちが、新しい〝原初の五柱〟だ」

　森中にそう宣明することで、新たな政治体制が整う。法を柱とした共和国だ。

　そんなことを考えていると、

「ボクモ！　ボクモ！　ボクモ！」

　ミュウが、めちゃくちゃ主張してきた。たしかに、仲間はずれはかわいそうだ。大切な仲間なんだから。

「じゃあ、六柱ってことでいいか」

「違うわよ、ソラ」

　リュカが言うと、皆がうなずいた。

「皆を、新しい〝原初の五柱〟をまとめ上げたのはお兄様です。わたくしが思うに、新しい調和のためには、さらにその長が必要ですわ」

　フウカが強い主張に、リュカがうなずく。フェリスも、真っすぐな目で俺を見つめた。

「ソラ、私はそれがお前であるべきだと思う」

「わたしも～」

　ホエルは、いつも通りといった感じ。

「ということはなんだ、俺は……」

「お前は王になれ、ソラ」

　フェリスが言った。この悪魔の森には、国という概念はなくとも、王とはなにかという認識はあるらしい。いずれ王が必要となるということは、互いの縄張りをもって争い合う中で、自然と生まれた考え方なのだろう。

「無論、それを断って森を放浪するのも、お前の自由だがな。だが私たちと不断の契りを結んだ以上、お前は選択しなければいけない。私たちを城から放り出すか、それとも城の主として……王として君臨するか」

「わたくしも、それがよろしいかと存じますわ！　お兄様！」

　フウカもそれを後押しする。

　ということで、俺はこの森の王ということになってしまった。

「王様……かあ」

　正直、王様というのにいい思い出はないんだけど、みんなが支えてくれるなら、なんとかやっていけるかもしれない。

「わかった……俺は王になるよ。でも忘れないでほしい。ここにいるお前たちあっての、王だということを。俺が馬鹿なことをしでかしたら、ちゃんと諫いさめてくれ」

「百も承知だ」

　フェリスがつぶやくように言って、それにみんながうなずいた。

　俺はお茶のおかわりと、クッキーを用意して、みんなに振る舞った。まだ話すことはたくさんある。重要なのは、法の相談だ。これはかなり長引いて、それが終わるとやっと人心地がついた。

「それじゃあ、ひとっ風呂浴びるか！」

　ひそかに楽しみにしていた、大浴場だ。城の背後に聳える岩山から、こんこんと湧き出る天然温泉を引いている。お湯を《鑑定》すると、肩凝り、肉体疲労、精力増強に効果があるという説明が表示された。

　精力増強してもしょうがないのだが、とにかく疲れは取りたい。俺はミュウを連れて、大浴場へ向かった。

「オフロ！　オフロ！」

「そうだぞー、大きいお風呂だぞー」

　大浴場の扉を開くと、向こう側の壁が湯気で霞かすむほどの広さに、我ながら圧倒される。やっぱり錬金術は、すごい。

「これでハズレスキルなんて言われるんだから、転生したあの日……あそこにいたみんなが持っているスキルってのは、もっとすごいんだろうな……」

　でも、そんなに寂しい気持ちにならないのは、きっとリュカたちがいてくれるからだろう。この森に飛ばされなければ、彼女たちには会えなかったのだ。もちろん、ミュウにも。大変なことはたくさんあるけれど、なんというか、生きることに一生懸命になれている。

　向こうの世界にいたときには、考えられないほどに。

　俺はシャワーで全身を洗い、ミュウもころころと洗ってやり、抱えたまま湯船に浸かった。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]～」

　お湯が全身に染み渡る感じ。なんだかんだで、やっぱり疲れていたらしい。俺は天井を見つめながら、むにむにとミュウを撫でていた。

「ホントに、いい湯だなあ……ん？」

　なんか手もとがおかしい。ミュウが――みっつ？　あれ？　ふにょ。むにゅ。ほにょり。

　首を前に向けてみると。

「ソラ～、そこはマッサージしなくても大丈夫よ～」

「な！　ホ、ホエル!?」

　俺が撫で回していたのは、白い輝くような肌が、大きく豊かに膨らんだ、この世のなによりも柔らかい、その、あの、ホエルの――。
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「うふふ、くすぐったいな～、ソラはここフニフニするの好きなのかな～」

「いや、その、なんで、ホエルがここに……」

「前にいっぱいマッサージしてもらったからね～、お返しをしたいな～と思ってね～」

　そう言ってホエルは、まぶしい双球をぷかぷかと浮かべながら、俺に迫ってきた。精力増強。あれが効いてしまうのか!?　効能を発揮してしまうのか!?

「わたしもマッサージしてあげるね～」

「いや、いいよ！　俺はそろそろ上がるから……！」

「遠慮はしちゃだめだよ～」

　ホエルは俺の肩を掴んで、くるりと背を向けさせた。そして、体をもっと近づけてきて――あたっている。白いふたつの柔らかなアレが、俺の背中に沿って、ふにゅりと形を変えている。うおおおおおおお！

「じゃあいくよ～」

　肩甲骨の内側に指をあてて、ぎゅっと押し込むような感じで。でも俺にはマッサージを味わうような余裕はない。だって、その、あたって、ふにもにで――。

「じゃあ、始めるね～」

　背骨の外側を、ぐにっ、ぐにっ、といい力加減で揉んでくれる。それがどんどん下に降りていって――。

「ちょ、そこはお尻だから！」

「お尻だね～」

　そこからさらに太ももに手が伸びる。細い親指が、筋肉を心地よくほぐしていく。そして指はふくらはぎへ。でも駄目なのだ、俺の神経は背中にあたる柔らかい感触に集中している。ホエルの指が移動するたびに、にょるんにゅるんと、ふくらみが擦すれ合うのだ。

「あれ～、反応悪いな～」

「いや、そんなことは……」

「ちょっと力入れるね～」

　ホエルの白い手が股関節に回り、ぐっと力が入ったその瞬間、俺は人間の体から鳴ってはいけない音を聞いた。

　――ドゴキュッ

「ミッギャアアアアアアアアアアアアアアアア！！！！」

　痛い痛い痛い痛い痛い!!

「ホエル!!　痛い!!　それめっちゃ痛い!!」

　これが固有種最強の膂力を持つ白鯨のパワーか。あまりの痛みに目がチカチカする。しかしホエルは、俺の悲鳴を別の意味に勘違いしているらしい。

「わかるよ～、イタ気持ちいいよね～、広げるよ～」

　――パキパリミシッ、メリメリメリメリメリ

「ほんぎゃああああああああああああああああああ！！！！」

「気持ちいいと、声出ちゃうよね～わかるよ～」

「駄目ですホエルさん!!　人間の関節はそんなふうには広がらないようにできていっぎゃあああああああああ！！！」

「広がってるじゃない～」

　広がっているのではない。広げられているのだ。

「裂けるッ!!　裂けるッ!!　取れちゃうううううううう！！！」

「人間の足って取れるの～？」

「取れないいいいいいいいいいいいいいいい！！！」

「取れちゃうとか言って～嘘ついちゃだめだよ～」

「だずげでええええええええええええええええ！！！」

　ステータス画面がアラートを鳴らしてくる。ＨＰが表示される。すごい勢いで、ゴリゴリ削れている。駄目だ。死ぬ。

「だれきゃあああああああああああああああああああ」

「ソラの声って、とってもかわいいね～」

　とうとう体が湯船から持ち上げられる。俺は両足をあり得えない角度で開いたまま、ぶくぶくと泡を吹き始めていた。そこに新たに入ってきたのが、一糸まとわぬフウカの姿。

「お背中を流すのは、妹の務めですわ、お兄様！」

　目が涙で滲んでよく見えない。

「お風呂で歌をうたうのは、人間の習性だと聞いたことがありますわ！　その遠吠えが人間の歌なのですね……ってええええええええええ!!」

　フウカは、強制Ｍ字開脚によって失神寸前になっている俺をまともに見た。

「おっぴろげお兄様ぁああああああああああああああああああ！！！！！」

　俺より何倍もよく響く悲鳴が、城に響き渡る。

「なにごと!?」

「ソラ!!」

　俺の悲鳴を聞いて、リュカとフェリスが駆けつけてくれたらしいが、もうそこから先の記憶はない――。




　俺が目覚めたのは、城の寝室だった。

「ソラ、気がついた？」

　リュカとフェリスが、ベッドを覗き込んでいた。

「水を飲むといい」

　フェリスが水差しをこちらに向けてくれる。俺は吸い口から水をごくごくと飲んだ。体に染み渡るようだ。

「もう平気？」

　リュカに言われて、俺はもぞもぞと体を動かそうとしてみる。

「うぴっ！」

「どうしたの!?」

「全身に痛みが……足の付け根が、なんかもうはずれそう…足の付け根」

　俺がそう言うと、

「あしの…つけね……」

「うむ……」

　リュカとフェリスがさっと顔を背けた。なんだか耳が赤くなっているのが見える。待てよ――全裸で死にかけていた俺が、今寝間着を着ているということは、その、つまり。

「素っ裸の俺を、運んで、服を着せてくれた、と……」

「き、緊急事態だったから！　仕方ないでしょ！」

「責める気はまったくないから！　むしろありがとう！　ありがた恥ずかしいよ！」

　その横で、ホエルがフウカに怒られている。

「あなたは力加減というものを覚えなさい！　お兄様のＨＰ、残り３でしたのよ！」

「ソラは繊細なのね～」

「ホエルが粗暴なだけですわ！」

「そうかしら～」

　ホエルは、怒られている自覚がないらしい。

「あ～、ソラ、目が覚めたんだ～」

　俺は思わずビクッと体をすくませた。肉体があの激痛を覚えているのだ。

「またマッサージしてあげるね～」

「ご遠慮いたします」

　そこに、リュカがおずおずと声をかけてくる。

「ソラ……その、軟膏を塗るわよ……回復しないといけないから」

「塗るって……その……場所的には……」

　俺が尋ねると、リュカの顔が真っ赤になる。

「こ、こここ……」

「股関節だ」

　フェリスがクールに答え――たわけではなくて、こっちも目を伏せて、顔を赤らめている。

「いや、ここはさすがに自分で……」

「体が動かないんでしょ？　なんというか……ここは遠慮するところじゃないわよ……」

　俺はズボンを脱がされて、リュカとフェリスのふたりがかりで、実にぎこちなく軟膏を塗られた。

「わたしも手伝うよ～」

「「ホエルは引っ込め！」」

　ふたりの声が、きれいに重なる。股間に薬を塗られていると、やっぱり体は反応するものであり、温泉の滋養強壮の効果を、リュカとフェリスは見ないふりをしてくれた。

　俺は決意した。

　元気になったら、大浴場に鍵を取りつけよう、と。

　ラッキースケベは命に関わる。










第六章　大迷宮攻略




　みんなは一度もとの縄張りに戻り、俺が王として森に君臨したことを布告した。それから俺が考案した、魔物にもちゃんと伝わるような、できる限りシンプルな法を森に敷いた。




一、狩猟以外の争いを禁ず

二、現行の縄張りを動かすことを禁ず

三、縄張りの間に共有地帯を設け、そこでの狩猟採集は自由とする




　すべて〝混沌の地獄〟と化すのを防ぐための法だ。三はちょっと複雑だけれど、要するに縄張りの外でも、それぞれの種族が狩猟採集ができる場所をつくるということだ。これは子孫の増減に対する食糧供給をコントロールすることが目的で、子供を食べさせるためにどうしても縄張り争いをしなければならない、という状況を防ぐためにある。

「ソラはすごいわね。これなら、無用な争いを避けることができるわ」

　一番最初に帰ってきたのはリュカだった。そもそも縄張りの自治に一番熱心だったのがリュカだから、法の通達もスムーズに進んだのだろう。

「うまく機能してくれればいいんだけど」

「私はきっとうまくいくって信じてる……ソラがつくった法なんだから」

　リュカはソファでゆったりと体を伸ばしていた。縄張り維持の重責から解放されたからだろう。

「俺も、ちょっと散歩してくるよ」

　ミュウを連れて、森を歩く。最初は陰鬱に感じていたこの森も、今ではなんだか自分の庭といった感じで、リラックスできるようになっていた。

「ソラ、マモノ、クル！」

　ミュウの言葉に、俺はミスリルの剣の柄に手をかける。今では、たいていの魔物には対応できる自信がある。

「出てこい！」

「オウサマ……ゴキゲン……ヨイ……」

　頭を下げながら出てきたのは、オークだった。俺は剣の柄から手を離す。

「襲ってくる感じじゃなさそうだな」

　リュカたちの言葉は、森中に広まっているらしい。そしてあの城の威容も、効果を発揮しているのだろう。俺はちゃんと、魔物たちに王として認識されていた。

「オウサマ……ミツギモノ……」

　オークが取り出したのは、小さな石ころだった。でも貢ぎ物だと言うのだから、ただの石ころではないだろう。俺はオークの巨大な手から石ころを受け取った。

《鑑定》

〈オリハルコンの鉱石〉

「おおっ！」

　あの洞窟でも見つけられなかった鉱石だ。

「オレ……モッテテモ……ツカエナイ……オウサマ……ゼヒ……」

　オークも、貴重なものだと認識しているらしい。

「ありがとう、いただいておくよ」

「アリガタキ……シアワセ……」

　オークは深く頭を下げると、森の奥へ消えていった。

「本当に、王様になっちゃったんだなあ……」

「みゅ！　ソラ、オウサマ！」

　ミュウが、誇らかにぽいんと跳ねる。

「ヒカエオロー」

「そんな偉そうにはしないよ」

　俺は城に戻ると、献上されたオリハルコンをインゴットに《鋳造》してみた。思った通り、精製できたのはわずかだった。

「でも貴重なものだしな……指輪にでもしておくか」

　俺はインゴットを《構築》して、指輪にしておいた。なにかに使えることもあるだろう。

　それから俺は、長らくやっていなかったステータスの整理をすることにした。スキルを確認していると【疾風迅雷】と【天てん衣い無む縫ほう】が追加されていた。




【疾風迅雷】：肉体に雷をまとい、高速での移動を可能にする

【天衣無縫】：なにものにも縛られず、重力を自在に操作する




【疾風迅雷】はフウカから、【天衣無縫】はホエルから受け継いだスキルらしい。城の中庭にある、トレーニング用闘技場で、いろいろと試してみた。これはどちらも、かなり使えそうだ。

「リュカ、ちょっと付き合ってくれるか」

　俺はリュカと一緒に、もう一度競技場へ戻った。

「ちょっと、自分の実力を確認したいんだ。模擬戦闘をしてほしい」

　俺は、リュカに木剣を渡した。

「わかったわ……」

　リュカは木剣を二、三度振るって、感覚を確かめている。

「ソラが相手だからって、手加減はしないからね」

「ありがたい、望むところだ」

　いつの間にかみんな戻ってきていて、闘技場脇にあるベンチに座っていた。

「ソラ、怪我するようなことはするなよ」

「ありがとうフェリス、無茶はしないよ」

「お兄様！　リュカなんかギッタンギッタンのめっちゃくちゃに……ひっ」

　フウカはリュカに睨まれて、言葉を留める。

「なんかおもしろそうなことしてるのね～」

　ホエルはいつもの、のほほんとした様子で、ベンチに腰掛けた。

「じゃあ、行くぞ」

「いつでもどうぞ」

　ミスリルの剣を振るってレベルアップを重ねたことで、俺には剣技がある程度身についていた。木剣を上段に構えると、すっと背筋が伸びた。

　対してリュカは正眼の構えで、真っすぐ切っ先をこちらに向けている。リュカも人間態になったことで、剣技を獲得しているらしい。

　俺は地を蹴って間合いを斬り、リュカに肉薄した。リュカはあくまで冷静に、木剣をわずかに傾ける。俺が剣を弾くことに対抗する動作だ。俺はリュカの切っ先ギリギリを駆け抜けて、背後に回った。もちろんリュカの反応は素早い。リュカの振り向きざまの一閃を、俺は大きく宙に飛んで回避した。

　空中では通常、身動きが取れない。そこに隙を見出したリュカは、振るった木剣を反転させ、俺のいる上空へと翻す。

「隙あり！」

「どうかな？」

【天衣無縫】

　俺の体は、風に舞い上げられたように上空へと昇る。リュカの切っ先は上着の裾をかすめ、俺は闘技場にふわりと降り立つ。

　リュカは鋭い笑みを浮かべた。

「小癪な戦いをするのね、ソラ」

「それなら、まっとうなやつをやってみるか」

　俺はリュカの間合いに飛び込んだ。

【阿修羅】

　無数の斬撃がリュカへと襲いかかる。しかし。

　――ガガガガガガガガガガガガガガガガガ！

　リュカはそのすべてを捌ききったばかりか、さらに押し返してきた。

　その一撃一撃が、重い。

　可憐な少女の姿をしていても、やはりリュカは竜なのだ。その膂力は人間をはるかに超えている。

「それがソラの言う、まっとうな闘い？」

　俺はリュカの連なる斬撃に、防戦を強いられていた。【阿修羅】の効果が切れた瞬間、俺は次のスキルを発動させる。

【豪力】

　パワーを増幅した渾身の一撃。しかしそれも、リュカの跳ね上げるような木剣で弾かれた。やはりすさまじい膂力。頼りがいのある仲間だ――と思う反面、勝ちたいという気持ちも湧き上がってくる。

「防戦一方でいいの？」

「いろいろとやり方はあるさ」

　これだけの戦いを繰り広げても、木剣は折れない。錬金術を使った特別製だ。この森で一番堅いガンジョーカシの繊維を一度《分解》して《構築》してある。

　俺は上段からの斬撃を弾き返すと、その勢いを利用して、リュカの脇腹へと斬りかかった。もはや女の子相手だからといって、手加減などしていられない。しかしリュカは闘技場の床をえぐれるほど強く蹴って、俺の攻撃をかわした。

　力だけでなく、スピードもすさまじい。

「さすがは獄炎竜リンドヴルムだな」

「リュカと呼んでくれた方が、私はうれしいわね」

　木剣を持っている手が、ビリビリと痺しびれている。もう一度さっきのような剣けん戟げきがあれば、耐えられないかもしれない。

　ならば次の一合で決める。

　リュカは木剣を上段に構えた。俺を叩き伏せる心づもりがある。

「ソラ。もし怪我をさせたら、たっぷり軟膏を塗ってあげるからね」

「楽しみだけど、たぶんお預けになるかな……次で決めよう」

「それはソラが決めることじゃないわ」

「いや」

　俺はリュカの上段に対して、下段の構えを取る。

「俺が、決める」

【疾風迅雷】

　――バァン！

　俺の背後で電流が弾けた。その爆発力を利用して、俺は一気に間合いを詰める。俺自身も、視界をギリギリで保っているほどの速度だ。リュカはそれに対応しようと木剣を振り下ろす――しかし俺のすくい上げるような一撃は、リュカの木剣の握りを正確に捉えていた。

　――カァン

　弾き飛ばされたリュカの木剣が、大きく宙を舞い、闘技場の床に転がる。一瞬遅れて、俺の速度が巻き起こした突風が、庭の木々を揺らした。

「……怪我はないか、リュカ」

「……ええ……問題ないわ」

　暗い声に、少し心配になる。しかしリュカは木剣を拾うと、爽やかに笑った。

「さすがはソラね。真っ正面のぶつかり合いで、負けるとは思わなかったわ」

「竜になっていたら、君の勝ちだったよ」

　リュカは木剣をくるりと回して、肩に担いだ。

「謙遜しないで。勝ちは勝ち、負けは負け」

　一方俺はというと、手が痺れて木剣を握っているのがやっとだった。人間態のリュカの実力を測ることができたし、レベルアップを重ねた俺自身の力も知ることができた。有意義な模擬戦だった。

「見ていてひやひやしましたわ！」

　フウカは胸の前で、両手を握りしめていた。

「すごかったね～」

　ホエルは相変わらずで、

「私とも手合わせ願いたいものだ」

　つぶやくように言ったのがフェリス。

「今度にしてくれ、俺はもう限界だ」

「だろうな、手が震えているぞ」

　案の定、見透かされていた。そこでホエルが、大きな胸の前でぽふんと手を合わせる。

「またマッサージしてあげようか～」

「それは勘弁してください」

「あれ～」

　ホエルはぽやんと首をかしげる。大浴場の悲劇を繰り返すことは、なにがどうあろうと避けたい。俺は広間に戻って、軽くストレッチをした。

「そろそろ行けるか……大迷宮」

　森を治めていた四人の固有種、そしてミュウも忘れてはいけない。戦力は揃ったように思える。

「今のソラの実力なら、不可能じゃないと思うわ」

　リュカが言った。

「さっき、見せてもらったからね」

「私も同意見だ」

　フェリスはお茶をひと口飲んだ。

「ソラはもう大迷宮を攻略する力を身につけている」

「ありがとう、君たちがお世辞を言わないのはよく知ってる。でも俺は、むかし大迷宮に挑んだフェリスよりも、かけ離れて強いというわけじゃないと思うんだ」

　たぶん、強いだけでは、あの大迷宮は攻略できない。俺にはそんな予感があった。ホエルも言っていたけれど、大迷宮攻略を試みた魔物は、数多くいたらしい。しかしその誰もが、ことごとく失敗している。ならばどうやって――。

「……ちょっと、外の風にあたってくるよ」

　テラスに出てみると、もうとっぷりと日が暮れていた。遠くで魔物の声が聞こえる。満天の星、涼しい夜だった。

「どうしたもんかな」

　このまま、のんびりと城で暮らしているわけにはいかない。どうしてもこの森を出たい。しかし、大迷宮を攻略できる確証がないのだ。そんな賭けにみんなを巻き込んでしまっていいのだろうか。ポケットから取り出したオリハルコンの指輪を、ぼんやりと眺めてみる。満月が映り込んで、きらきらと輝いていた。

「ソラ！」

　振り向くと、ミュウがいた。ミュウはぽいんぽいんと跳ねながら、俺の足もとまでやって来る。

「みゅ！　ソラ！　オウサマ！　ツヨイ！」

「ありがとう」

「ツヨイ！　ダカラ！　ダイメーキュー！　ダイジョウブ！」

　そう言って、足にぶつかってくる。

「アイボウ、イル！　トモダチ、イル！」

「そう、だな」

　ずっと俺についてきてくれた、ミュウ。俺の相棒が、背中を押してくれている。

「やるか！　大迷宮攻略！」

　ようやく、踏ん切りがついた。俺には仲間がいる。みんな、俺の助けになってくれている。駄目なら駄目で、何度も挑戦するだけだ。

「……この指輪、お前が持っててくれないか」

　俺はオリハルコンの指輪を、ミュウに向けた。

「友情の印だ」

　どたどたっ、と背後で音がした。振り向くと、四人が重なり合って倒れている。

「覗き見してたのか……」

「違うわよ！」

　リュカが立ち上がってふんぞり返る。

「様子を見てただけ！」

「それを覗き見って言うんだよ」

「それよりその指輪だけど……私が持ってた方がよくない？」

　続いてフェリスが立ち上がる。

「ミュウに指はないが、私にはある」

「それならわたくしにも権利がございましてよ！　お兄様っ！」

　フウカがずんずんとこちらに歩いてくる。

「じゃあ、私も欲しいな～」

　ホエルがそれに続いてやって来た。

「最初にソラと組んだのは私よ！」

「チガウ！　ボク！」

「抜け駆けは許しがたい」

「お兄様っ！」

「それ欲しいな～」

　指輪の争奪戦が始まった。

「わたくし、夜目が利きませんの！　なにも見えませんわ！　皆様ずるい！」

「夜は私の時間だ」

「ちょうだ～い」

「もう、離しなさいよ馬鹿力！　あっ！」

　ぽーんと指輪が宙に跳ねた、その指輪を。

　――ぱくんっ

　ミュウが食べてしまった。

「駄目ー！　吐き出してー！」

　リュカがミュウを掴んで、ぷるんぷるんと揺さぶる。

「みゅ！　ユウジョウノ、アカシ、ボクノ！」

　そんなわけで、オリハルコンの指輪はミュウのものとなった。

「ああ、見えてさえいたらわたくしにもチャンスが……」

　フウカがうなだれる。

「そんなに見えないのか？」

　俺が尋ねると、フウカはこくりとうなずいた。

「今も真っ暗でしてよ」

「それなら、ちょっと広間で待っててくれよ」

　俺は部屋に戻ると、赤外線クリスタルを引き出しから取り出した。これを通して景色を見ると、夜でも明るく見える。残っていたミスリルを加工してフレームを作り、薄く引き伸ばした赤外線クリスタルをはめた。

「これでよし、と」

　鳥目メガネの完成だ。

　フウカに手渡すと、首をかしげた。

「これはなんの道具ですの？」

「こうやって使うんだよ」

　俺はフウカにメガネをかけてやった。

「外を見てごらん」

　フウカは窓に歩み寄って、外の景色を眺めた。

「すごいですわ！　きれいに見えます！　木の輪郭までくっきりと！」

「気に入ってくれたかな」

　大迷宮には、きっと薄暗いところもあるに違いない。このメガネがあれば、フウカも問題なく攻略に挑めるだろう。

「ありがとうございます！　お兄様っ！　宝物にしますわ！」

　フウカは俺に抱きついてきた。

「一生ついてまいります！」

「喜んでもらえてうれしいよ」
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　俺はフウカの頭を撫でてやった。

「………………！」

　ソファから立ち上がったリュカが、ただならぬ様子で近づいてくる。

「どうした？」

「私も、その、なんというか、撫でてもらう権利があるわ！」

「そ、そうか……」

　リュカの頭を撫でてやると、心地よさそうにまつ毛の長いまぶたを閉じた。

「悪くないわ」

「待てリュカ。どうしてお前が撫でられて、私が撫でられないなどということがある」

　フェリスも負けじと立ち上がる。

「じゃあ～わたしは撫でてあげる～」

　俺はフウカとリュカとフェリスの頭を撫で、なぜかホエルに頭を撫でられている。妙な状況に陥ってしまった。

「ボクモ！　ボクモ！」

　ミュウが割り込んできて、状況はさらに混沌としてくる。

「あなたは指輪をもらったでしょっ！」

　もう頭を撫でるとか、関係なく揉みくちゃになってしまって、俺たちは青い絨毯の上に重なって倒れた。

「……ふふっ」

　最初に笑ったのはリュカだったか。なんだかおかしくなってしまって、みんなで笑い合った。あのフェリスさえ、クスクスと笑っていた。

「みんながいれば、大迷宮は必ず攻略できる」

　俺たちは手を重ね合った。

「明日、決行だ！」

　おうっ、と手を押し込んだ。

「頼りにしてね！」

「私も力の限りを尽くそう」

「どこまでもお兄様についていきますわ！」

「わたしはね～頑張るよ～」

「ボクタチ！　ツヨイ！」

　みんなの気持ちがひとつになっている。

　よく眠れるハーブティーを飲んで、俺たちは各々の寝室へ向かった。俺はベッドに潜ると、ミュウに話しかけた。

「頼りにしてるぞ、相棒」

「ウン！」

　ミュウはぽいんっと跳ねて、そのまますぐ眠ってしまった。

「無邪気だな、ほんと」

　俺がランプを消そうとしたとき、ドアがノックされた。

「私、入ってもいい？」

　返事をすると、寝間着姿のリュカが、おずおずと中に入ってきた。

「なかなか眠れなくて。話をしたかったの」

　ベッドの傍らのイスに座ると、リュカはぽつりぽつりと話し始めた。

「あなたは本当に不思議な人ね、ソラ」

「べつに、特別なことなんて、なにもないよ」

「謙遜しないで。私はこの森で使命を果たして、この森で死んでいく。そう思っていたわ。でも……」

　リュカは俺の顔を見て、笑った。

「今は外の世界への憧れでいっぱいなの。ソラ、あなたが私を変えたのよ。獄炎竜リンドヴルムを」

「その名で呼ばれるのは、嫌じゃなかったのか？」

「自分で名乗るぶんには構わないの。ソラは変わらずリュカって呼んで」

「リュカ」

「うん」

　俺が呼びかけると、リュカは素直にうなずく。

「一緒に、外の世界を見ような」

「うん、必ず」

　リュカは立ち上がって、ドアの前で立ち止まった。

「寝るのを邪魔してごめんね」

「大丈夫だよ、またなにかあったら声をかけて」

「うん」

　リュカはこちらを見て、穏やかな笑みを浮かべた。

「おやすみ、ソラ」

　ドアが閉まると、俺はランプを消した。

「ソラ、オハナシ、スル」

　星明かりに照らされて、ミュウがぽいんっと跳ねた。

「まだ起きてたのか」

「ソラ、リュカト、オハナシ、シタ。ボクモ、オハナシ、スル」

「そうだな、お話、しようか」

　俺は、自分のいた世界のことを、ミュウに話した。ゲーセンとか、学校とか、とりとめもない話。それをミュウは、うれしそうに聞いている。

「ボク、モリカラ、デタコトナイ」

　ミュウの表面で、月がきらっと光った。

「ソトノセカイ、タノシミ！」

「……そうだな」

　小さな体で、思うことはたくさんあるのだろう。なにせ俺たちより前に、この森から抜け出した魔物は、一匹もいないのだ。

「明日に備えて、そろそろ寝ようか」

「ウン」

　ミュウはぽいんっと跳ねて毛布に包まった。

　俺も、その夜は、ぐっすり眠ることができた。




　森の端までは、ずいぶんな距離があった。しかしレベルアップを重ねたおかげで、まったく疲れは出ない。もちろん、固有種四人も、ミュウも平気だ。

「そろそろ～見えてきたね～あれだよ～」

　ホエルが指をさす。木々の向こうから、徐々に黒い壁が姿を現した。

「すごいな……」

　巨大な壁が、一面に広がっている。金属でもセラミックでもない、不思議な素材でできていて、光をまったく弾かない。継ぎ目もなく、なめらかな表面がどこまでも続いている。

《鑑定》

〈材質不明の石〉

　これでは、なんの答えにもなっていない。《鑑定》で正体がわからないということは――。

「誰によっても、名づけられたことがない物質……」

　つまり、人為的に生み出され、かつ人々に広まらなかった物質だ。大迷宮の異様さの片鱗が、早くも見えた。

「大迷宮の入り口は無数にある」

　フェリスが言った。

「しかし……どこから入っても、必ず同じ場所にたどり着く」

「……ともかく、行ってみよう」

　壁に沿って歩いていると、ぽっかりとあいた四角い穴を見つけた。俺たちは持っていたカンテラで先を照らしながら、穴をくぐった。

　ついに大迷宮に足を踏み入れたのだ。

　そこで俺は、奇妙なことに気づく。

「……どういうことだ？」

　先の見えない上り階段が、闇の中、俺たちの来た外側へと続いていた。あり得えないことだ。そしてその向こうは真の闇。外から見る構造と、内部が一致しない。俺は階段に《鑑定》をかけてみた。

〈材質不明の石〉

　正体はわからないけれど、幻術などに惑わされているわけではないようだ。奇妙なことだが、この階段には実体がある。

「こういう場所だ。すべてが狂っている」

　フェリスがつぶやいた。

「マッピングに骨が折れそうだな」

　俺はノートに現在位置と階段を書き込んだ。階段の左側には壁がなく、吹き抜けになっている。俺は闇の向こうを見つめた。

「行くしかない、な」

　こうして俺たちは、奇妙な空間に足を踏み出した。

　階段はずいぶんと長かった。でもみんな体力はあるから、この合間に休憩は必要ない。階段の突き当たりまで辿り着くと、俺たちは壁沿いの廊下を進み、狭い道に入った。これも、長く、長く続く。

「待ってくださいまし！」

　突然フウカが叫んだ。

「どうした」

「あの……なにかを、踏みましたわ……」

　フウカの足もとを見ると、床が四角くへこんでいた。

　――ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ

　前方から、なにかの音が聞こえてくる。

「逃げろ！」

　俺たちは、今来た道を一目散に駆け戻った。その背後から迫ってくるのは、怒ど涛とうの水流だ。

「急げ！」

　廊下の先は巨大な吹き抜け。つまり水流に押し流されれば、そのまま落下することになる。そうなれば命は――しかし、間に合わない。

「くっ!!」

　とうとう、俺たちは急流にのみ込まれた。溺れそうになりながらも、懸命にもがく。しかし水の勢いには抗えず、とうとう廊下から放り出された。吹き抜けの暗闇。しかし――。

【天衣無縫】

　俺たち全員が、空中でふわりと停止した。

「みんな～大丈夫～？」

　ホエルのスキルだ。俺たちはずぶ濡れになっただけで済んだようだった。

「君がいてよかった」

「どうとでもなるよ～」

「心強い仲間が集まったもんだ」

　ホエルは水がすべて流れきったのを見届けると、【天衣無縫】でみんなをもとの場所に引き上げた。

「申し訳が立ちませんわ！　わたくしったら、本当にふがいないことを……」

「気に病むことはないぞ、フウカ。みんな助かったんだから」

「濡れるのは好きじゃない」

「そう言ってやるな、フェリス」

　しかし、ただの水で本当によかった。あれが酸や毒液だったらと思うと、ゾッとする。

「これからも罠があるかもしれない、慎重に進もう」

　水の流れきった廊下を、再び進む。すると、また前方からゴウゴウとくぐもった音が聞こえてきた。

「次はなんだ……？」

　廊下を抜けて部屋に入った瞬間、すさまじい嵐が俺たちを襲った。

「これは……！」

　閉鎖空間で嵐が発生するなんてことは、あり得えない。しかしこの大迷宮では、そのあり得えないことが起こるのだ。

「お任せくださいまし、対処できましてよ！　このわたくしが！　わたくしが！」

　得意げに胸を張って、フウカは話し始めた。

「【気候操作】というスキルを持ち合わせていますの。これはありとあらゆる気象を操るスキルですから、大雨の日のお出かけにも最適、さらには日照り続きで元気のないお花畑も色とりどりな潤いをもたらし、ひいてはお肌にも」

「それはいいから！　スキル発動して！　発動！」

「かしこまりましたわ！」

　フウカが嵐を睨みつけると、突風が嘘だったかのようにやみ、部屋が静まり返った。天井からひたひたと水滴が落ちる。フウカはメガネをくいっと上げてみせた。

「汚名返上になりましたかしら？」

「よくやってくれた、フウカ！」

　その後にも、冷気が吹き荒れる部屋や、炎が渦巻く部屋、重力が増す部屋などがあったが、それぞれフェリス、リュカ、ホエルのスキルで対処することができた。本当に頼もしい連中だ。

　ただ、触手の部屋だけはちょっと大変だった。捕らえられたのはホエルだ。

「やだ～ぬるぬるする～」

　ホエルの豊かな胸を、触手が持ち上げ、揉み込み、むにむにとした柔らかさが、見るだけで伝わってくる。触手はさらに細い腰を縛り上げ――あれはどういう意図で組まれた罠なんだ？

「ええ～い【天衣無縫】～」

　ホエルは自分の体を重くして、ズルズルと触手から逃れた。

「ぬるぬる～取れない～」

　ホエルはあろうことかフェリスに駆け寄って、

「近づくな」

　つま先で蹴られていた。

　しかし、その次の部屋に入ると、皆息をのむ。

　魔物の骨が、うずたかく積まれていた。

「ここは……墓場なの？」

　リュカが首をかしげる。

「こんな場所で～お墓をつくる人がいるのかしら～」

　俺とリュカがそんなやり取りをしている横で、フェリスはすでに氷の剣を構えていた。

「抜け……来るぞ……！」

　俺はフェリスの言葉通りに、ミスリルの剣を鞘から抜いた、その瞬間――積まれた骨が、まるで爆発したかように、俺たちに向けて襲いかかってきた。

「………………！」

【阿修羅】

　俺はスキルを発動させて、そのすべてを叩き落とす。石畳を転がった骨は、ガチガチと不気味な音を立てながら、まるで博物館の模型のように組み上がっていく。

　――ガルルルルルルルォオオオオオオ！

　その数、五体。俺は即座に《鑑定》を使った。




〈スケルトンゴブリン〉

〈スケルトンゴブリン〉

〈スケルトンゴブリン〉

〈スケルトンオーク〉

〈スケルトンオーク〉




「この大迷宮で命を落とした者の、成れの果てだ……」

　フェリスがつぶやいた。

　――ガルルルルルルルォオオオオオオ！

　再び雄たけびを上げて、骨の群れが襲いかかってくる。

「………………！」

　俺はその一体を袈け裟さ懸けに斬り倒し――リュカは炎の剣で焼き斬り――フェリスが氷の剣で叩き割り――フウカは放った雷で爆破し――ホエルは素手でひねりつぶした。

　骨の群れは、一瞬で崩れ落ちる。

「たわいもないわね」

　リュカが剣を収めようとすると、それをフェリスが制した。

「まだだ……」

　――カラカラ……カラカラ……

　バラバラになった骨が、再び組み合わさってもとの姿を取り戻す。斬っても斬っても、何度も復活した。いくらバイタリティがあるといっても、体力は無限ではない。

「ホエル！　鉄球を！」

　今回、大迷宮攻略にあたって、様々な材料を用意した。錬金術で一番使えるのは金属なので、かなりの重量がある。一番力の強いホエルのリュックに、俺はすべての材料を預けていた。

「は～い」

　ホエルが投げて寄こした鉄球を、俺は即座に《分解》《構築》する。

「こいつでどうだ！」

　――ガシャーン

　できあがった巨大な檻が、骨をひとまとめに閉じ込めた。

「こいつらを相手にしてる暇はない、行こう」

　檻を横切ったとき、カァーンと高い音が部屋に響いた。思わず檻を振り返ると、中で異常な事態が起こっていた。

　スケルトンが、互いを攻撃し合っている。

「仲間割れでしょうか!?」

「どうやらそういう感じでもなさそうだ」

　攻撃し合って互いの骨を砕き、檻の隙間から外に出ようという魂胆らしい。

「脳みそスカスカのくせに、考えるじゃねえか……」

　そして骨はもと通りの姿に――ならなかった。

　魔物五体の骨が、複雑に絡み合う。まるで子供が悪ふざけで並べたような、おぞましい一体の魔物になった。

《鑑定》

〈ボーンレギオン〉

　ボーンレギオンは、巨大な大だい腿たい骨こつを振り上げて、一気に振り下ろした。咄とっ嗟さにそれを避け――俺の立っていた石畳が、粉々に砕け散る。単に合体しただけではなく、力も大きく増している。

「全員でかかるぞ！」

　ホエルが跳躍して、再び振り上げられた大腿骨を掴んだ。

【天衣無縫】

　先ほどとは比べものにならない威力で、大腿骨はボーンレギオン自身を叩いて砕け散る――その隙を突いて、砕けた骨をフェリスが凍結させ――フウカがそこに無数の雷撃を叩き込んで破裂させる。残った頭蓋骨を、俺のミスリルの剣が一刀両断した。

　しかし、思った通りボーンレギオンは再びカタカタと組み上がる。

「私に任せて！」

【獄炎焦熱】

　――ガルルルルルルルォオオオオオオ！

　リュカの放った強烈な炎の渦が、ボーンレギオンを焼き尽くした。骨は灰となって、石畳に降り積もる。

「ここまでやれば……」

　しかし――。

　――カサカサ、カサカサカサ

　燃え尽きた灰が、再び魔物の形をとる。

「嘘だろ……？」

《鑑定》

〈クリーメイテッドレギオン〉

「本当にキリがねえ！」

「お兄様っ！　ひとつ提案が！」

　クリーメイテッドレギオンの攻撃をいなしながら、フウカが言った。

「隙のない球体をつくってくださいまし！　そこにあいつを閉じ込めれば！」

「オーケー！　ホエル！　鉄球をもうふたつ！」

　放り投げられた鉄球を、俺は《分解》で薄く引き伸ばし、クリーメイテッドレギオンの足もとをすくい上げる。

　――グルルォォオオ

《構築》

　引き伸ばした鉄が大きな球を形づくり、転倒したクリーメイテッドレギオンを包み込んだ。

「これで……どうだっ！」

　継ぎ目のない巨大な鉄球が、灰になった骨を完全に閉じ込めた。

　――グルルォォオオ……グルルォォオオ……

　ガンッガンッと内側から鉄球を叩く音が響く。これでこいつの始末はついた。

「フウカ、助かったぞ」

「わたくしはこの森の頭脳ですわ！　任せてくださいまし！」

　フウカは平たい胸をぽんと叩いた。

「しかしこいつは元気だな、まだ中で暴れてる……」

　そこで――俺はあることに気づいた。

「……似てやしないか」

「なに、に？」

　リュカの問いに、俺は視線を返した。

「今の俺たちにだよ」

　クリーメイテッドレギオンは、いまだ鉄球の内側を叩き続けている。

「この大迷宮は、あきらかに人工物だ。そして森の魔物たちも、俺たちもその内側に閉じ込められている。こいつと一緒だよ」

　俺は拳で鉄球を叩いた。高い金属音が、部屋に響き渡った。

「……少し、休憩しよう」

　俺たちはその場で車座になった。携帯コンロで湯を沸かして、みんなにお茶を振る舞う。果物を練り込んだ甘いソフトクッキーも持ってきている。栄養補給は重要だ。

「干したレインボーフルーツの甘味が、お茶と合うわね！　おいしいわ！」

　いろんなものを食べさせてきたから、リュカたちも舌が肥えてきている。

「お兄様はお菓子作りの大天才ですわ！」

「褒めすぎだよ」

　気に入ってもらってよかった。ソフトクッキーには、けっこう自信があったのだ。

　それはともかくとして。

「そもそも俺たちを閉じ込めるために、大迷宮は存在する」

　俺は先ほど、檻の中で互いを攻撃し合っていたスケルトンを思い返す。その姿は、森の中で争っていたリュカやフェリスと重なっているように感じた。法がない世界に放り出された魔物たちは、必ず縄張り争いを起こし、殺し合う。それを目的に、この大迷宮が造られたのであれば――。

「だったら、わざわざ親切に出口なんかつくると思うか？」

「それは……」

　フェリスがつぶやく。

「たしかに、ソラの言う通りだ。ならば、いくら大迷宮を進んでも、意味はない」

「となれば……帰るしかないのでしょうか……お兄様……」

　フウカが不安そうに俺を見上げた。

「少し、考えさせてくれ」

　俺たちは、必ず森を出なければならない。必ずだ。しかし十中八九、この大迷宮には、出口など存在しない。

　ならば――。

「ズルをするしかないな」

　この大迷宮は人工物だ。《構築》されたものだ。俺は立ち上がり、道具を片づけた。

「つまり《分解》が、可能ってことだ……！」

　壁に手を触れて、スキルを発動させる。

《分解》

　壁がガラガラと崩れ落ち、部屋に〈材質不明の石〉が転がった。

「すごい！　お兄様！」

「なるほど～たしかにズル～い」

「しょせん、この大迷宮に正攻法なんて存在しなかったんだ」

　俺はどんどん壁を《分解》し、奥へ奥へと突き進んだ。




　そうして二、三時間も歩いた頃だろうか――俺たちは巨大な部屋にたどり着いた。カンテラで照らしても見えない天井。どこまでも続く壁。

「ヒロイ！　ヘンナトコ！」

　ミュウが、跳ねながら俺に寄ってくる。フェリスは、氷の剣を握った。なにかの気配を感じる。おぞましい殺気が、この空間には満ち満ちている。

　――ズゥン――ズゥン

　地響きを伴って、何者かの足音が、遠くから聞こえてくる。

「ホエル以外は、もとの姿に戻った方がいい。ヤバいのが来るぞ……」

　白鯨の巨体は無敵に近いが、この大迷宮自体が崩落しかねない。リュカは竜王に、フェリスは狼王に、フウカは不死鳥へと姿を変えた。

　――グルゥオオオオオオオオオオオオオン

　巨大な脚が、黒い石畳を踏みしめた。

《鑑定》




名前：邪じゃ龍りゅうアジ・ダハーカ

年齢：不明

性別：不明

称号：大迷宮の守護者

レベル：１５００

【ＨＰ】８６０００

【ＭＰ】７９０００

【攻撃力】１１３０００

【防御力】９８０００

【持久力】７８０００

【精神力】５６０００

【素早さ】６８０００

【器用さ】５００００

【運】４１０００

スキル：【永久機関】【破壊光線】




「ウッソだろ……！」

　銀色の鱗に包まれた、巨大なドラゴン。赤いひとつ目が輝く――完全な化け物だ。そして、同時に俺は確信する。




【永久機関】：時間経過により肉体が劣化しなくなる




　おそらくこいつはこの大迷宮が造られた当初から存在している。つまり、大迷宮を護るラスボスだ。こいつさえ倒せば、俺たちは森を出られる！

「慎重に行くぞ……」

　俺はミスリルの剣を抜き放った、その瞬間。

　――ドッゴォオオオオオォォォォ！

　アジ・ダハーカの顎から放たれた黒い火球が、石畳を爆発させた。広間が揺れ動く。すさまじい一撃だ。随一の防御力を誇るホエルを除けば――。

「こいつは、一発でも食らえばおしまいだぞ！」

「私たちが行く！」

　リュカとフェリスが、大きく口を開いた。

【獄炎焦熱】

【絶対零度】

　竜巻のようにうねる炎と氷が、アジ・ダハーカめがけて突き進む。そして腹部に到達した瞬間、熱と冷気が混じり合い――。

【界面爆轟】

　巨大な水蒸気爆発によって、広間に再び轟音が響き渡った。あの白鯨を墜落させるほどの一撃、ただで済むはずがない――霧が晴れ、アジ・ダハーカの姿が現れる。

「マジ……かよ……」

　銀色に輝く鱗には、傷ひとつない。あれを超える攻撃を放つのは、俺たちには不可能だ。俺は思わず背後を振り返る。

「………………！」

　俺が《分解》した壁は、きれいに閉じていた。アジ・ダハーカは、壁を再び《分解》する隙を与えてくれるだろうか。

「……背後から焼き殺されるのがオチだな」

　どうしても、こいつを倒さなくてはならないらしい。

　――グルゥオオオオオオオオオオオオオン

　巨大な尾が、俺たちをなぎ払おうとする。竜王リュカは羽ばたいてこれを回避、フェリスは隙に乗じて大きく跳躍、噛みしめた氷の剣で、アジ・ダハーカの長い首に一撃を加えた。しかし氷の剣は粉々に砕け散り、やはり銀色の鱗を傷つけることは叶わない。

「フェリス、奴の背後に氷の壁を張ることは可能か？」

「どういう意図で……いや、やってみよう」

　フェリスはアジ・ダハーカの絶え間ない攻撃を間一髪でかわしながら、その背後に冷気を放った。たちまちアジ・ダハーカの背後に鏡のような氷の壁が出現する。

　そう――鏡のような。

「……なるほど、やっぱり手段はある！」

　氷に映ったのは、アジ・ダハーカの頭のうしろだ。そこには、銀色の鱗が張られていない、わずかな隙が見えた。

「あそこを狙うしかない！　みんな、できる限りこいつを足止めしてくれ！」

　たった一か所の弱点。そこを狙いに、俺はアジ・ダハーカの巨体を大きく迂う回かいする。

　――グルゥオオオオオオオオオオオオオン

　それを追おうとするアジ・ダハーカに、無数の雷撃が突き刺さる。

「お兄様の邪魔はさせませんことよっ！」

　不死鳥フウカは、広間を旋回しながらアジ・ダハーカに攻撃をしかける。しかし、やはり背後は取らせてもらえない――俺がやるしかない！

　巨大な尾による攻撃は、ホエルの【天衣無縫】で、わずかに軌道を逸らすことができている。リュカとフェリスの【界面爆轟】は、ダメージを与えないまでも、アジ・ダハーカの隙を生み出しているように見えた。

「いける、いけるぞ！」

　俺はとうとうアジ・ダハーカの背後へとたどり着いた。鱗のない後頭部が見える。俺はミスリルの剣を担いで、石畳を蹴った――その瞬間。

　――グルンッ

　まるで機械仕掛けのように、アジ・ダハーカの首がこちらを向いた――と同時に、赤いひとつ目がギン！　と輝く。俺は空中だ。【天衣無縫】で軌道を変える時間はない。戦闘前に確認したアジ・ダハーカのスキルが、脳裏に閃ひらめく。

「しまっ……！」




【破壊光線】：回避不能の熱攻撃を発生させる




　――ビギュウウウウウウウウウウン！




　信じられない速度で発射された赤いビーム。俺を貫こうとしたその光が――。

「ソラ！　アブナイ！」

　ミュウが、俺の前に飛び出した。

　赤いビームが輝きを増す。

　その光は、ミュウ越しに見える。

　必死に手を伸ばした――届かない――届かない――！

　俺の身を焼くはずだった赤い光は、ミュウに、命中した。

「ミュウ!!」

　俺の叫びも虚しく、赤い火花が、散った。

　――ガランッ

　ミュウは、真っ黒な石ころになり――床を、転がった。

「そん……な……」

　信じられない。

　信じたくない。

　俺をかばったのだ。

　俺の安易な作戦が、ミュウの命を奪った。

　孤独な森での生活。そこでできた、最初の、仲間だった。ウルフから救い出したこいつは、どんどん強くなって、頼もしい相棒に育った。それが――。

　昨夜の、ミュウの声が、脳裏に響いた。

『ソトノセカイ、タノシミ！』

　外の世界。それは、こいつの命を奪ってまで得えるべきものだったのか？　森の中でおとなしく暮らしていれば、こんなことにはならずに済んだ。

「ソラ、追撃が来るわ！」

　リュカの言葉が、あまりにも遠くに聞こえる。

【界面爆轟】が通じない、銀色の鱗。死角からの攻撃を、正確に察知する首。魔物とは思えない、ビームによる攻撃。こいつは――この大迷宮は。

「人工物……」

「ソラ、避けて!!」

　俺はミスリルの剣を放り出して、アジ・ダハーカへと走った。そのすぐ背後でビームが爆発する、その熱を感じながら、俺は走った。

【疾風迅雷】

　俺はさらに速度を上げて、吶とっ喊かんする。

　俺は錬金術師だ。

　ハズレスキルの錬金術師だ。

　錬金術とは〈無機物〉を操作する技能のこと。

　奴は生物ではない――人工的に造られた〈無機物〉だ。

〈無機物〉相手なら――俺は、アジ・ダハーカの冷たい腹に掌底を叩き込む。

「これでも……食らえッッ!!」

《分解》《金属変換》《融解》《酸化》――。

　俺はありとあらゆる錬金術のスキルを使い、〈人工物〉アジ・ダハーカをめちゃくちゃに変質させた。

　――グルォ……グル……ギル……クルァ……カルルルルルルル……キュル……

　アジ・ダハーカは光を放ち、花火のように明滅し、一つ目から火を吹き、鱗が剥がれ、首がちぎれ飛び、砕け散り――崩壊した。

　――キ……リ……

　俺はわずかに残った頭部の一部を、かかとで踏みつぶした。

「ちくしょう…………」

　砂場のようになった広場で、立ち尽くす。

「ちっくしょおおおおおおおおおおおおお！！！！！！」

　俺は膝をついて、石畳を叩いた。

　こんなこと――こんなことがあっていいのか？

　勝ったなんて言えない。

　ミュウは、もういないのだ。

　大事な仲間を――喪うしなったのだ。

　人間態に戻ったリュカも、フェリスも、フウカも、ホエルも、みんな泣いていた。

　勝利の喜びなんて、どこにも、これっぽっちもなかった。

「………………」

　俺はフラフラと立ち上がると、石ころと化したミュウに近づき、抱きしめた。

「許してくれなんて……言えないよな……」

　涙がこぼれ落ちて、ミュウを濡らした。

　――ぽにゅん

「……へっ？」

　涙で霞んだ目を開くと、そこにはいつも通りに透きとおったスライムがいた。

「ボク！　ソラ！　タスケタ！　エライ！」

　俺に抱かれながら、ミュウは、ぽよぽよと跳ねた。俺はミュウのスキルを再確認する。




【完全擬態】：対象の形態と性質を模倣する




　そこで、すべてを察した。

「……オリハルコンの指輪か！」

　あの指輪を食べたミュウは、体の材質をオリハルコンに変化させるスキルを身につけていたのだ。モグモグマツの樹脂を食べて、ゴムになったときと同じように。

「この野郎、心配させやがって！」

　俺たちは、みんなで抱き合って泣いた。フェリスも、いつものクールさを捨てきっていた。ホエルにも、いつものふんわりした余裕なんてない。みんなが感情をあふれさせていた。

「よかった……ほんとによかったよぉ……」

　そのとき、広間の奥に、光が射した。

　ゆっくりと、扉が開く。

「あそこが、出口ってわけか」

　俺は袖で、涙を拭った。

「行こう」

　扉の外にあったのは――書斎だった。

　部屋を囲うような巨大な本棚に、分厚い本がぎっしりと詰め込まれている。それを読むための机には日が射していて、そこにも本がうずたかく積まれていた。

　埃くさい迷宮に続く場所としては、あまりに清潔で、あまりにも人間的な空間だ。

「どういう……ことだ？」

　そんな場所で――黒いローブをまとった美女が、椅子に座って優雅に本を読んでいる。

　女は本を閉じると、長い髪をかき上げた。

「驚いたな。君たちは、この大迷宮を突破した初めてのパーティーだ」

　黒い瞳で、真っすぐに俺を見据えた。

「そして……おそらくは最後の」

　女は立ち上がって、にっこりと笑った。

「自己紹介しよう。私はエルダーリッチ。何者かは、もう察しがついているんじゃないかね」

　そうだ、おそらくこの女が。

「ようこそ、私の部屋へ」

　この大迷宮を造り上げた張本人だ。

「なんの目的があって、あんな大迷宮を……」

「急く話ではないだろう。ここの攻略は大変だったと思う」

　氷の剣を発生させようとしたフェリスを、俺は制した。

「よくわかってるじゃないか。君たちに敵意はないよ。とりあえず……お茶でもいかがかな」

　エルダーリッチはそう言って、妖艶な笑みを浮かべた。










第七章　世界最強の錬金術師




　エルダーリッチが戦う意思を見せていない以上、斬りつけるわけにもいかない。俺たちは彼女に導かれるままに、食堂へと案内された。

「まあ、ゆったりとくつろぎたまえ。久しぶりの客人だ。私もうれしく思っているよ」

　エルダーリッチが指を動かすと、食器棚から茶器が飛び出して、食卓に並んだ。パチンと指を鳴らすと、ティーカップに紅茶が湧いて出た。

「さあ、早く座って。心配ない、毒など入っていないよ」

「それは確認済みだ」

「ということは……君は錬金術師か」

《鑑定》を使ったことを見抜かれたらしい。

　こいつが大迷宮を造り上げたことはわかるが、それ以外は、謎に包まれている。

「どうした、早く椅子に座ってくれ。立ち話は好きじゃない。それとも、私に怯えているのかな？」

「………………」

　俺が席に着くと、みんなもそれぞれ椅子に座った。ミュウは、俺の膝に収まった。

「正直、私も驚いているのだ」

　エルダーリッチは、紅茶をひと口飲んで言った。

「あの大迷宮を突破する者が現れるとは……それも人間が、ね。正直、森の中に人間がいたことに驚いている。君以外の四人はそうではないようだが」

「たしかに私は人間ではない。なら、どうする？」

　フェリスが、エルダーリッチに鋭い目を向ける。しかしエルダーリッチは、ひるむ様子も見せない。

「どうもしないさ。君たちが人間である彼をリーダーに置いている以上、客人だ」

「そうでなければ、結果は違ったようね」

　リュカの言葉の後、しばらく沈黙が流れた。

「………………」

　エルダーリッチは、音も立てずにティーカップを置いた。

「刺し違えてでも、止めるつもりだった。これは正直に話しておこう」

　リュカもフェリスもフウカも、やるならやってやるぞという顔をしている。ホエルはひとり、紅茶を楽しんでいた。

「これおいしいよ～」

「はいはい、話が終わってからね」

「君たちも飲むといい、冷めてしまってはおいしくない……それはそうと」

　エルダーリッチは指を組んだ。

「なにもかも予想外なのだよ。本当に驚いている。私の最高傑作、アジ・ダハーカを破られるとは思ってもみなかった。それも、人間に」

「ひとつ聞きたい。どうしてあんな大迷宮を造って、魔物を閉じ込めるようなことをしたんだ？」

「魔物が人類の生存を脅かしていたからだ。私は人類を救うために、当時最大の魔物だった五体を大迷宮に閉じ込めることに成功した」

「待てよ、それはたしかホエルが子クジラだったときの話だよな……」

　ということは彼女は――。

「女性の年を詮索するものではないよ」

　そう言って、彼女は笑った。

「そうとも、あまりに長い年月だった。私はヒトの時間を大きく逸脱して、エルダーリッチとなった。ゾンビみたいなものさ」

　しかしエルダーリッチは、美しい女の外観を保っている。こう言うとなんだけれど、変なニオイもしないし、俺の知識にあるゾンビとはずいぶん違う。

「すべては、森の魔物が外へ出ることを防ぐためだ。そのために私は存在する」

「私たちを、外に出さないつもりか？」

　フェリスが尋ねると、エルダーリッチはおとがいに曲げた人さし指をあてた。

「いや、そのつもりはないよ。君たちは、リーダーである君……名前を教えてくれないか」

「ソラ……です」

「ふむ、ソラ。彼女たちは完全に君を信頼しているようだし、君は魔物を率いて悪さをするような人間には見えない。私が護りたいのは人類の平穏、罪なき人の命だ。君がそれを害するとは思えないからな」

「当然、私たちにそんなつもりはないわ……外の世界を見たいだけ」

　リュカが言うと、ミュウが俺の膝でぽいんと跳ねた。

「ソトノセカイ、ミタイ！」

「まあそう焦るな」

　エルダーリッチは立ち上がると、マントルピースの上にある水晶球に触れた。そして目をつむり、しばらく黙っていた。

「なるほどな」

　そう言って振り返る。

「君たちがどうやってここまで来たのか、見せてもらった。君たちには大迷宮を攻略するために必要なものが、すべて揃っている」

　エルダーリッチは、リュカを見た。

「困難に挑む勇気」

　フェリスを見やる。

「試練に打ち勝つ武勇」

　ホエルと視線を合わせる。

「仲間を思いやる愛情」

　フウカを見て。

「難局を覆す知恵」

　そしてミュウに微笑みかけた。

「固く結ばれた信頼」

　そして、その黒い瞳で俺を真っすぐに見た。

「思慮深く、清らかな心……これらすべてが伴わなければ、ここまではけしてたどり着けない。そしてそれらを備えた君たちには、外の世界に出る資格がある。あの大迷宮には、私のすべてを賭けた。それを攻略した君には、驚嘆するほかはない」

　俺は、俺の仲間の、ひとりひとりを見て言った。

「みんながいてくれたからだよ」

　ふむ、とエルダーリッチはうなずく。

「しかし、人間の姿をした魔物がこれだけ揃うのも驚きだな。そしてそのすべてが規格外の能力を備えている。この森を封じたとき、そんな魔物は一体もいなかった」

「彼女たちは固有種と呼ばれてる、特別なんだ」

「実に興味深い。それが争いもせずに、パーティーを組んでいると……まあ、それはいい。それよりも君だ、ソラ。どうしてこの森に人間がいる？　君はどこから湧いてきた？」

　暗い思い出を、話さなければならない。

「………………」

　俺は椅子から立ち上がった。そしてなるべく明るく振る舞って、別の世界からこの世界に呼び出されたこと。そしてハズレスキルを引いた役立たずとして、この森に転移させられたことを語った。

「………………」

　エルダーリッチの陶器のように白い顔が、さらに色を失った。固めたこぶしが、震えている。人間のため、魔物を閉じ込めるために造り上げたあの大迷宮が、当の人間によって悪用されていたのだ。エルダーリッチのショックは、察してあまりある。

「そんな……」

　唖あ然ぜんとした表情で俺を見つめた。

「この森がそんなことに使われて……」

　エルダーリッチは俺に歩み寄ると、とつぜん抱きついてきた。驚きつつも、やっぱりニオイを嗅いでしまう。やっぱりゾンビっぽくないな……などと思っていると、彼女は俺の頭を撫でてきた。とても――とても優しい手つきで。

「本当に……つらかっただろう……よく生き延びて、ここまで頑張ったな……」

　頭を撫でられるなんて、いつぶりのことだろう。目頭が熱くなる。鼻の奥がツンとする。

「みんなが……みんながいてくれたから……」

「お前が彼女らをまとめ上げた。それは私にもよくわかる。それがお前の力なんだ、ソラ。誇っていいことだ」

「同意見だけど、ソラから離れて」

　リュカとフェリスが、俺とエルダーリッチを強引に引き剥がした。

「抱き合わないとできない話ではないだろう」

「それもまあ、ごもっともだな」

「ハグはいいものだよ～」

　いつの間にかホエルが背後にいる。とても嫌な予感がする。

「優しい気持ちに～なれるからね～」

　そっと俺の脇の下に手を差し込む、背中に柔らかい感触。うれしい、うれしいんだけど――。

「ぎゅ～」

　――メキメキメリメリメリ

「あぐえええええええええええ！　つぶれう、つぶれううううううう！」

　背中にあたっているふたつのシアワセは、肋ろっ骨こつの悲鳴によって意識のはるか彼方かなたへと追いやられる。

「ふたりとも、ソラから離れろ」

　リュカとフェリスが、強引にエルダーリッチとホエルを引き剥がす。

「ええ～ハグ大好きなのに～」

　エルダーリッチは、やれやれといった表情で席に戻った。フェリスは、埃を落とすようにして俺の体をはたく。

「簡単に体を許すな」
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　ジロリと睨まれた。

「とはいえ……」

　エルダーリッチの目は、先ほどの優しい目つきから一変して、苦い表情を浮かべた。

「この森が、まるでゴミ箱のように扱われていたとは……許しがたいことだ。そのときのことを覚えているか？」

「なんか魔法使いっぽい奴が、濁った水晶球をこっちに向けてきたんだ、そしたら森の中にいた」

「ああ、あれか……」

　エルダーリッチの苦い顔が、さらに歪んだ。

「あれは私が修行中の身であったときに考案したものだ。誰にでも使える魔道具ではあるが、はっきり言って非効率だ。あらゆる魔法に使える水晶球が、ひとつ無駄になる。転移先も自由に決められないし……」

　そう言って、おとがいに指をあてる。

「ということは……その転移水晶は、最初からこの森への流刑のためにつくられたのだな。まったくもって度しがたい。この大迷宮は、そんなことのために造ったのではない。賢者に対する侮辱というものだ、ソラ」

　エルダーリッチは紅茶を飲み干すと、再び立ち上がった。

「君には特別に、もっと便利な魔法を見せてやろう」

　そう言って、虚空に指を向ける。指先が紫色に光ると、そこに俺の背丈より少し高い、板のようなものが出現した。

「超越魔法《門》だ。離れた空間同士を、どこでもつなぐことができる。君はもう気がついているだろうが、この大迷宮に出口は存在しない。この《門》だけが、唯一外へと出る手段なのだ」

「便利そうですけれど、地味ですわね！」

　フウカはこういうとき、あまりにはっきりとものを言ってしまう癖がある。エルダーリッチは、フウカを睨みつけた。

「なにを言うか！　これは移動系魔法の最高位にあたるものだ！　私が発明した魔法の中でも、かなりの傑作と言っても過言ではないだろう！　そもそも魔法というものは、おとぎ話のように簡単にはいかないものなのだ。そこには人類が脈々と受け継いできた知恵があり、そしてその歴史の中で必ず現れる私のような天才が、その知恵をもって森羅万象の謎を解き明かし、新たに前進することで、奇跡を生み出す。それこそが本当の魔法、人類の果てなき追究の旅であり……」

　エルダーリッチが熱く語っている間、俺は《門》を眺めていた。この魔法は、あきらかに人工物と呼べるだろう。ということは――。

《鑑定》

『魔法《門》』

《分解》

《門》は煙のようにかき消える。そして――。

《構築》

　再び《門》が現れた。なるほど、これが魔法か。ふむふむと納得していると、エルダーリッチが両手を口もとにあてた。最初はクールな印象を持っていたけれど、意外と表情が豊かだ。

「君、今なにをした……？」

「なにって……錬金術だけど」

　ハズレスキルの錬金術だ。しかしエルダーリッチの目は、きらきらと輝いていた。

「錬金術を……よくぞここまで練り上げた！　ソラ、間違いなくお前は世界最高の錬金術師だ！」

「でも錬金術って、ハズレスキルなんじゃ……」

「たしかに、そんなことをのたまうヤカラがいることは否定しない！　錬金術はスキルとしてはかなりトリッキーだからな！　だからこそ、極めればありとあらゆる応用が可能となる……ソラ、君は錬金術を極めたのだ！」

　エルダーリッチは、がしっと俺の肩を掴んだ。

「私の弟子にならないか!?　私は長い年月をかけて、魔法の研究を続けてきた。誰にも伝えられるはずのない魔法をだ……」

　途方もない時間を噛みしめるように、エルダーリッチは言った。

「どんなことでも教えてやろう！　魔法と錬金術が組み合わされれば、君は至高の存在へと上りつめるはずだ！」

「そんなおおげさな……」

「おおげさではない！　君は自分の実力を見誤っている！　私も昔は弟子を持ったものだったが、君はその中でも最高の可能性を秘めている！」

　もう弟子ということにされてしまった。

「私の書斎を見ただろう、あそこにある魔道書の半分は私が綴つづったものだ！　そのすべてを君に授けよう！　いや、それでは足りないな……まだ私の頭の中にしかない理論もたくさんあるんだ！　自慢ではないが、この大迷宮を造ったとき、私は世界最高位の魔術師だった！　君は最高の弟子だが、私だって最高の師匠となるはずだ！」

　バンバンと背中を叩かれた。たしかに、彼女の長い孤独を思えば、俺のような人間の存在は大きいのだろう。あまりに買いかぶられているとは思うけれど、悪い気はしない。それにはっきり言って、魔法にはとても興味がある。

「わかった、俺は弟子になるよ。よろしく頼む、師匠」

「エルダーリッチと呼んでくれて構わんよ」

　髪をさらっと払って、彼女は言った。

「名前がないわけではないがね。外の世界でそれを出すのは、ちょっと不都合だからな」

　俺が知らないなにかがあるらしい。けれども、追及は避けておいた。名前を隠すというのは、それなりの事情があるのだろう。

「魔法も知りたいんだけれど、もうひとつお願いがあるんだ。俺たちに外の世界のことを教えてほしい」

「ああ、なんでも話そう。君は私の弟子なのだからな！」

「ソラ、マホウツカイ、ナル？」

　ミュウが、ぽいんと跳ねる。

「ああ、なれるかもな」

「心配するな、君は最高の師匠を得えた」

　エルダーリッチはそう言って、胸を張った。

「さっそく授業だ。その《門》を使ってみたまえ」

　目の前には、相変わらず黒い板があるばかりだ。

「なに、心配することはない。行きたい先を強く念じさえすればよいのだ。それで君は、好きな場所へと行ける」

「好きな場所へ、か」

　念じるといっても、どうすればいいのかピンとこない。俺はここへ来てからのいろんな思い出を巡らせながら、黒い板に手をあてた。結果わかったのは《門》は板ではなくて、大迷宮のあの階段のような、物理法則を無視した空間だということだ。

「おじけづかず、前へ進むんだ」

　わかった、と返事して、俺は《門》をくぐった。真っ暗な世界から視界が開け、そこに現れたのは――。

「……あれ？」

　城の大浴場だった。

「どういうことだ？」

　みんなも、次々と《門》をくぐってくる。そのみんなを見回すと、エルダーリッチはニヤリと笑った。

「なるほど、君はなかなかの好き者らしいな」

「そういうわけでは……」

　なるほど、強烈な思い出のある場所に転送されてしまったらしい。ホエルにマッサージという名の虐待を受けた場所だ。と考えつつ、あの豊満な肢体も実に忘れがたく――。

「ひとり女の子に囲まれていれば、いろいろとあるだろう。刺されない程度に奔放に振る舞うがいい」

　ぽんぽんと背中を叩かれた。リュカとフェリスの視線が痛い。

「しかし広い風呂だな。君のこだわりかね」

「風呂だけじゃないわ、この城はすごいの！」

　リュカが胸を張る。

「お前が威張ることではないだろう」

　フェリスがぼそりと言ったけれど、聞こえていないようだった。

「なるほど、ちょっと見て回りたいものだな」

　俺たちは、エルダーリッチに城を案内することにした。

「まずは、外から見てみようか」

　門まで出ると、城の全体像が見える。我ながら、巨大な城を建てたものだ。エルダーリッチは、目を丸くしていた。

「いつの間にこんなものが……！　さぞかし年月をかけて建てたのだろうな。人足はどうしたのだ？」

「ひとりでやったよ。錬金術を使っても、七日かかったけど……」

「七日で！　ひとりで！」

　エルダーリッチは、俺にぎゅっと抱きついてきた。

「やはり、君は特別だ！」

　抱きついたまま、エルダーリッチは続ける。

「しかし、なにを思ってこんなたいそうな物を造ったのだ」

「それには理由があって……」

　俺は、固有種が縄張りを守らなくても機能する、法治国家をつくり上げたことを話した。するとエルダーリッチは、さらに力を入れて抱きしめてきて、俺の頭をわしわしと撫でた。

「魔物たちのことまで考えていたのか！　本当に君という奴は……君という奴は……！」

　そうやってスキンシップをとっていると、リュカたちの目が、どんどん鋭くなってくる。

「と、とりあえずご飯にするか！　お腹空いてるだろ、みんな！」




　調理場に向かうすれ違いざまに、バシッ、バシッ、とリュカとフェリスにお尻を叩かれた。

「自重して」

「調子に乗るな」

　こいつら、なんやかんやで息ぴったりだな。

　今日の夕飯は、大迷宮攻略記念の特別メニューにしよう。錬金術を駆使して作った豆のパンに、レインボーフルーツを隠し味に使ったトロトロスープ、色とりどりのサラダ、モモイノシシの稀き少しょう部位を使ったステーキ。デザートはカンラン草の実を使ったシャーベットだ。

「おいしい！」

　エルダーリッチは料理を食べるなり、感嘆の声を上げた。

「長い年月を生きてきたが、こんな料理を食べたのは、生まれて初めてだ！」

「そうですわ！　お兄様の料理はきっと世界一ですわ！」

「おいしいよね～」

「この過酷な森で、私よりよい暮らしをしているではないか！　しかしうまい、本当にうまい！　ソラ、やはりお前は天才だ！」

　ここまで褒められると、さすがに照れくさい。でも、今回の料理は我ながら上出来だ。パンはふっくらと香り高く、柔らかに仕上がったし、トロトロスープは疲れきった体を芯から温めてくれる。サラダにかけた特製ドレッシングは、丁寧に煎ったトコトンゴマの味がしっかり出ていて、これがシャキシャキ菜の食感にマッチしている。

　そしてなによりステーキだ。モモイノシシの稀少部位は、普段細かく分けて使っていたのだけれど、今回はひとりにつき、五〇〇グラムほどの大ボリューム。しっかり下処理をして柔らかくしてあるから、すっとナイフが通る。噛めば脂が染み出てきて、香辛料のピリッとした刺激と共に、口の中にじゅわっと旨味が広がる。味付けは洞窟で採取した岩塩に、少しだけトコトコトリュフを足してある。デミグラスソースを絡めてもおいしい。

　そしてこってりした口の中を、爽やかな甘みで風を吹かせるシャーベット。エルダーリッチは、ほっぺたに手をあててとろけていた。

「なんという幸福だろう……」

「そうそう、これが幸福なのよね……」

　うんうんとうなずくリュカ。

「そういや、こういうことを聞くのはアレなんだけどさ」

　おそるおそる、尋ねてみた。

「君らはみんなエルダーリッチの大迷宮に閉じ込められていたわけだろう？　その、恨みとか、そういうのはないのかなって……」

　それを聞いて、四人は顔を合わせる。

「べつにないよ～」

　シャーベットを食べながら、なんでもないという顔でホエルが言った。残りの三人がうなずく。

「私はここで生まれて、ここで育ったのよ。今の私をつくったのはこの森だわ」

　リュカの言葉を、フウカが継ぐ。

「そもそもわたくし、出ようという発想がありませんでしたわ！」

「外に出られないのは腹立たしかったが……」

　フェリスは、俺を見て――目を逸らして言った。

「ソラと出会えたのも、この森があったからだ」

　俺はそれを聞いて、心底安心した。エルダーリッチに対する敵てき愾がい心しんは、俺の杞き憂ゆうだったようだ。

「ただし」

　フェリスが、エルダーリッチを睨んだ。

「同じ種族だからといって、ソラを独り占めにはさせないからな」

「それは諸君の努力次第、と言っておこうか」

　エルダーリッチは、ふふんと鼻で笑った。リュカも視線を鋭くする。閉じ込められていたことによる敵意はないけれど、別のものは生まれているらしい。

「まあ、みんな仲よく、な！」

「ソラがそうしたいなら、そうしよう」

　そう言ってフェリスは、シャーベットの最後のひと口を食べた。各々いろんな思惑はあれど、悪意はないというのはよくわかった。

　すっかり満腹になったので、さあ寝ようと解散になった。今日はリュカが当番だから、一緒にお皿を洗った。

「まさか、こんなことになるとはね」

「こんなことって？」

「それは」

　俺の洗ったお皿を拭きながら、リュカは笑った。

「こんなこと、よ」

　そう言うと、俺の肩に、そっと頭をのせた。

「ソラ、本当に感謝してるわ」

「俺だって、感謝してるさ」

　ドギマギしながらも、俺はうなずいた。

「さ、さあ、皿を片づけて……」

「もう少しだけ、このままでいさせて……」

　俺は断ることができず、しばらくふたり、そうしていた。

　――――――。

　皿を洗い終わると、俺はミュウを連れて部屋に戻った。

「やりきった、なー……」

　とうとう、大迷宮を攻略した。俺たちは森を出ることができる。

「みゅ！　アシタ！　タノシミ！」

「そうだな」

　みんなで力を合わせた、その結果だ。ぐっすり眠って、明日に備えよう。

「おやすみ」

「ソラ、オヤスミ」

　うとうとしていると、急に、ずし、とベッドが軋きしんだ。

「……ん？」

「私だ」

「うわっ！」

　暗がりの中に現れたのは、エルダーリッチだった。

「そう声を上げるな。話をしに来ただけだ……」

　ベッドに腰掛けたエルダーリッチは、俺の頬に触れた。

「こんなふうに、人肌に触れたのはいつぶりだろうな」

　蒼い月の光の中で、エルダーリッチは微笑む。

「正直に言うと、寂しかったよ」

　エルダーリッチほど、膨大な時間をひとりで過ごしたわけではないけれど、この森に放り出されたときのあの孤独は、俺も忘れられない。

「君の孤独を、わかるとは言わないよ。けれども、それを癒やすために、なにか俺にできることがあれば……」

「君の肉体に興味がある」

「ほふぁ!?」

　頬に触れるエルダーリッチの指が、すすす、と首筋にすべる。思わず体がびくっと跳ねた。

「戦闘に長たけた錬金術師は稀少だからな。錬金術を用いた鍛錬は、きっと君の体組成にも影響を及ぼしていることだろう」

　ああ、そういう。

「ふたりで激しく燃え上がらないか」

　そういうのでもなかったー！

「実はいろいろと道具を持ってきているんだ」

　マジかよ。いきなり道具かよ。

「君が望むなら、縛っても構わないよ」

　どんどん話がマニアックな方向に進んでいる！　エルダーリッチの顔が近づいてくる。

「肉体的ならびに精神的快楽……実に興味深い研究テーマだ……」

　エルダーリッチの指が、鎖骨を撫でる。背筋に、淡い電気が走る。

「それを、味わってみないか……？」
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　なにもかもソラのおかげだ。私は縄張りを守る役目から自由になり、外の世界に出ることができる。一番頑張ったのはソラだ。ねぎらってやらなければ。

　私がソラの寝室に向かっていると、あろうことかフェリスとばったり出くわした。

「どこへ行くつもりだ？　リュカ」

　相変わらずの、冷たい声。

「あなたには関係ないでしょ」

　するとフェリスは私のスリッパから頭の先まで見上げて、ふんと鼻を鳴らした。

「なぜお前は、自分の枕を抱えている？」

「あなただって、枕を抱えているじゃない！」

「これは、護身用だ」

　めちゃくちゃを言い始めた。

「この城になにが棲すんでるっていうのよ！　っていうか、そもそも枕がなにの役に立つの！」

「ではその役に立たない枕を持って、お前はなぜソラの部屋の前に立っている」

「それはその……」

　痛いところを突かれた。

「ソラが寒がるといけないから、暖めてやらねばと思って……」

「では私が行こう」

　フェリスは扉に向かって歩き出す。

「あなたは冷気の使い手でしょ！　ここは火炎を操る私こそが」

「ソラを黒焦げにする気か」

　膠こう着ちゃく状態に陥ってしまった。なんと運のないことだ。しかし言えることはある。

「そもそも私は」

「待て……なにか声が……」

　フェリスが寝室のドアに耳を澄ました。

「盗み聞き？　お上品ね」

「異常事態だったらどうする？　お前はソラを助けないのか？」

「……一理あるわ」

　私も耳を澄ました。

　――女の声が聞こえる。

「もの覚えが早いではないか……ではこれはどうだ……？」

「俺……もう駄目だ……」

　――ソラの声も聞こえる。どこか苦しそうだ。

「男の子だろう……こらえてみせろ……」

　――対して、女の声は余裕があって。

「そんなこと言ったって……もう……」

「ほれほれ……もう駄目なのか……？　こういうやり方もあってだな……」

「ああ……それ以上やられたら……」

　私は悟った。これは異常事態だ。

「「待ったあー!!」」

　私とフェリスがドアを蹴り開けると、ソラとエルダーリッチが、ぽかんとした顔でこちらを見ていた。エルダーリッチは、小石をつまんだまま首をかしげる。

「……む？」

　ふたりは椅子に座っていて、テーブルにはなにやら小さな石のようなものが並べられている。

「これは……いったいなんなの？」

　私が尋ねると、エルダーリッチは胸を反らした。

「私が開発した芸夢というものだ。この石を兵士に見立てて合戦をする。今まではひとりで遊んでいたのだがな、対戦相手ができてうれしいぞ」

「くっそー、また負けたー！」

　ソラは悔しそうに頭を抱えている。

「私が考えた芸夢で、私が負けるわけがないだろう。だからこその縛りプレイなのだが」

　エルダーリッチがクククと笑った。

「そこのふたり、お前たちも参加するか？　この芸夢は四人まで遊べるようにつくってある。私に勝てるかどうかは……自ずと知れたことだがね」

　よくわからないけど、勝負を申し込まれたらしい。

「なんだかわからないけど、受けて立つわ！」

　私が意気込んで返事をすると、フェリスも一歩進み出て、

「私も……売られたケンカは買う主義だ」

　すると、エルダーリッチがニヤリと笑う。

「よし！　ならばルールを教えてやろう」

　結局私たちは、夜が明けるまでひたすら芸夢に打ち込んだ。

　しかし、何度勝負してもエルダーリッチのひとり勝ちだった。

「ぐぬぬ……次こそは……」

「ソラ、オハヨー！　アレ、ミンナイル！」

　寝床から出たミュウは、ソラのすねにぽいんっと体当たりした。

「ヨフカシ、ダメ！」

「そうだな……はは」

　ソラはすっかり憔しょう悴すいしきった様子だったけれど、それはそれでなんというか――かわいげがあるというものだ。

「お兄様っ！　おはようございます……って何事ですの!?」

　テーブルに伏している私たちを見て、部屋に現れたフウカが口もとを押さえる。

「そうやってわたくしに隠れてイチャイチャイチャイチャ！　お兄様のお馬鹿っ！」

「いや、これはそういうのじゃなくって……」

「じゃあなんだとおっしゃいますの!?」

「これはエルダーリッチが考えたゲームで……」

「なにそれ～おもしろそ～」

　ホエルも部屋に入ってきた。エルダーリッチは腕を組んで、ふむとうなずく。

「六人用を開発せねばならんな……」

「みゅ！　ボクモ！　ボクモ！」

　結局、出立は昼過ぎになってしまった。
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　エルダーリッチが《門》を開く。

「さあ、外の世界だ」

　ちょっと――いや、かなりドキドキする。これから森を出るんだ。

「ソラから行け。君が切り開いた道だ」

「……わかった」

　俺は真っ暗な《門》をくぐり――出た場所は、どこまでも広がる草原だった。

「これが……外の世界……」

　俺は胸いっぱいに深呼吸した。森の中の湿った空気と違って、心が洗われるような爽やかさだ。燦さん々さんと射す日の光は、森の中で見るよりずっとまぶしく思えた。

「青空が大きいな……」

　エルダーリッチを除けば、みんな、こんな風景を見るのは初めてだ。草原を少し歩くと、人がつくったらしい道があった。

「ここを進んでみようか」

「どこへ続くの？」

　リュカが俺に尋ねる。

「どこかには続いてるはずさ」

　しばらく歩いていると――女の子の悲鳴が聞こえた。

「なんだ？」

　フェリスは早くも氷の剣を手にしている。ここは外の世界だ。なにが起こるかはわからない。

「とにかく、行ってみよう」




　丘を越えると、そこには鎧よろいを着た二十人ほどの男たちがいた。それぞれ剣や槍を持っている。そいつらが追っているのが、悲鳴を上げている女の子だ。女の子ひとりを、武装した連中が追いかけている。なにか深い訳がありそうだ。

「助けてー!!」

「待ちやがれェ!!」

「逃がすなァ!!」

　男たちが野蛮な声を上げる。

「……どれどれ」

《鑑定》




名前：モーガン

年齢：２７

性別：男

称号：一般兵

レベル：１０

【ＨＰ】１２０

【ＭＰ】８０

【攻撃力】３５

【防御力】４０

【耐久力】２５

【精神力】２０

【素早さ】２５

【器用さ】１５

【運】１０

スキル：【剣術】




　よかった、たいしたことない相手だ。森に転送された頃の俺より、少し強いくらいの連中だった。

「どっちにつく？」

　ミュウに聞いてみる。

「オンナノコ！」

　そう言って、ミュウは跳ねながら男たちの方へ向かっていった。

「気をつけろよー」

　まあ、あれだけ実力差があれば、怪我をすることもないだろう。外で出会った最初の敵が、あんな奴らでよかった。

「なんでこんなところにスライムがいやがる」

「ええい、邪魔するな！」

「カカッテコイ！」

「こいつ、しゃべりやがった！」

　勝負は一瞬でついた。反撃する暇も与えず、ミュウは次から次へと腹に体当たりをかます。

「ゴボォ！」

「ゲハァッ！」

　立派な鎧をへこませた男たちは、皆呻うめきながら崩れ落ちた。連中の目からは、ミュウの動きを、まったく捉えることができなかっただろう。本当に、よく成長したものだ。

「マダヤルカ？」

「ひ、ひいっ！」

　残った男は一目散に逃げ出して、丘の向こうへと消えていった。

「よくやった」

「ウン！」

　ミュウを撫でてやると、女の子が駆け寄ってきた。

「あ……ありがとうございました……」

「怪我はない？」

「ええ……本当にありがとうございます……！」

　女の子は深々と頭を下げる。

　そこで俺はやっと気づいた。

　彼女の頭に、大きな二本の角が生えていることに。

　外の世界では、こういう子は普通なんだろうか。




＊　　＊　　＊




「魔王討伐！　おめでとうございます！」

　王城、謁見の間で歓声が上がる。

「いやー、余裕ッスよ余裕！」

　うしろ頭をかきながら破壊神のカンジがニヤニヤと笑う。

「つってアンタ、魔王倒したとき、ＨＰほとんど残ってなかったじゃーん」

　そう言って魔女のナナが笑った。

「お互いさまだろ、へへへ」

「みんなのおかげで、成し遂げられたことだ。ありがとう」

　勇者のアキラが胸を張る横で、聖女のマイは静かに喝采を受け入れていた。

「しかし、あのレンキンジュツのクソザコがついてこなくて、ホントよかったな！」

　破壊神のカンジが下卑た声を上げると、魔女のナナが手を叩いて笑う。

「足手まといを捨てたのは正解だったよねー」

　玉座では、王も笑い声を上げていた。

「いやはや、まさか本当に〈Ａランク〉の怪物、世界最大の悪、魔王を倒すことができるとは！」

　それを聞いて、勇者アキラは優雅に一礼した。

「これでもはや世界から脅威は消え去ったと、確信してよろしいかと」

「さすがは【勇者】だ。やはり錬金術師は悪魔の森に送って正解だったな」

　勇者アキラの笑顔が、一瞬醜いものに歪む。

「まったく、おっしゃる通りです」

　王宮魔術師グルーエルは、深くうなずいた。

「王様のなさることに間違いはございません」

「うむ！　これで我が国は魔王討伐によって、大いに発展することになる。なにせ〈勇者〉を送り込んだ国には、大陸全土の国から報奨金が出るのだからな！」

「は、国家予算の三年分に相当すると伺っております」

「使い道を考えんとな！　まあ、考えてあるのだがな！　まずは城の増築だ！　ぶははははは!!」

　もちろん報奨金だけではない。魔王を倒した国家ともなれば、議会での発言力も強まる。

　王や側近の笑い声が響く中、兵士が真っ青な顔で謁見の間に飛び込んできた。

「ご、ご報告申し上げます!!」

「なんだ、騒々しい」

　兵士は息を切らせつつも、真っ青な顔で震えている。脂汗が、真っ赤な絨毯にシミをつくった。

「ご……報告……申し……上げます……！」

「よいから、はよう言わんか」

「魔王の残党を追っていたところ……まったく正体不明の魔物に襲撃され……部隊が全滅……いたしました……!!」

　謁見の間がざわめいた。

「全滅!?　どういうことだ!?　なにに遭遇したのだ!?」

　兵士から詳しく話を聞くと、王は魔女のナナに《遠隔透視魔法》を使うことを命じた。

《遠隔透視魔法》は念じた場所に〈眼め〉を飛ばし、その場の風景を映し出すことができる、上級魔法だ。

「はいはい任せてー」

「まあ、どんな魔物でも俺たちで行きゃあ、秒だけどな！」

　魔女のナナが片目をつむると、玉座の横にある垂れ幕に、スライムがでーんと映し出された。そのうしろには、錬金術師のソラの姿もある。

「なんだ……こんなものを相手にどうして我が精鋭が……」

　王は震える手で映像を指さした。

「それにあの錬金術師！　悪魔の森に追放したはずではないか！　グルーエル、どうなっておる！」

「いや、私にも……これはさっぱり……」

　そのとき。

　――ぱくんっ

　視界がスライムに包み込まれ、映像がパリンと割れた。

「ミギャアアアアアアアアアアアアアアアア！！！！！！」

　魔女のナナは片目を押さえながら、絨毯の上に仰向けに倒れた。悲鳴を上げながら転げ回る。

「おい、マジかよ……大丈夫かよ……」

　この状況を見て、大丈夫だと言える人間はいないだろう。聖女のマイが慌てて《ヒール》を使ったが、目覚める様子はない。グルーエルの顔が蒼白になった。

「これは……まさかこんなものが……実在するとは……！」

「なんなのだ!?　なんなのだ今の怪物は!?」

「はっ！　神に選ばれし魔法の使い手【魔女】の魔法が、あのように破られることを……鑑みますと……やはり結論は……」

　王冠の隙間から、汗が流れ落ちた。グルーエルが続ける。

「魔王を超える……Ｓランクに相当する……怪物かと思われます……!!」

「Ｓ……ランク……だと……この世に……そんなものが……!!」

「現に……【魔女】は……」

　ヒイヒイと涙を流し続ける魔女のナナは、側近たちの手で医務室に運ばれていった。

「この世の……終わりが来るのか……」

　王は頭を抱える。

「それに、あの錬金術師、あのような魔物の配下となって生き延びておったとは、忌々しい卑ひ怯きょう者め！」

　まさかソラがパーティーを率いるリーダーだなどということは、誰にも予想できない。勇者のアキラは呆然とした顔で、ぼそりと独りごちた。

「クソ、あんの野郎、生きてやがって……」

「勇者よ！」

「は、はい」

　急に指をさされて、アキラは狼ろう狽ばいする。勇者パーティーのリーダーとしては、あまりにも間抜けな表情を王に向けた。王は額に青い血管を浮き立たせている。

「なにが、世界から脅威は消え去っただ！　恐ろしい存在が残っておったではないか！」

「いや……それは初めて知ったというか……」

　アキラに、先ほどの自信満々の笑みは、もはや微塵も残っていない。

「おぬしは勇者であろうが！」

「それはそうなんですけど……魔王はその……倒したんですけど……」

　額から冷や汗を垂らしつつ、アキラは答えた。

「言い訳は聞きとうないわい」

「はい……すみません……」

　とても納得できるものではないが、王には逆らえない。

「むうう……まさかこんな事態が……」

　王は頭を抱えて唸る。

　先ほどのお祭りムードは一転し、王の絶望が謁見の間を満たした。




＊　　＊　　＊




「数百年見ないうちに、世界は変わったな。ただの道に石が敷いてある」

　俺たちは、のんびりと石畳の道を歩いていた。このまま行けば、町にでも着くのだろうか。どれだけ遠いかはわからないけれど、体力には自信がある。さっきミュウが助けた女の子は、俺が肩車していた。

　この先、いったいなにが待っているのだろう。ワクワクしつつも、ちょっと怖くはある。

「なにを不安げな顔をしているのだ。安心しろ、お前は世界一の錬金術師だ」

　エルダーリッチは、俺の肩をポンと叩いた。

「そうだといいんだけどね……」

　まあ、なにがあろうと、みんなの力があれば乗り越えられるだろう。

「お腹空いてないか？」

　女の子に尋ねてみる。

「少し……空いてます……」

「ホエル、豆のパンを出してやってくれるか？」

「は～い」

　そんなやり取りをしながらミュウを見ると、なにやらむしゃむしゃと食べている。

「さっそくなにか見つけたか？」

「ヨクワカラナイケド、タベタ！」

「相変わらずだな、お前は」

　ミュウは、うれしそうにぽいんぽいんと跳ねている。

「みゅ！　ソトノセカイ、タノシイ！」

「そうだな。森になかったものが、いっぱい食べられるといいな」

　俺たちの旅は、いったいどこへ続くのか。今は誰にもわからない。

　でもきっと、わからないから、おもしろいのだ。

　俺もずいぶん成長した。
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レベル：２０００

【ＨＰ】１２００００

【ＭＰ】１４００００

【攻撃力】６４０００

【防御力】５５０００

【耐久力】５８０００

【精神力】７２０００

【素早さ】５７０００

【器用さ】７２０００

【運】６８０００




スキル：

【錬金術】：対象を理解し、別の形に錬成する

【豪力】：一時的に攻撃力を三倍にする

【阿修羅】：瞬時に無数の斬撃を与える

【暴風】：真空の刃を発生させる

【共鳴】：仲間を強化し、その力を自身と同調させる

【獄炎焦熱】：すべてを焼き尽くす、強力な炎を発生させる

【絶対零度】：すべてを凍りつかせる、強力な冷気を発生させる

【疾風迅雷】：肉体に雷をまとい、高速での移動を可能にする

【天衣無縫】：なにものにも縛られず、重力を自在に操作する

【気候操作】：目に見える範囲の気象を自在に操る

【食いしんぼう】：なんでも食べる

【毒耐性】：毒に対する免疫を得える

【完全擬態】：対象の形態と性質を模倣する

【永久機関】：時間経過により肉体が劣化しなくなる

【破壊光線】：回避不能の熱攻撃を発生させる




ユニーク合成スキル：

【界面爆轟】：炎と冷気により強力な爆発を発生させる




　これで、やっていけないってことはないだろう。
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キャラクターデザイン・設定
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あとがき




　この小説を執筆した三人を代表して、あとがきの筆を執らせていただくことになりました、マライヤ・ムーと申します。今後ともよろしくお願いいたします。

　小説を読んだ後にあとがきを読む方と、小説を読む前にあとがきを読む方に分かれるという話をよく聞きますので、本編とは少し離れた話をさせていただければと思います。あとがきが後でも先でも、あらゆる読者様に一〇〇％の楽しみを、がモットーです。

　さて、この小説の舞台である悪魔の森にちなみまして、悪夢の話を致しましょう。私は悪夢をよく見るタイプだったのですが、ここ最近全く見なくなりました。実はライフハックがございます。

　おでこに冷○ピタを貼って寝るのです！　ほんとこれだけ！　これだけでさっぱり悪夢を見なくなりました。日々悪夢にうなされ苦しんでいる方は、騙されたと思ってやってみてください。

　さて、悪夢は見なくなりましたが、タチの悪い夢というのはございます。これは、はっきり言って悪夢よりも恐ろしい。罠です。夢には罠が存在します。

　そう、それは――おしっこの夢。

　待ってください。そっと本を閉じるのは待ってください。いや、これみんなが抱えている危機だと思うんですよ。最近見た夢なんですが、マト○ックスの主人公が出てきて、

「ここで小便をするんだ」

　と、カッコイイグラサンをかけて言うのです。

「常識を捨てなければ、真の世界に至ることはできない」

　救世主の言うことです。間違いはありません。私は一生懸命おもらしをしようと頑張りました。しかし常識が邪魔をします。倦んだ日々の中ふと思い立ち、おもらしを決行しようとした読者諸賢にはおわかりでしょうが、おもらしというのはかなりの精神力が求められるものなのです。常識を捨てる、覚悟。ここでおもらしをしなければ、ずっと偽りの世界でニセモノの暮らしを享受するだけで終わってしまう。そう、私は選ばれた。自分を解き放て――。

　いや。マジで目が覚めて良かったですよ。救世主はそんなこと言わない。起き上がった私はよろよろとトイレに立って、エレガントかつスマートに自分を解き放ちました。これが大人の力です。

　しかし。もしあのとき、本当におもらしをしていたら――私は本当の世界を知ることができたのではないか。この現実は虚構ではないか。では、このあとがきも？　私はおもらしで真実を知ったかもしれなかったのです。おもらしで真の世界を知った方は、私にご一報ください。ツイッターでもいいです。診断書とともにご提出ください。

　さて最後に。この三人体制という特殊な形式の中で、しっかり舵を切ってくださった編集Ｉさま。さいっこうに可愛いキャラクターと、素敵な世界を描いてくださった福きつね先生、そしておそらくは紳士淑女の美男美女、バラのような慈愛の香る読者の皆さまに、水たまりに頭を沈めて、深く深くお礼を申し上げます。それではぜひぜひ、またお会いしましょう。

マライヤ・ムー、今いま井い三さん太た郎ろう、蒼あお乃の白はく兎と
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外れスキルでＳＳＳランク魔境を生き抜いたら、世界最強の錬金術師になっていた１


～快適拠点をつくって仲間と楽しい異世界ライフ～







発　行　２０２２年５月27日　初版第１刷発行

著　者　マライヤ・ムー、今井三太郎、蒼乃白兎

発行者　菊地修一

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

URL……https://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Mariah Mu,Santarou Imai,Hakuto Aono 2022




item/image/cover.jpg
J5ZFROUELS
g





item/image/p039.jpg





item/image/p115.jpg





item/image/hontobira.jpg
D~
SSS:j‘/ 7 Bﬁiﬁ’&i%ﬁmké.

el

K otb\f'

| E&oh





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		第一章　異世界転移



		第二章　悪魔の森



		第三章　ミラクルスライム



		第四章　竜王と狼王



		第五章　固有種集結



		第六章　大迷宮攻略



		第七章　世界最強の錬金術師



		キャラクターデザイン・設定



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/k002-003.jpg
7 ek A

¢

NN -
,ﬁ\\§‘

N






item/image/p185.jpg





item/image/p063.jpg





item/image/k001.jpg
":-6'5 (WYf

'/\
ﬁcl%m&;i»&o(-rc o il (
_Remmmen






item/image/p136.jpg





item/image/k004.jpg
%
%
5
D
(A
0
i
%

%
&
=
1
A
94
AT
B
&
2






item/image/p280-281.jpg
FIN

(BROBIOEN. EREO—1
TRHEEERE, EROBE
RHERIHNTREEALIY
S BEORAHKEVDTE.
EEDLOHFRBMERLATY
B.UHLEAD IR E2EDL
THOBOAEDLD, RSP
SEHBIEL,YSOHTKIED
BN EOEDMNE,

*

[BROBIO HKRT Y No
EHFEO—RTKEBECHS,
AROBRABOBLALRV
EROBEATRHFEBLTI—
WERRSHREBMBD,—A
TUBTLEH A ALHADE
BINBTELMWS, H— TR
BNTABORKHARATEL
YSOTEHBIANTLS,






item/image/p278-279.jpg
[ERORIO MERY KN
ALEFEO—ET REEEC
W5 FREEREHFROE, NE
BTREBHHAAOEHED
HTHECKIBRORIOFEH
LLTORBATL, BEE RN
P YSOESHEOEHET A

mp &

RARBRCBRINSH AN
FWEHBERE—FHDBIE
3. HEHORABS THEHOR
FNEMLEEL. [BROBIE
WEHT B MAERE BNERDS
3V OOMIH HEWHELT
BEAORDEHoTVEAL
BoTHHF LoSkBIFTLES
BEDOKESBS,

RS § LESRINCES
BYFHHERRRONER]
K& TREABEE SR
D EBRRNHRAMICT Y
TLTSTYIORBITR T,






item/image/p244.jpg





item/image/p089.jpg





item/image/p169.jpg





item/image/p207.jpg





item/image/p282-283.jpg
i INF—=VUyF

[BROBIEMETTREHEET
HolBAA RDERIBLRA
D ANREFSTENBNR D
12 EDEM I RBEORA:H
RGEEDTRELED, RVER
ERTINY—YyFEhok.[B
ROBIEBRBLIEYSE B
BERBBOMLHBILHZ.
BFOBFLTS,

7y

&

[EROBI QTS EAHED
—HT.WERS FROTER
HOEARM, PR RBORLS
MU SEEEIER, HOBE
HE SRMOMTHADE
SEROTRS,YFBATH
BHROLIEBILIEBE,
YIHEOEL HMOHTH
BCRRBAHFHBRICAD,






item/image/gaiji-dakuten-a.png





